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は じ め に   

赤城山南脆にある仙川村は、偵始・古代から人々の生  

括の」易として利川されてきた地域であります。それは、  

県営二仁地改良事業などの大型l肘発事業に係る発掘調査に  

よって多くの理械文化財が調査されていることによって  

も明らかです。そのlllでも、深津は特に埋蔵文化財が据  

集する地域です。   

この、探緋の■西原地l大の二】二業団地が計画されたのは、  

岬仰159仰のことでした。この計画に伴って15基の古墳を  

はじめとして多くの叫蔵文化財が発掘調査され、その成  

果が報告書としてまとめられております。この、深津の  

l叫原に隣接する長岡の他に県介某局により、円び工業団  

地が計画され呪在に至っております。   

本報告享聾は、群馬県企業局から調査の委託を受けた拙  

川村教育委員会が、平成3年度、4年度に発榔調査を実  

施し、その後、平成4年度、5咋度に推理作業を行った  

成果であります。縄文時代から、古墳時代をlトL、とした、  

粕川村の先人の生活の一端‡を誹J査、報習いたします。こ  

の報ハ群が、多くの方々に清川され、斯学に貢献するこ  

とができれば幸いに存じます。   

最後に、 発捕朋査ならびに推理作業を通じてご指導、  

ご協力をいただきました群蟻県企業局の関係者の皆様、  

相関係各課をはじめ関係各位、及び調査に協力いただい  

た作業員の方々に感謝申し上げます 

下l王城6咋こう月111  

抑lけ寸教育委員会  

教育長 真 下 辰 男   



1．本書は平成川三度及び二、1く成車牛皮抑Ir第ニニl∴業団地造成に係る『長岡遺跡月 の発掘調査報告岩である。  

2．U】矧瑚遺跡』は粁．しじり註勢多郡粕川村人字沫津字長胴1！）06【3番地他に所在する（，  

ニi．発掘訓査は二判戊3咋f）ノ」17卜1から平成4年8月31まで行った（，  

また、掛きl！作業及び本習の作成は平成∠l咋9月11三】からY成6咋3ノ」101：ほで行った。  

∠l．発掘訓査は酢l馬県企業局の要託を受けて、相川村教育委員会が禎営で実施した。  

5．制査糾瀾は次のとおりである。   

串務局  

教育J長  英■卜辰タJ   

印務局長  松村嘉大   

局長補佐  木島定幸  

朋査山当  

文化財氾当 小高純一   毘 克典  

（i．本習の作成組織は次のとおりである。   

串務局  

数市J蓬  違‾卜辰男   

研務局長  松村嘉大   

局長裾脳三  木島定幸（平成5年封朋帖Iり  

係  長  小林 迎（平成5年′1月前任）  

文化財担当 小島純一  ∠l！．克典  

7．木雷の作成は畳が編集を担当し、本文の執筆はⅠを小鳥が、仙は損が担当した。追納写実は小鳥・捏による。   

また、迫物写其は黄下康リJ（相川村 サンフォト）による。なお、木津の作成には以▼卜の者が参加した。   

庶務担当  笠拐瀧子  遺物接合復元  武井洋了▲  中嶋あぐり  松村寿江  

遺物実測  鈴木幸子  宮沢てい子   

トレース及びレイアウト  飯尾みゆき  ホJll梨千  武井洋了・ 松村鶉豆1二  

日．本遺跡のテフラと榊物鉦慨休の分析を株式会社ホ堺境朝刊所に依頗した。また、炭化材同定と住居捜二Ⅰ二の＿一卜壌   

分析をパリノ・サーヴュイ株式会計に依頗↓た。分析結果については巻末に掲載した。  

！）．発掘訓査によって川二11した迫物については、総て井川Il村教育委員会で保竹哲理している。  

10．調査から盤理にかけて、下記の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し．卜げます。（敬称略）  

小作博夫   佐藤明人  能登 健  長谷川徹 ）川島政彦  細野高佃＋＋前原 豊 l1＿「卜戌信   



凡  

1．本台の挿図の方位は座標北を示す。  

2．本番で使用した地形図は下記のとおりである。  

図1 国土地理院20万分の1「宇都宮」  

図2 国土地理院2．5万分の1「大胡」  

3．本執こ掲滅した遺構図、遺物図は概ね下記のとおりであるが、例外につ   

いてはスケールを参照されたい。  

全  体  図 1／500・  

住居実測図 1／80  

カマド実測図 1／40  

古墳墳丘図 1／80  

石室展開図 1／30  

集石、土器集中 1／30  

梢 平 面 図  1／300  

その他遺構図 1／60  

遺   物  図 1／3  

4．遺物番号については各遺構ごとに整埋番号を与えた。また遺構外出土過  

物については土器、石糖ごとに通し番号で生理番号を与えた。  

5．スクリーントーンの使用は次のとおりである。  

≡浅間B悼石  

≠地山   
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挿  図  

附  篇 粕川村、長岡遺跡における  

自然科学分析調査  

長岡遺跡における炭化材同定及び  

植物珪酸体分析  

写真図版  

付  図  
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l冥】72 遺構外川二l二のニヒ  

図73〕赴構外州土の二Ⅰ二  

図7′1遺椚外Jl仁Lのホ  
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7 1ト13号二L坑  

8 1）1∠1号二L坑  

9 Ⅰ）－15号土坑  

101）－16i才二仁坑  

Ⅰ）IJ．2G ll）－17号二L坑  

2 1）－18号二11坑  

3 i）－19モ上1二坑  

∠11）川号二Ⅰ二坑土侶珊積状態  

5 】）－20ぢ・二L坑  

6 1〕－21号」二坑  

7 Ⅰト22号」∴坑  

8 1）一23号＿七坑  

9 1）【2∠1号二L坑  

101）－24号二L功▲い26号土坑  

1）lノ．27 11）－27号二1二坑  

2 1ト1・号二l二坑  

3 1ト2号土坑  

4 IC－3号土坑  

5 1ト4‡∃・二L坑  

6 1ト5せ二1∴坑  

7 Ⅰト6号二1二坑   

2 1ヰヨ・粥  

3 2・3号泄  

′1 ∠1・〔）号溝  

5 8号消」二層耶根状態  

6 7号溝  

Ⅰ）Ⅰノ．18 1 溝検山状態  

2 2号洞  

3 3・8号溝  

4 9号溝  

5 （）号溝土肘唯机状態  

6 9号音札唱←卜顎′削二lH二状態  

7 9号溝馬下瑚′廿出土状態近黒  

1）L．19 118・19号溝  

2 18号溝遺物川」二状態  

3 18号溝土層耶憤状態  

∠i20ヰ。用一等土侶榔併】犬態  

5 15・16号椚  

6 16号溝土屑椎楷状態  

715塁溝土侶耶凝状態  

1）L．2n ll）一縦文竪穴遺構  

2 D－拙文竪穴迫構遺物川土状態  

3 A－1号扶ホ  

∠1 A－2号集わ  

5 A－3号集村  

6 A一′l号鋲石  

l）Iノ．211Ⅰうグリット錮査区迫物山二日犬億  

2 Ⅰうグリット調査状況  

二う Aグリット調査区遺物出土状態  

∠1石槍出土状態  

5 Aブリット調査区遺物州二I∴状態  

6 石槍川土ニI犬態  

1）Ⅰノ．22 1 糾文士坑検山状態  

2 鋸文士坑検川状態  

3 A1号土坑  

′1 A－・2号二I二机  

5 A3・号二l∴坑  

6 A－∠1号土坑  

7 A－5号・二上坑  

8 A6・号二L班▲〔  

1）Iノ．23 1 A＝7号二11机  

2 八一8・号二L机  

3 ノし9弓・二仁坑  

′l 八10号二卜坑  



1）IJ．32 11ト11号土坑  

2 Ⅰ、ト12号二L坑  

3 Ⅰト13号二卜坑  

∠1 丁トト愕・ニI二坑  

5 トト15号土机  

6 Ⅰl【16号二L杭  

7 Ⅰ－ト川号二L坑  

8 Ⅰト1（）号二L坑  

（）Ⅰト20号二卜机  

101ト20弓・二L仇二1二伸川i凍て状態  

1）Ⅰノ．33 1Ⅰト21号二L坑  

2 1ト22号二I二坑  

3 Il23号二l二机  

∠lIト2∠1号二卜坑  

5 1ト25号▲土坑  

6 Il－24号二11坑土層堆租状態  

7 トト26号二l二坑  

8 Ⅰト27号二L坑  

9 11－28・号二t∴坑  

10 ト1号二ll坑  

1）I」．3′11l－2号二L坑  

2  ト∠1・号二卜仇  

：う 1－5号二L仇  

′1l5号ニⅠ∴坑土層耶楷状態  

5 Ⅰ－（う・号二卜坑  

6  ト7‡J▲ニー二坑  

7 ト9号二L坑  

8 ト10号土坑  

9 Ⅰ二‖－シゴ▲ニL功一〔  

10 Ⅰ－12号二卜坑  

1）IJ．：う51 ト13‡］・二ll机・1申子土坑  

2 ト13号ニll坑・‖号土航二t二層堆机状態  

3 Ⅰ一15り二ll坑  

∠1 ト16号⊥坑  

5 ト18号二t∴坑  

6  ト用号二仁坑  

7 Ⅰ－20号二上坑  

8  ト21月・二L坑  

9 Ⅰ－22弓・二1二坑  

10 1－23号二1二坑  

1）L．：うG l ト2直子」二坑  

2 1－2∠1号二L坑土層堆積状態  

3  ト1号二L坑   

8 1ト7号土坑  

（）Ⅰミー8号土坑  

川Ⅰ三－f）号土坑  

1）1．．2S lIミー10号土坑  

2 Ⅰて・【11号土坑  

3 Ⅰミー12号土机  

4 1ミトl号土机  

5 Ⅰ王16号ニヒ仇  

6 Ⅰト17号土坑  

7 Ⅰト18号土坑  

8 Ⅰミー19号土坑  

9 Ⅰ三一20号」二坑  

10Ⅰ壬20号土坑二t二層堆机状態  

1）Ⅰ．．2‡）1Ⅰて一21号土坑  

2 Ⅰ三－23号土坑  

3 Ⅰγ－1号土坑  

′lIト23号二L軋二l二層珊麒状態  

5 ドー2号土坑  

（う F－3号二L仇  

7 Ⅰし∠1号土坑  

8 Ⅰ√－・5号土坑  

9 F6号土坑  

10 F7号土坑  

PL．30 1IJ－8号土坑  

2 Ⅰ†－9号二L坑  

3 F・一10号二L坑  

′lIγ11号土坑  

5 F－12号二1二坑  

G ドー13号ニヒ机  

7 Ⅰし‖号土坑  

8 G－1号土仇  

（）G2号二L坑  

10 G－3号土坑  

1）丁．．311Ⅰ卜1号土仇  

2 Ⅰト2号土坑  

3 ⅠⅠ－3号土仇  

∠1Ⅰト4号土坑  

5 Ⅰト5号二Il坑  

6 Ⅰト‘1号土坑二1二層肛粧】犬態  

7 Ⅰト6号土坑  

8 Ⅰト7号土坑  

〔）ⅠⅠ【8号土机  

10ⅠⅠ一10号二l二坑  



4 ト2号土坑  

5 J－3号土坑  

6 J－4号土坑  

7 J－5号土坑  

8 L1号土坑  

9 L－∠1号土坑  

10 L－1号土坑土層堆積状態  

PL．37 1J－7号土坑・8号土坑  

2 ト7号土坑・8号土坑土層堆積状態  

3 ト7号土坑  

4 ト7号土坑土層堆樹状態  

5 J－8号土坑  

6 ト8号土坑土層堆樹状態  

PL．38 B－1号住居、DLl号住居、E1号住居出  

土遺物  

PL．39 E－1号住居、E－2号住居、E3号住居、  

E－4号住居出土避物  

PL．40 E－4号住居、A－1号古墳出土過物  

PL．41B－1号古墳、EL掘立柱建物跡、E一土師  

器・須恵砦集中力所出士道物  

Ⅰ）L．42 E一土師器・須恵器集中力所出土遺物  

PL．43 E一土師灘巨須恵特集中カ所出土過物、D－1  

号炭窯、E－3号炭窯、3号満、15号満、18  

号満、表土出ニヒ遺物  

1）L．44 1 遺構内出二1二道物 D縄文竪穴遺構、A  

－2号土坑、D－6号土坑、D－23号土坑、  

D－24号土坑、E－4号土坑、E－20号土  

坑、F－2号土坑、Il－22号土坑  

2 第Ⅰ群、第ⅠⅠ群土拙  

PL．45 1 第川群土着注  
2 第ⅠⅤ群土据  

1）L．46 1 第ⅠⅤ群土鵜  

2 第Ⅴ群土岩浮  

Ⅰ）L．47 1 第Ⅴ群土容、第ⅤⅠ群土器  

2 遺構外出ニヒの石器  

PL．48 遺構外出土の石器   
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図1 長岡遺跡の位置   
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Ⅰ  発掘調査に至る経緯   

粕川第2工業団地は、Il獅旧9年に造成された粕川二【二  

葉川地にl隣接して計画はれたユニ業「≠地である。本二】二業  

団地は、既設の粕川二1二業団地と併せて、本地l真の計州  

的な二1二地利用をすすめ、無公粥型の優良企業を誘致し、  

二Ⅰ二業去ち盤の整備、凧I」機会の増大、村財力の弧化を図  

り、併せて農工の誹頼＝のとれた生酒環境を碓保するこ  

とをl三川勺として計画された。事業の施工は肌l馬現企業  

局があたった。   

二l二事計帖地域の哩蔵文化財については、平成2隼2  

ノJ21［＝こ介業局、村企画部、教育委員会の：う者による  

第11亘1の調姫会議を行った。発掘鋼洒の必要粧の柵認  

や朋査の手順などについて新し合った。同咋（う月12巨l  

雛2回調照会議を持った。会議では、全体の二l∴程につ  

いて協議された。理敲文化財については、その内容が  

不l州原であるため、早急に州発区域内の哩賊文化財に  

ついて、その内容を明らかにするための試抑制査に入  

ることとなった。試掘調査は6月2∠1日から調裾引5分の  

桑等の抜根を開始し、7月11二lから20l二ほで行った。ま  

た、同時に、教育委員会は、朋査体制を盤えるべく、  

調丑員の確保に奔走した。その結果、文化財調査に対  

応できる新たな職員1名の増員を決定した。  

7月2：う＝、節3回胴照会議がもたれた。この会議で  

は、試掘調査の結果報哲を行った。試抑制査では、糾  

文l甘代の附し穴、粂良∴、㌣安時代の竪穴仙．・‡、消など  

が検出されたことを報告すると共に、調査必要面拙、  

射凋甜；1数、調査経費等についての資料を提示した。  

8月2l二】、第4恒1朋整会盲硫がもたれ、調丑体制、調査  

期冊∴榔舶則IJ、調査順備、調査後の整理及び報告門  

の作成について協議し、最終合意に達した。その結果、  

井川Il村教育委員会より8月12［＝寸け柏教究595号「究裾  

調査矧l川」横について」が捉J出され、同8月1t二lに測っ  

て「斗糾l第二工業団地柵成文化財に快ける協定沓及び  

ザ成三咋度発裾誹J査委託契約」が、群馬県企業局と粕  

川村教育委員会とのl～‡」で取り交わされた。また、同年  

り月17［け」■けで県企業局から文化財保護法節57条の3  

第l項にイ系る発掘通知が抑l卜村数育委員会如拙甘はれ、  

同りJ」2〔旧付けでり．土教育委員会教育長あて進達すると  

州こ、l叶汰98条の第2現に係る発掘調査通知を文化庁  

如捉出した。   

節朝雨粧査は平成3年9月17t：1よりl肘始され平成車隼  

8月311はで行った。その後、平ノ或4年9月1l1より  

Y成6年3月川＝まで雅雄l！作業を行った。  

調査の概安  

が合流する付近まで続き、南側の平坦な扇状地面に達  

している。   

台地の東側は扇状地と、石＝珊lによって形成された  

I 平坦な沖横地が仏がり 、現在でも水肘に利川されてい  

る。台地の西側は、東神沢川が深い谷を刻み、ユ村則と  

比べて良好な沖和地があまり発達していない。台地は、  

長岡遇働型柚IJ部分では谷が蛇行し、また東側には浅い  

谷が入り込んでくるため、調査lえ中央がくびれて、馬  

の背状に狭くなる。   

遺跡は標高166111から1571Tlのl帖こあり、調査区内の  

ゴl逼高位と石＝川Ilとの比高差は約12111、央神沢川との比  

i■．■fi差は約15111である。   

2 周 辺の遺跡  

粕川村の南西部は、扇状地耐と戦丘状に残された洪  

．‘7   

1 長岡追跡の位置  

長岡遺跡は、抑Il村の南西酢、人手深印字矧剛こ所  

在し、東神沢川とイ1†＝llに挟まれた、糾」養い洪租台地  

巨に立地する。   

抑Il村南西部の、深津西部地区から込皆戸地区にか  

けては、「斗削l卜甜底川扇状地」面に域丘状に残された  

台地性地形が広がっている。この台地は、沖‖llや山灘  

湧水によって複椰に開析され、谷筋には沖椚地が形成  

されている。この台地牲地形を中心に、数多くの遺跡  

が碓認されている。   

ぷ岡遺跡のある台地は、県道大乱・大l川々線のすぐ  

北側の扇状地面と接する部分から好はり、向々火ノノ向  

へ、ゆるやかに傾斜しながら延びる。途中、県道深津・  

伊動崎線に分断されるが、台地はさらに桂ノIlと石‖＝ll  



横台地、および河川や浅い谷によって形成された沖積  

地面から成り、それらがモザイク状に入れ込んだ複雑  

な地形を呈している。   

この地域には、多くの遺跡が認められ、特に桂川以  

西の台地性地形上では、ほとんど切れ目なく遺跡が続  

いているという状況である。以下にこの地域を中心に、  

既に調査が行われ、性格がつかめている遺跡について  

概観してみる。   

西部グランド遺跡 長岡遺跡のある台地の最奥部、  

扇状地面と洪積台地の接点にあたる。平成2年度およ  

び平成4年度に調査。平成2年度調査では、古墳時代  

前期の竪穴住居3軒と浅間B軽石とC軽石に覆われた  

上下2面の水田跡を検出した。平成4年度調査では、  

古墳時代初頭の竪穴住居7軒、平安時代の竪穴住居1  

軒、時期不明の溝2条が検出された。   

女渕庚塚遺跡 昭和60年度調査。舌状に延びる洪積  

台地先端に立地する。平安時代の竪穴住居3軒および  

時期不明の溝2条が検出された。   

深津庚塚遺跡 平成3年度調査。女渕庚塚遺跡のあ  

る台地とは、沖積地を隔てた南側の尾根上に立地する。  

平安時代の竪穴住居1軒および縄文時代の陥し穴5基  

が検出された。   

松原田遺跡 昭和60年度調査。長岡遺跡のある台地  

下の扇状地面にある。炉本体に箱型炉を用いる製鉄遺  

構1基を検出。操業時期は7世紀後半が考えられる。   

西原古墳群 昭和59年調査。長岡遺跡の南側に接す  

る。6～7世紀代の古墳15基、竪穴住居5軒（古墳時  

代前期2軒、平安時代3軒）、平安時代の炭焼き窯4基、  

時期不明溝1条が検出された。   

後原遺跡 昭和56年度調査。長岡遺跡と同じ台地上  

1．長岡遺跡  

2．西部グランド遺跡  

3．女渕庚塚遺跡  

4．深津庚塚遺跡  

5．松原田遺跡  

6．西原古墳群  

7．後原遺跡  

8．西原遺跡  

9．三ケ尻西遺跡  

10．三ケ尻古墳  

11．権現堂遺跡  

12．三ケ尻遺跡  

13．西迎B遺跡  

14．西迎遺跡  

15．友成遺跡  

16．近戸古墳群  

17．近戸遺跡  

18．切通遺跡  

19．吹上遺跡  

20．大塚遺跡  

21．稲荷田遺跡  

22．下池皆戸遺跡  

23．渋沢遺跡  

24．前田遺跡  

25．稲荷山遺跡  

26．三騎堂古墳群  

27．五反田遺跡  

28．打越前遺跡  

29．前原遺跡   

図2 長岡遺跡と周辺の遺跡  
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に立地する。古墳時代小期の竪穴住居4軒と拙文昭状  

l＝別人の住桝3仰が検川された。   

■州原遺跡 昭利5∠1咋度および60年度調査。長岡遺跡  

と同じ千手地上に立地する。｛墳時代坤側の竪穴住居1  

打と弥往時代末の竪穴住居7抑を調査。また、環濠と  

考えられる大網の一部を訓香し、弥丑咽刊珠から7j1‘墳  

時代初血にかけての喋濠妹落が予想される。   

三ケ尻西遺跡 平成5年調査。長岡遺跡のある台地  

の西側の沖楷地に立地する。古墳l甘代後期の竪穴住凧  

1二柵二、閥‖＝う瞭石とC軽√「に榎われた上‾卜2仰の水川  

跡、箱型炉形式の製鉄炉2基、およびそれに伴う、一  

群の製鉄関連遺構の調査を行った。製鉄炉の操業咋代  

は71哩妃中頃と抑定され、井珪瑛落遺跡と考えられる（）   

三ケh∵■キ耳f 長岡追跡と同じ台地の先制部に佐田す  

る。l旧札160咋度調査。れ室内から直ノJ、鉄鉱、三lミ類が  

‡l仁l∴している。   

椎祝典遺跡 平成5咋度試掘調査。束神沢川右岸の  

沖耕地上にある。ホ椚悼代から平安時代け型穴住居1二う  

抑を碓蘭。某落遺跡が予想される。   

三ケ尻遺跡 昭和60咋度調査。J訓】11遺跡のある和也  

の東斜■lrl＝二に、扇）l大地に而して立地する。十川封貯代11f†  

期から奈」；い平安時代にかけての竪穴住居心酔とノ川ラ  

用溝鉛2基が検出された。   

叫迎1；遺跡 昭和60咋度調査。三ケ尻遺跡の東側、  

沖椚地をl偏てた舌状台地北部に立地する。拙文時代の  

附し穴8基、弥生時代中虹匿住居15軒、古墳‖、什じ前期  

のtiリ．享‡2抑、tい期の住居3仰、後期の住屈5抑、奈良・  

平安情状の住居8軒、時期不明住居川l二、炭窯1基、  

溝4条の調査を行った。   

西迎追跡 昭和54牛皮調査。西迎1う遺跡と同じ台地  

卜に立地する。古畑畔伸1棚一の竪穴f軸｝1軒の調査を  

行った（，   

友成遺跡 tl欄162咋度調査。桂川イJ件の扇抑也巾＝∴  

に諒地する。了1▲墳時代末から奈良昭代にかけての竪穴  

住居35軒を検‡＿ll。およびl中世椚克1基の調査を行った。   

近戸11●墳群 昭和61咋度調査。桂川西側のナり也＿l二に  

立地する。5■tl摘己後半から6世紀前半の了㌧椚∠1基を調  

査。他に、‾占▲墳時代前期の住居2抑、中期後半から後  

期初琉の住胴3軒が検川された。   

近戸遺跡 平成5咋度、遺跡の一部分を調査。近戸  

れ蜘附こ隣接する。弥生時≠後期の十日l；▲1件、7j■慨時  

代前期の住居1件、了l用馴昔代後州の什居二川l‥が検Jt1さ  

れた。）   

切通過跡 平成小隼度調査。近戸古墳群と同じ石地  

卜に隣接する。奈良・さl勺狛時代の住居1抑、時期不明  

の溝1条が検川された。   

吹上遺跡 昭和6（埼三度調査。近戸古墳群のある台地  

の東斜1軒十に、扇状地に而してう一三地する。拙文l牲代前  

期の住居1抑、附し穴2基、奈ノ三い平安栂代の仲居3  

抑、時期不l〃Jの井戸跡1基、そのほかに他州れ1条が  

検川された。   

大塚遺跡 昭和59年度調査。近戸古墳群のあるf｝地  

の最奥郎、台地と扇状地が接する部分に立地する。古  

墳‖ミ打じ1抑別の脛穴仕刑1仰と浅問1う軽イニfに理止れた水  

川が検糾された。   

稲抑Ⅰ三l遺跡11珊15が‡旭調査。大塚遺跡とは、柑Il  

を隔てた対岸の沖積地上に立地する。十川封甘代後期か  

ら平安‖れ代までの竪穴住屈利軒、「い世の地」卜式坑6基、  

ほかに榛名ニッ活火山灰（1Il・－1J．A．）に糾没した溜井  

状の遺構が検川された。   

下地皆戸遺跡lげ絹＝59咋度調査。イ‡＝ll左岸の扇状地  

帆上に二＼‘プニ地する。71千畑け代後期から平安時代にかけて  

の竪穴住居3：州：、掘韮柱建物跡11枕、時期不明泄＝条、  

ほかに二L坑多数が検出された。   

渋沢遺跡 昭利60咋度調査。佃lは粕川のl川の扇状  

地面に営まれた遺跡である。寸湧別寺代 中期末から後期  

初頑の脛穴住居13抑と二L坑2基、平安l軒代の闇小出燕・㌻  

2軒と二L軋l基、ほかにl畔期不明の溝3条、土坑2基  

が検Jl‡された。  

†Ⅴ什Ⅰ二l遺跡l】獅＝55咋度、平ノ或∠l、5年度調査。抑Il  

扇状地内に粗lて二状に残された、粕川左岸の洪桝台地上  

にカニ地する。これまでの朋査によって、縄文【軒代前期  

の土坑2基、－1川判甘代後期の竪穴什居23抑、時期不明  

の津ワニう条が検出されている。   

稲荷山遺跡 昭利5∠1年度調査。4剛lけ寸と赤州町境の  

台地上に立地する。縄文時代†1掴Jの住居1軒、■古墳‖ミリ  

代前期の住屈と止しわれる二l二器密集カ所2カ所、下1（射！ミト  

代の土机1基が検出された。   

三騎ゴ；抽‘Ji’f榔Il獅購1年度調査。亦脚Ⅰけ今井茶仁＝＝  

了11慨に隣接した相集セ■fである。6世紀前半代と考えら  

れる古墳4基の朋丑を行った。   

イⅠ二反日遺跡 岬川】61年度誹踏。田川l左岸の沖桝地を  

望む扇状地面上に立地する。弥生時代後期から奈良・  

平安時代までの里穴住居174仰が検山され、典勅′l勺な伝  

統班落遺跡といえる。  

・J√j▲越前遺跡l闘」161年度訓査。有反川遺跡と1㍍Jじく  

．て   



柑Il左岸の沖積他に立地する。平安l蜘代の駆穴住居5  

抑、時期不明の溝1条が検＝された。   

前原追跡 昭利61咋度朋査。三騎堂古墳鼎と同じナ「  

地上に立地する。弥生崎申出朋」後三l土の！竪穴仁＝．i‡3仰が  

検川された。   

長岡遺跡のある台地は、は奥郡の西刊グランド追跡  

から、台地先制の三ケ尻1丁ガほで、ほとんど削断なく  
往1  

遺跡が続き、台地全休が遺跡地であると言える。昭一、  

灯りl層壬鶏場の部分が空自となっているが、それは、分  

布調査の時点で既に鶏舎があって、マッピング不吋植  

であったためと考えられ、ここにも遺跡が存在サる叫  

胎l斗は充分にある。また、台地下の扇状地あるいは沖  

鵜地上には、松原11髄跡、三ケ尻西遺跡、柵現北遺跡  

が、台地に寄り添うように、縁辺の微高地上に立地し  

ている。これら台地上と台地縁辺に古地する遺跡は、  

台地とその周辺の二11他に畑洒や生搾の基鰯を求めて棋  

小したものと考えられる。   

この点について、農業発達史的視点からの指摘がな  
汚円∴萌  

されている。   

扇状地7f巾こ域丘状に残された洪拙台地は、水利の悪  

い扇状地に比べてlさ卜然湧水が多く、また山麓闘析によっ  

て水任l経営に適した谷地も発達している。このような  

二ll地条件のもとで、弥生時代後期から技研昭代前側の  

早い段階から耕地開発が行われ、了1－‘」甜時イじ後期以降、  

奈良・平安時代にまで続く集落が定着した。 長岡遺跡  

のある台地．1二では、三ケ尻遺跡や1ノ欄く遺跡が台地先端  

付近の沖椚地にワ三んだ立地であり、伝統賦落の rl居什  

域」と考えられる。   

一方、諸州Il扇状地の開発は、ナ■潮時代後州以降の戯  

業技術の発達によって可能となり、梢極的に扇状地内  

の火水性の沖積地が開発される。このような「第一次  

新l川集落」の「屈住域＿」は、河川や谷他に椚った微高  

地＿llに立地しており、下地情戸遺跡や渋沢遺跡がその  

例として挙げられる。また、水川跡は碓記されていな  

いが、稲御Ⅰ1遺跡の溜井状遺構は非常に興味深い。   

3 調査の方法と概要  

調査にあたってはブリット法を採川した。国家蝕耕  

第1V系X＝′1右90，Y＝－57．40を基準に、朋査区全体  

を提うように、1（）0111単位の大ブリットを設定し、北西  

隅から賦次A，Ⅰミ，C，と呼称した。さらに、大ブリッ  

ト内に、北西隅を基ノ・よ（とし4Ill‖川幅で、両方向に；lか  

らyまで、東ソJ■直‖こ1から25までのラインを設け、小  

ブリットを設定した。各ブリットの名称は、「Ao－13」  

というように、大ブリット名を頭に付し、北西隅の交  

点座榔で呼称した。なお洞以外の遺構名称は、大ブリッ  

トごとに通しNo．を与え、「Ii－1号・住居」、「C－2号二L坑」  

というように呼称した。   

調査刈象区域は、造成二11事の都合から、外周道路倣  

部分と外川道仙人川りの造成二1二王裾lく分に分けられ、さら  

に調査l哀を縦断する道路によって火西に分け、東側道  

il捌敦部分、勒湘り道路敷部分、東胡り造成二I二三川祁分、西側  

造成二l却朝分の、都合′1二‘】二区が設けられた。便甜机こ  

11ズから′1区と呼称し、＿l溺優先順位にしたがって、  

Il塞から順に調准を行っていった。調査区は、試掘制  

査の結黒から、全面表二L瀾F－jりが必要とされる部分と、  

より鮒かいトレンナ調査が必要とされる部分があり、  

†1rf者は衷＿上除去後直ちに遺構硝詔、精動こ取り掛かり、  

後者は遺構が碓忍され次節順次トレンチを拡張すると  

いう方法で訓丑を行った。   

今回の朋査によって検川された遺構は、拙文時代の  

二卜坑1∠15基（うち附し穴1肌基）、班石遺構4基、竪穴迫  

川1基、‾F！1▲墳4基、ホ墳時代終末期旦竪穴住居6軒、掘  

立札建物跡1桃、土帥淵・須恵拙班■二卜箇所1カ所、浅  

川捌附「下の脛穴適職7基、畝状遺桝1カ所、時期不  

明の消18条、炭窯5基、二l二坑5基であった。   

総絡腑附加欄‘壬53，（）（）（）m2、発掘調査参加延べ人数4，  

55∠り＼であった。  

注1拙ノIl村遇朝刊掴＝こよれば、四股追跡と後頂遺跡は同じ遺  

跡に含≡吏れており、追跡相川もl刑訂■t】●舶附こまで連する  

広人な追跡として周知されている。  
注2 帖登仙、小鳥敦了・「弥生から二、ド安l甘代の遺働現川りF新  

≠Hの追跡一道跡許脚分イl灘怖潮暦刊∴」所期村教育委  

貢会1（）鋸  

仙‖州二 川tけ灘椰、自藤・新宿古別朋と抑rl何の了！一‘  

椚分布－ハ甘i分イ1Jからみた地域拡大－胴削†l村の遺跡一  

遇跡詳細分布調准報告刊－ト拙l卜村教育委員会 用85   

げ  



図3 周辺の地形およびグリツト配置図  
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調査の記録  ⅠⅠⅠ  

おり柵認面からの深さは50～65‡ンであった。   

視二l二最上層にはAs一Iiが木の根に落ち込む形で認めら  

れた。その下位にはAs－1う、F．Ⅰ〕．を含む異色土、F．l）．、  

As－C粒を含む段ボク土が堆楷している。   

珠面はローム■いに営まれており、各壁際には周研が  

掘り込まれる。床面上には主柱穴は認められなかった。   

東壁中火やや向に偏してカマドが何■設されていた。  

袖は灰白色粘土で構築されているが、残存状態は恋い。  

また、火床面もり摘ででなかった。   

造物は棋士下層から土師照井2点、床面から土師県  

高坪1点が州土している。  

E－1号住居（ElIIIl）（図6，7、1）L．8，38，39）  

Ⅰミグリット内の台地束斜面上に位置する。   

平面形は隅丸の方形で、主棚方向はN－670－E。主  

軸長は′1－95㍍、主軸に直交する辺の長さは5．30㍍であ  

る。壁の〕一丈ち上がりはしっかりしており、壁高は斜面  

上位側の四壁で1．05㍍、斜面下位側の東壁で0．55㍍で  

あった。   

覆二1二の嵐＿1二層にはAs【朗屯層が堆積し、その下位には  

F．Ⅰ）．粒、As－C粒を含む黒色土、甜ボク土が堆積してい  

る。   

床面はロームlいこ営まれ、堅い。各壁l蜘こは深さ10～15  

芋ン柑の周研が朝川込まれてあった。   

東壁上中火やや南に偏してカマドが付設されており、  

残存状態は悪い。糾は灰白色粘土のみで構築され、ほ  

とんど流失していた。また火床而も不明瞭であった。  

カマド右イ別の住屈南東隅では、長方形ないし楕lコ」形状  

の貯蔵穴が認められ、規模は長径76妄ン、短径60妄ン、深  

さ32妄ンであった。   

三i三柱穴は径75～85妄ン、深さ70～80葦ンまでのものが4  

佃認められた。他に純壁l祭仁い火に径20妄ン、深さ20芋ンの  

小規模なピットがあったが性格は掴めなかった。   

迫物は完形■■青－はなく、図示したもので、土「酢潤班5  

人！、し 土師鋸傲2ノよし 土師湘杯16点、土師捌高粁朋冊1  

ノエし土師湘椀1点、須恵指揮1点、弟恵料不蓋2点が  

ある。また、カマド内から用途不明の鉄湘片が1点出  

土した。断面四川形で残存長7．7芋ンであった。  

E－2号住居（Ⅰ仁一－ⅠⅠⅠⅠ2）（図6，7、1）L．8，39）   

1 古墳時代の遺構と遺物   

B－1号住居（Ii－Ⅰ什Il）（図4，5、1）L，7，38）  

1ミグリット中央南西寄り、台地の頂郡近くに位旧す  

る。   

平面形はやや隅丸で、東壁より西壁がやや長く、台  

形気味である。三測tl方向はN－680－Eで、主軸長は5．  

35㍍、主軸に直交する長さは5．∠15㍍。壁高は臓も深い  

北西l掴で、柵認耐から80茅ン、最も浅い南東隅で60ぎンで  

ある。   

提土中にはAs－Ⅰミ純層が認められ、同層下位にはIT．1）．、  

As－C粒を含む黒色上が堆積している。   

珠面はローム中に営まれ、カマドの周囲は踏み囲め  

られ、堅くしまっている。床面の各壁際からは、用研  

が認められ、深さは5～10享ンと浅い。   

東壁中央寄りにカマドが付設されていた。袖は灰仁1  

色粘土のみで構築される。焚き口から煙道部までの長  

さは1．3鋸㍍、袖晰は残存長で1．20㍍であった。   

柱穴は主柱穴が4個検～L†された。径が25～30芸ン、深  

さが40～∠15茅ンまでで、ほぼ同じ規模である。   

出土遺物は完形晶はなく、図示できるもので、二l二榔  

岩音鯉2点、慨1Jよし土師湘杯3点、独組紳不1点、須  

恵湘杯蓋1点があった。璧2以外はいずれも一部分の  

みの残存である。班1は床而、俄3はカマド内からの  

出土である。他に凹石1点、鉄告片1点のJI†上があっ  

た。lせ1石は主柱穴覆土内からの出土である。鉄器は床  

面からのLl1土で刀子破片と考えられる。残存長∠1．7妄ン、  

残存腑0ぷン、厚さ0．4芋ン、茎部分で幅0．媚ン、厚さ0．4  

貰ンである。なお、図示はしなかったが、視二Ⅰ∴‾’lご層より  

鉄塊が1点出土している。重昂：は9．7崇ラあった。本住屈  

とどのような関連性を持っているのか断定はJ▲ll来ない  

が、何らかの形で追跡内に持ち込まれたものと言えよ  

う。  

D－1号住居（丁）－ⅠⅠⅠIl）（図∠1，5、1）L．11，38）   

DブリットとⅠミグリットにまたがり、台地頂部のi叫  

縁付近に位関する。   

さl印行形は隅丸の長方形で、主軸方向はN－680－Ⅰ二。  

主軸長は3．5鋸㍍、三i三仙に値交する辺では2．90手㍍であり、  

小規模な住居である。壁の立ち上がりはしっかりして  

．ヾ  



Ⅰミグリット内の台地東側斜耐こ借間し、Ⅰ壬一1号住  

居及びⅠ王－2号住居に近接する 

平面形は糾丸の長方形で，長軸方向はN－228－W。  

規模は長軸3．15㍍、短軸2．35㍍と小型の住居である。  

碓謂而からの掘り込みは浅く、15ぎン朴である。   

撹土は1∴1）．、As－C粒を含む黒ボクニl二が主体であった。   

床面は黒ボク土小こ営まれ、やや脆弱である。床面  

班壁際「1＝I火には、長径1．12㍍、短径0．7ポ㍍、深さ16芋ン  

朴の長楕lt川ラの浅い柑り込みが認められたが、牲相は  

つかめなかった。   

用溝、カマド、柱穴は認められなかった。   

迫物は床耐から上伸脚不が2点山二1二しているが、い  

ずれも一部分のみの残存である。  

形で 、仙は一部分のみの残存である。他に鉄器、台石、  

‥JさJ■製石斧各1点がJJl土した。鉄拙は用途不明で断面角  

形、残存艮3．0妄ンである。  

E－4号住居（1三【Ⅰ≠Ⅰ4）（図9～11、Ⅰ）Ⅰノ．10，39，∠10）  

Ⅰミグリット内の台地頂郡東側縁辺に位置する。   

平面形は隅丸の長方形で、両壁に張り出し部がつく。  

主軸方向はN－670－Eで、主軸の長さは5．80㍍。主潮1  

に値交する辺の長さは5川㍍であり、張り川し部を加え  

ると5．（）鋸㍍となる。立ち上がりはしっかりしており、  

柵認面からの深さは、東側で60芸ン、西側で80妄ンである。   

撹土は械上恒＝こAs－8を含む砂質ニヒが堆精しており、  

その下位にAs－1ミ純層が認められる。Ⅰミーニう号住居とほ  

ぼ同様の堆積状況である。   

床面はロームlいに営まれ、しまっている。張り出し  

仰の床面は住居床面より一段低く営まれている。周溝  

は深さ10～15妄ンであり、張り出し部で乱れるが、概ね  

各壁に椚って巡る。   

カマドは東壁lい央に付設されていた。保存状態は良  

好で、袖は偏平な拘礫を芯材■に川い、灰白色粘土で椚  

築されている。カマド内及び周辺からは多景の土器が  

潰れた状態でHLIlしている。焚き口から煙道までの長  

さは1．25㍍、袖瞞厄0．94で㍍である。また、カマドの左  

脇には径85妄ン、深さ25掌ン柑の不贈楕円形の掘り込みが  

認めら、貯蔵穴と考えられる。   

遺物は図示できたもので土師損班が7点、他に土師  

冊鮎、二l二伸脚不、紡錘津、砥石が各1点あった。土師  

帯碧は4、5が床凧ll土であるほか、すべてカマド内  

及びカマド周州からの汁u二である。土師湘他、及び杯  

は覆二1二下層、紡緋車は南壁際床耐、砥石は張りHル部  

壁際覆二川1からの／l－1」二である。  

A－1号古墳（図16～18，13、1）L．2，3，∠10）   

Aブリット内の、東神沢川に臨む斜耐を利川して造  

営されている。   

墳丘は失われていた。現況で石室の一部が露里して  

おり、2基の横穴式石室が確認された。  

1号和室は、確認時には天井石に覆われていたが、  

耕作等によって、一部視位置を失っていた。また、黄  

道の大部分も失われてたが、仁‡然石の乱石楷による無  

糾式の桃穴式石室と考えられる。三日仙方向はN－650－  

Ⅰ工。玄室と荻道の境には「椎石」二石が配され、閉塞  

石が込められていた。玄室は全長1．9鋸㍍、幅0．65㍍で  
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E－3号住居（E－ⅠⅠⅠ】Ⅰ3）（図8，12、1）L．9，39）  

lミグリット内の台地東側斜面、Ⅰ工【1号住居の上位  

に位置する。   

平面形は糾丸の方形で、三i三棚方1／りはN－670－E。住  

居の規模は主軸長が7．40㍍、主軸に痕交しては7．90㍍  

あぃ∴大型の住居である。壁の立ち上がりは、下半は  

ほぼ垂萬で、上半はなだらかに住居外側に向かってl川  

く。壁高は斜面＿t二倍側の西壁で1．2扉㍍、斜面下位側の  

火壁で0．70㍍であった。   

覆土は最上層にAs一Ⅰうを多二剛こ含む砂質土が椎和し、  

As－1う純屑は中層に詰慰められる。下J輌こはⅠ†．l）．、As－C  

粒、炭化物を多表土に含む黒色土が耶概していた。匿‖田  

中からは炭化材もJll上している。   

床面はロームl二いに営まれ、堅くしまっている。床面  

の各壁際には深さ10～15妄ンの周溝が巡る。   

東壁の中央北寄りにカマドが付設される。袖は灰仁l  

色粧二l二だけで構築され、一部分しか残っていない。燃  

焼潮目l火には、支側に用いられたと考えられる礫が配  

されてあった。   

主柱穴は4佃認められ、規模は径が45芸ンから85芋ンま  

で、深さが62妄ンから8鳩ンまでで、多少のバラつきがあ  

る。柱穴は他に北西偶の主柱穴脇に斜めに川l二けるも  

の、北壁Ilりこ掘り込まれたものが認められた。また北  

壁際東半には、径65妄ン～75掌ン、深さ35茅ン～∠15妄ンまでの  

ピットが3佃並び、両壁際中火では深さ11芋ンの浅い刷  

り込みが蘭められた。これらについては、その牲格は  

判断し得なかった。   

川土遺物は少なく、図示できたもので、須恵湘班月  

縁部1点、二l二師損坪3点がある。うち土帥脚不∠1が完  



西半分を道路二Ⅰ二事の抑制こよって破壊されていた。  

また主休部も半分以上破壊されていた。   

周堀は主体部の北側に部分的に掘り込まれているだ  

けである。   

主体部は大きく石が抜かれており、表込めの礫しか  

残っていなかった。掘りノブの粕査によって石の「抑え  

方」が検出でき、両袖式の横穴式石室と推定される。  

主軸方向はN－340－W。   

避物は山土しなかった。  

E一掘立柱建物跡（図15．23、1〕L．12，41）   

Eブリットのほぼ中央、東斜耐の上位に位置する。   

柱穴の形状や柱穴間の距離にばらつきがあるが、長  

辺が51日、13．2㍍、短辺が3間、6．2㍍の規模を持った  

桝造物が推定される。長辺の方向は正確に北を向いて  

いる。杖穴の掘り方は、方形のものが主体であるが、  

H形、不礁形のものも認められる。主となる柱穴の深  

さは60芋ン～110掌ンまでであるが、西辺の柱穴に比べ、東  

辺のものはばらつきが大きい。また北辺の東から2番  

卜lの柱穴は、他と比べてかなり小規模である。東辺及  

び西辺の主柱穴閃からは、探さが25享ン～70穿ンまでの柱  

穴が検糾されたが、ほぼ同様の規則性に法っているた  

め、補助的な機能が与えられていたものと推定できる。  

また西辺Il1央匹川lりの、長州2．4㍍、ク釧帆．12㍍の掘り込  

みも、長軸方l〔りが平行するので付属の施設であったと  

推定できる。  

E一土師器・須恵器集中力所（図24～27、1）L．41～43）   

Eブリット北半ほぼ中火の東斜面上に、3．5×2㍍の  

鶴岡l句で、多封の土師拙及び須恵琳が壬掛二I＝l出土した箇  

所があった。完膨品はなく、すべて破片で出ニヒしてお  

り、破片の点数は1，700点以上に及ぶ。土帯片の堆租は  

数妄ンであり、さほど厚くなく、狭い昭囲刊での平面的  

なJ」i二Lである。これらの状況から、一時期の一宿廃棄  

が考えられる。」二米川▲に脱じり、やや大型の角礫が何  

点か出土しているが、他に焼土、炭化物等の浪人は認  

められなかった。   

土附片の出土点数は多かったが、接合して図上復元  

可能な仙休は少なく、図示したもので、土「締着結班∠1点、  

弟恵拙坪2点、弟恵拙坪蓋4点、須恵器鯉3ノよ、須恵  

器高林G点、須恵器横瓶2点、その他、須恵器大鯉、  

長期紬二l繚部、捉瓶、盤、土師湘坪、塊、手捏ねミニ  

チュアが各1点ずつあった。総じて土師拙攣や坪など   

あり、側壁がやや外側に張る。床而は拳大の帳石によっ  

て、厚さ15ぎン程の石敷きが施されていた。   

2号石室は奥壁側の一部分しか残存していない。三i二  

軸力向はN－790－1へJで、玄室幅は0．35㍍であった。床  

面は拳大の転石によって、厚さ10芋ンほどの桁数きが施  

されていた。   

迫物は1号石室床面より直刀一振が上11土している。  

刀身から把にかけて木質及び鉄塊が付着し、関金月戊  

残存していた。茎喘が欠損。残存長′15．胃ン。阻金員は  

長径2．9芋ン、短径2．1妄ンである。  

B－1号古墳（図14，20，21、Ⅰ）L．4，5，∠11）  

Ⅰうグリット南東隅よりの南東斜打直二に位階する。   

墳丘の高まりは削平によって失われ、また姐丘小火  

は大きく撹乱されていているが、径6．3㍍程のlり墳と想  

定される。石室正面には、長さ5．5鋸㍍、幅2．5㍍の基道  

が楓り込まれている。   

周堀は斜向上位側に巡り、中ノL、州上の「わたり＿」に  

よって二分されている。周堀底耐はなだらかであり、  

肩から底帥こかけて、墳．Il二上から落ち込んだと考えら  

れる円礫が多量に川土した。覆土［いにはAs－Ⅰう純層が認  

められた。   

主休部は、自然石の乱石和による無袖の横穴式石室  

であり、碓謂時点では天井石は一石だけ残っていた。  

玄室床面は平坦な石を置き、羨道より一段高くして墳  

としている。玄門は存在しないが、羨門は大きな石を  

縦位に配して造られていた。石室全長は2．9手㍍、玄室怖  

は0．65手元、羨道幅は0．5鋸蒜であった。   

遺物は墳丘状の猥乱坑から埴輪片等が出土している。  

3は人物埴輪の手、1は鉄製クサビ、2は川途不り」の  

鉄岩詩である。1及び2は帰近の脱入と考えられる。  

B－2号古墳（図19、1）L．5）  

Ⅰう、Eグリット墳の大地頂部縁辺付近に椋閲する。   

墳丘及び周堀を持たない石榔のみの小規模古墳であ  

る。   

確認時には、既に根石しか残っておらず、掘り方も  

盲認められなかった。主軸方向はN－220－W七城存長2．  

1㍍、残存幅1．3㍍であった。   

遺物は出土しなかった。  

M－1号古墳（図22、1〕IJ．6）   

Mグリット内、邪恋区南端往こ位関する。  

／り  



の廿許靴拙の点数に比べ、須恵湘南杯、構瓶、提瓶、  

大姉など、樽殊川途に用いられる機郁が含まれる割合  

が高い。   

2 特別不明の遺構と過物   

満（図28，33、付図3、1）L．17～19，′13）   

粥は、主に台地の東側斜耐を中心に検Jllされた。役  

二1二の観察から、全て、用水路ではなく土地区画のため  

に掘削された溝と考えられる。  

1号溝 Jブリット内、調査区南鮎から発し、西北  

西に伸び、2号椚と接してから東北東へ厄川Ⅰける。最  

大幅62妄ン、深さ25芋ンであった。2号溝との切り合い関  

係は不明瞭。   

2号満 Ⅰグリット及びJブリットにかけて、ほぼ  

24×22㍍の方形に巡る。東辺の北半分が閲しゝて、区画  

内へのJ二lL人口であったかと想定される。区画内に遺構  

等は認められなかった。最大桁60掌ン、深さ28妄ンである。   

3号満Ⅰブリット及びJグリットにまたがり、東  

西に走る。最大幅1．95㍍、探さ28妄ンであった。覆土lい  

から祥符通宝（宋1008）、白米通宝（宋1039）が川  

二1二している。4号消、8号溝、Ⅰ－3号竪穴過構を切  

る。   

4号溝 E，F，Ⅰ，Jブリットにかけて検出され、  

等高線に沿って走る。掘り込みは浅く、所々で途切れ  

る。襟土には少最のAs－Ⅰうが混入する。頼大仰32妄ン、深  

さ15貰ンであった。8号泄を切り、9号溝、20号溝に切  

られる。   

6号溝Ⅰ，Jブリットにまたがり、北東一両西方  

向に伸びる。掘り込みは1時ン程で浅く、所々で確認で  

きなくなる。   

7号満Ⅰ，．Iブリットにまたがり東西に伸びる。  

全長1鋸；こ程の短い溝。最大桁74妄ン、深さ2哨ンである。   

8号満Ⅰブリット北東隅付近から両々抑こ伸びる。  

最大幅79芋ン、深さ18妄ンであった。没」二上層にはAs一Ii純  

肘が認められた。   

9号溝 薬研堀の長大な粥である。調査lえ北辺から  

発し、1う，Eブリット内をまたがり、Ⅰ，．Iグリット  

に達して直角に折れ、Fブリット内に及ぶ。最大桁1．  

15㍍、深さ80妄ンであった。11号消、20号鞘を切り、lて－  

2号炭窯に切られる。なお、 Ⅰ，Ⅰ√グリット境付近で、  

覆二l二下層から、馬の下顎骨が出ニヒした。水乞儀礼がう  

かがえる。  

11号満Ⅰう，Cブリットにかけて、等高線にほぼ宙  

交して、斜面を下るように伸びている。斜面上位では  

溝備が狭く掘り込みも浅い。掛り込みは斜面ヰl位にか  

かる部分が最も沫く、最大幅78妄ン、深さ22妄ンである。  

12、13、14号満 Cグリット内の斜雨下位側に等高  

線に沿って伸び、各紙とも短くほぼ平行する。掘り込  

みは浅く、立ち上がりは不明瞭であった。覆土は耕作  

二1二に似る。桝址として調査したが、近世以降の畑の「サ  

ク」の可胎性もある。  

15号溝 Dグリット内、東神沢川に面する西斜面上  

で検と1lされた。等高線に斜交して西北西に下る。消帽  

は広くなだらかに立ち上がる。最大幅1．95f㍍、深さ20  

妄ンである。覆土巾から実永通宝（江戸1636）が出土  

している。  

16号満 Dブリット内、15号別に平行して検出され  

た。最大幅1．05㍍、深さ12妄ンであった。  

17号満Ⅰうグリット内、一端を9号溝に接し、西北  

西に伸びる。掘り込みは浅く、立ち上がりも不l抑瞭で  

あった。帰大l幅70妄ン、深さは数茅ン程である。  

18号満 BブリットからEグリットにかけて、コの  

字形に巡る。西辺は等高線に沿い、中央で研が途切れ  

る。最大桁85妄ン、深さ22芋ンである。また、溝による区  

画は、南北32㍍にわたる。覆土l二いから形象埴輪の破片  

が～二11土している。図示したものは、人物埴輪の手先と  

至生絹†iである。  

19号溝 Eブリット内18号泄の斜面上位にある。全  

長は短く、掘り込みも浅い。独立した粥として調査し  

たが、4号消のつづきと考えられる。   

20号溝 E，Fブリットにまたがる。一端を9号溝  

に接し、東へ斜面を‾ドり調査区外へ続く。覆土lいには  

As－Ⅰうが含まれる。蝦大幅50妄ン、深さ10妄ンであった。  

溝土層説明  

1 黒褐色 As－【Ⅰうを含む秒質土。  

2 灰累褐色 As－1うを多量に含む砂質二l二。  

3 銀 色 As－13を少最含む砂田土。F．P．、AsTC粒  

を多売に含む。  

∠1‖肯褐色 砂質土中に褐色粘質土を斑状に含む。  

5 裁と褐色」真虹色土中に少昂：のAs－Bを含む。  

6 淡褐色 淡色累ボク土の流人土。  

7 淡褐色 砂質土中に硬化した褐色粧質土をブロッ  

ク状に含む。  

8 椚褐色 褐色砂質土。少昂のAs－1うを含む。  

（）淡褐色 淡褐色秒質二l二。硬化した褐色砂欝粘土を  

〃   



含む。  

10 灰褐色 耕作土に似た砂質二1二。  

11淡褐色 灰褐色砂質土小に褐色粘質土を含む。  

12 灰褐也 灰褐色砂質土l＝いに褐色貼質二Lを少坦含  

む。  

13 淡褐色 淡褐色二川二一に秋化した褐色粘質土をブ  

ロック状に含む。  

14 ＝黒褐色 硬化した粘質土層。  

15 褐 色 淡褐色砂質土と畏ボクニl二の混在二1二。  

16 黒褐色 砂質。As一Ⅰミが混在する。しまりゆるめ。  

17 去具褐色 F．Ⅰ〕．を多最に含む。  

18 異褐色 黒色土と褐色上の混在。砂質。  

1！）暗褐色 黒ボクニ1二主体。わずかにF．1）．を含む。  

やや砂質。  

20 僻褐色 F．Ⅰ）．を含む砂質土。部分的に堅くしま  

る。  

21僻褐色 褐色土中に少最の黒色土が脱在。やや砂  

質。  

22 僻褐色 褐色土と黒色土の混在土lいに少Hのロー  

ム粒を含む。  

23 異褐色 砂質。粒子粗く、しまり粘性ない。  

241借褐色Ⅰ√．Ⅰ）．を少畠含む。  

25 暗褐色 巣ボク」二を主体とする。粘性、しまりあ  

る。  

26 ＝黒褐色 異ボク土を主体とする。粘性、しまりや  

やある。  

27 黒褐色 黒色土と砂質二Lの脱在。F．1）．を少最含  

む。  

28 褐 色 褐色土に少奥の黒色土が混在。やや砂質。  

2！）黒褐色 黒色土中に少揖の褐色土が矧：状に混在。  

少穎のド．1）．を含む  

30 ‖軒黄雄色 黒色土、褐色土、ロームの混在。しま  

りゆるめ。抑l竺Ⅰミややある。  

31暗褐色 桝作土に似た砂質土。少損のIJ．1）．を含  

ニう7 僻褐色 某具也二1二と褐色土の脱在。少虫のF．1）．を  

含む。しまり斗靴l三ややある。  

38 韻灰褐色 わずかにIJ．1）．を含む砂質土。  

3リ 班褐色 許を也二1二と淡色班ボク土の脱在。しまりゆ  

るく柔らかい。  

′10 僻褐色 淡色荘とボクエl∴主体の砂質土。  

′11暗褐色し 美甘色砂質二l∴中に少景の褐色土がしみ状に  

混在。  

∠12 僻褐色 淡色掴ボクエ1二主体。  

′13 暗褐色 淡色昆ボクニLlいに多異に砂が混在。しま  

り強い。  

利L ‖首班褐色 暗褐色砂質土と三－‡褐色土がブロック状  

に混在。堅くしまる。  

′15 淡灰褐色 As－Ⅰう純肘。  

46 真具 也 わずかにF．1）．を含む。しまり、粘性や  

やある。  

∠17 去具褐色 黒色土中にわずかに褐色土が脱在。粒子  

鮒かく緻密。  

4日 異 色 少封のAs－Ⅰう、F．P．粒を含む砂質二l二。  

′川 見 也 少封のAs－・1うを含む砂質土。しまりない。  

50 ‥黒褐色 甜褐色土lいに僻褐色二1二がしみ状に混在。  

51暗褐色 砂質畏色土lいにわずかに褐色二1二が凱状に  

混在。  

累色土中に少出の褐仏土が混在。   

色  

砂粒を多く含み粒子粗い。わずかにIJ．1）．  

を含む。  

砂質黒色」∴ll1に褐色土が混在。しまりや  

やゆるい。  

粒子粗くしまりややゆるい。   

色  

少去i：のⅠ√．1）．を含む。粒子やや粗いがし  

52 暗褐色  

53 灰黒褐  

5′1表具褐色  

55 班褐也  

56 去具褐色  

57 暗曲褐  

58 銀 色  

まりある。  

59 月摘沌1排他二】二中にわずかに褐色土がしみ状に混  

在。  

（iO 黒褐也 銀色ニヒと褐色土がしみ状に混在。  

61暗褐色 黒色土と少景の褐色士が混在。やや和賀。  

（う2 共と褐色 ガ、と也二t∴中にわずかに褐色土が混在。  

63 暗掲也 よ‡、と也二I∴と褐色土が封抽三。粘性ある。  

D－1号炭窯（図29，3∠1、1）L．13，43）  

Ⅰ〕グリット北緑寄りに位置する。   

平耐ヒョウタン形を里する、いわゆるダルマ形の炭   

む。  

やや粒子粗くパサつく。少封のド．Ⅰ）．を  

含む。   

也  

やや粒子粗くパサつく。少出のIJ．1）．を  

含む。  

やや砂質。粒子紳かく緻密。しまり、粘  

性ややある。  

As－Ⅰ∋をブロック状に含む。  

32 暗褐色  

33 ‖創大槻  

34 ＝異褐色  

35 黒褐色  

361暗褐色  

／2  



無である。煙道部基部及び、くびれ郡には偏平礫が配  

されてあった。主潮l方向はN－270－Ⅰミ。全長5．7郎㍍、  

燃焼部瞞1．94㍍、深さ0．93㍍、かき出し部脚3．3鋸㍍で  

ある。かき出し郡から台石1点が出土している。  

E－1号炭窯（図30、1）Ⅰノ．13）  

Ⅰミグリット束斜面上、18号溝を切って梢築される。   

平耐ヒョウタン形を呈する。燃焼部南狸際には、窯  

壁をJlラ成していた礫が残存していた。かきJ二1ル部は長  

lリ形を呈する。主軸方向はN－870－Ⅵ㌔全長5．87㍍、  

燃焼部瞞1．66㍍、探さ0．5∠1壬㍍、かき山し部帽2．51㍍で  

ある。  

E－2号炭窯（図31、1）L．13）  

1ミグリット東斜面上に9号泄を切って構築される。   

煙道部基部には煙道を形成していた石組みが残存し  

ていた。主軸方向はN－740－E。全長6．86㍍、燃焼部  

晰1．7鋸㍍、深さ0．9∠1宕㍍、かき出し郡楠木02㍍、深さ0．  

68㍍である。  

E－3号炭窯（図32、Ⅰ）IJ．13）  

Ⅰエブリット内のほぼ中火、台地頂部縁辺に位置する。   

平耐形は、かきJ二tニル部が不尭形であるが、ほぼヒョ  

ウタン形である。かきJ．lル部手前は底面よりやや低く、  

長径2カ㍍、短径1．5㍍ほどの掘り込みがある。こうし  

た、かき出し部の形状は、平坦面上の構築に由来する  

と考えられる。主軸方向はN－510－1V。全長6．∠17㍍、  

燃焼部瞞1．54宕㍍、探さ0．57㍍、かき出し部幅2．30㍍、  

深さ0．46㍍であった。かき出し部覆土中から砥石が1  

ノさ、用i土している。  

」－1号炭窯（図32、1）L．13）  

Jグリット南西隅寄りに1号溝を切って構築される。   

平面ヒョウタン形で燃焼部からくびれ部にかけて、  

石組みが認められ、特に煙道部は良くその桃造を残す。  

主州ノブl「りはN－620【1へJ。全長6．46㍍、燃焼部幅1．78㍍、  

深さ0．7∠1釆㍍、かき出し郡晰2．98㍍である。  

A－1号竪穴遺構（A」ITl）（図35、1）Ⅰノ．レ1）   

Aブリット内の東神択川を望む斜耐＿■t∴に位旧する。   

平耐長方形を呈し、短辺の一方に1．2×0．75㍍の長楕  

円形プランの掘り込みがある。覆土の上層にはAs－B純  

屑が認められ、裡二L下旧から床面にかけて多舅の炭化  

物が出土した。三i三軸方向はN－320－1へr。全長4．02㍍、  

幅1．66㍍、深さ0．54㍍。  

H－1号竪穴遺構（ⅠⅠ－ⅠⅠ′1、1）（図39、Ⅰ〕L．15）  

ⅠⅠブリットの南西隅近くに位置する。   

平面形は糾丸の長台形ないし三角形を呈し、全長5．  

6郎㍍、l帽1．8（）㍍、深さ42妄ンである。長軸方向はN－470－  

1V。床耐はほぼ平坦である。役」二上層には、純J輌こ近  

いAs－Bが認められ、覆」二下層から床面にかけて少±竜の  

炭化物がJtH二した。  

l－1号竪穴遺構（Ⅰ－ⅠITl）（図37、PL．15）  

Ⅰブリット両線に位置する。   

平面形は3．08×0．92㍍の隅丸長方形ないし長円形を  

呈し、長軸方向はN－430－1V。確認面からの掘り込み  

は、ごく浅い。北東隅床耐から炭化物小片が出土した。  

l－2号竪穴遺構（トⅠIT2）（図36、Ⅰ〕L．15）  

Ⅰブリット両縁、Ⅰ－1号竪穴遺構に隣接する。   

平面形は3．90×1．14㍍の隅丸長方形ないし長円形を  

里し、長州方向はN－420－W。確認面からの掘り込み  

は浅く、立ち上がりは不明膜であった。床面上に、深  

さ10～20芋ン柑の不要形の掘り込みが認められた。  

l－3号竪穴遺構（IlIT3）（図38、1）Ⅰノ．14）  

Ⅰブリットのほぼ中央に位置し、3号溝に切られる。   

平面形は、3．06×1．21㍍の隅丸長方形を呈し、探さ  

35掌ン。長軸方向はN－670－Ⅰミ。榎土の中層から床何に  

かけて、多封の炭化物が出土した。  

L－1号竪穴遺構（L－Ⅰ一Il、1）（図40、Ⅰ）L．1∠1）   

調査区南媚近くの、Lブリット西棟に位置する。   

5円矧隅丸の長方形を呈し、短辺の一方に80×55貰ンの  

長円形の浅い州り込みがある。また床面からも6仰の  

浅い掘り込みが認められた。長州方向はN－800－W。  

全長3．66㍍、偏1．2∠l手㍍、深さ0．25㍍。雀土の上旧にAs  

一Ⅰう純層が認められ、覆土下層から床面にかけて、多晃  

の炭化物がJl1土している。  

L－2号竪穴遺構（L－Il′1、2）（図∠11、PL．15）  

IJグリット内の北西寄りに位関する。   

平面ボ⊥ トブlラを里し、柵先に当たる部分には1．2×0．  

′15㍍の細長い掘り込みがある。また、床面の長㈲L日こ  

ノ．？   



は、浅い消状の掘り込みが認められた。長軸方向はN－  

330－W。全長4．95㍍、幅1．23㍍、深さ0，25そ㍍。床面か  

らは、炭化物小片が散点的に亡11土している。  

G一畝状遺構（図42、1）L．16）   

Gブリット内、東神沢川に沿った一段低い段丘上に  

位置する。表土下にAs－Ⅰう屑が認められ、同層を除去し  

たところ、黒色土上向で「サク」列が検出された。「サ  

ク」の抑け込みは浅く、北一両、北々匹卜両々東、西  

北西一束南東方向に走る、3群が認められ、畠跡と想  

定できる。  

認められる。時期を特定できる遺物の出土はなかった。   

A－1号集石（A－SSl）Av－18ブリット内に、約90×  

70芋ンの鶴川で礫が集中する。断耐で見て、下位に満ち  

込んでいる礫もあるが、掘り込みは検出できなかった。  

砕片を除き、354～3，327Zラまでの礫が26ノ畠」l土した。  

平均重封は825Zラである。   

A－2号集石（A－SS2）   

At，tl－11，12グリットにかけて、約1．5×1．2㍍の昭囲  

で、平面的に礫が散在する。砕什を除き、147～1，730  

Zラまでの礫が11点出土した。平均重寅は802Zラである。   

A－3号集石（A■SS3）Aw－12，13グリットにかけ  

て、径約60妄ンの碑闇1で礫のまとまりが検～二1iされた。集  

石としては、極めて小規模である。砕片を除き、103～3，  

O15Zラまでの礫が7ノさえ出土した。平均亘巨量は1，406Zラであ  

る。   

A－4号集石（A－SS4）Av－17グリット内に、約70×  

5時ンの碓瀾■卜で、平耐畑こ礫が集中する。550～1，736Zラ  

の礫が1′1点山」二した。平均誼蓋は915gラである。  

土坑   

縄文時代の土坑は、調査区内から全部で145基検山さ  

れ、そのほとんどが附し穴と考えられる。碓認面はロー  

ム層上面で、覆二l二の状態は、ほとんどの附し穴におい  

て、上層が黒ボク土で、下層がロームを含む流人土が  

主体的に榔模している。附し穴の分布は、台地の束及  

び西斜面が中心であり、調査区の北緑と南緑、及び北々  

西一両々東に伸びる台地の脊稜上では分布が薄い。ま  

た、斜i軋ヒにおいても分布密度に浪淡が認められ、い  

くつかの肝にまとめることができる。しかし、同一の  

群の小の各土坑において、規模や形状、長軸方向等に  

違いが見られ、規州性をとらえることはできなかった。   

A－1号土坑（A－JDl）（図46、1）L．22）2．20×1，25  

㍍の長l＝1川ラを里し、探さは1．58㍍である。長軸方向は  

N－6′lO－E。立ち＿上がり半ばで側壁が内側に迫りJ二†．ル、  

分銅形を里す。坑底には深さ15ぎン程のピット3仰が長  

州」二に北ぶ。   

A－2号土坑（A－JD2）（図46，69、PL．22，4∠1）3．04×  

l．92㍍の長円形を呈し、深さは1．∠1鋸㍍である。長州方  

l句はN－500－1へJ。坑底に探さ30芋ン程のピット2個を有  

する。毀土中から三角錐状石拙1点がHH二した。   

A－3号土坑（A－JD3）（図46、Ⅰ）L．22）2．08×1．32  

㍍の長日形を里し、探さは1．40㍍である。長軸方向闇  

N－1∠10－Ⅰミ。坑底に深さ35妄ン程のピット2佃を有す。   

土坑（図43、Ⅰ〕L．16）   

調査区内から5基検出された。いずれも規模が小さ  

い。時期を特定できる遺物は出土しなかった。   

E－1号土坑1．22×0．80㍍の長I］」形を里す。深さ  

∠10芋ン。長州方向N－430－W。   

E－2号土坑 0．84×0．46そ這の長I’1」形を墨す。深さ  

18茅ン。長州方向N－30－E。   

E－3号土坑 0．48×0．35㍍のほぼ円形を呈す。探  

さ10芋ン。長軸方向N－450－E。   

L－1号土坑 長軸0．95㍍。西側を撹乱されている。  

深さ18芋ン。長軸方向N－100－E。   

L－2号土坑1．35×0．鍋㍍の長l1」形を呈す。坑底  

に小ピットを有す。深さ22ぎン。長軸方向N－230－E。   

3 縄文時代の過構と遺物   

D一縄文竪穴遺構（Ⅰ〕－Jl、1）（図′14，69、Ⅰ〕Ⅰノ．20，4∠1）   

Dブリット北束隅寄り、台地頂郡に位関する。   

漸移層上向で確認した。2．5×2．6㍍程の不脆円形で、  

掘り込みは浅く、深さは20ぎン。立ち上がりはなだらか  

で、断面は机上を里す。床面中火は、径45貰ンの碑圃で  

わずかに焼土化していた。   

覆土は黒ボク土の流入土が主体であり、綬土下層か  

ら、諸磯a式の深鉢形土拙が出土した。約1／5個体分あ  

り、図上復元ができた。拙面にはIJIぐ1縄文がおおむね  

横位に施され、口縁部付近は不規則で、縦位の条走行  

が重なる部分も認められる。  

集石（図∠15、1）L．20）   

Aグリット内、Ⅴ屑下位から1V帆上面で、4基検川  

された。いずれも小規模で、掘り込みを伴わない。安  

山岩の角礫が主体で、すべての礫に被熱による赤化が  

／．／  



A－4号土坑（AJD4）（図46、PL．22）2．0？×1．31  

㍍の長円形を呈し、探さは1．64㍍である。長軸方向は  

N－870－W。坑底に深さ50妄ン程のピット2仙を有す。   

A－5号土坑（A－JI）5）（図46、1）L．22）2．51×1．5∠i  

㍍の長円形を呈し、深さは1．51㍍である。長仙丹rりは  

N－′130←E。坑底の幅がやや広い。   

A－6号土坑（A－JI）6）（図46、Ⅰ〕Ⅰノ．22）2．36×1．30  

㍍の長円形を呈し、深さは1．40㍍である。長軸方向は  

N－810－W。側壁が内側に追机二t」し、坑底の平面形が  

分銅形を呈す。坑底に深さ15茅ン程のピット2個を有す。   

A－7号土坑（A－JD7）（図47、1）L．23）2．79×1．8（）  

㍍の長方形ないし長「廿形を呈し、深さは1．38㍍である。  

長州方向はN－8lO－E。側壁がやや内側に迫り山し、  

坑底の平面形が分銅形を呈す。坑底には深さ25茅ン柑の  

ピット3仙が長州上に並ぶ。   

A－8号土坑（A－JI〕8）（図47、Ⅰ）Tノ．23）2．94×1．97  

㍍の長円形を呈し、深さは1．38㍍である。覆二1二椴上層  

にロームブロックを主体とする層が混められ、雌め戻  

しが考えられる。長州方向はN－330－E。側壁がやや  

内側に迫り出す。坑底に深さ25妄ン程のピット3佃がぷ  

州上に並ぶ。   

A－9号土坑（A－JD9）（図昭、Ⅰ〕Ⅰノ．23）2．58×1．47  

㍍の長方形ないし長円形を里し、深さは0．93㍍である。  

長軸方向はN－20－E。坑底の怖がやや広く、∠10妄ン程の  

ピット2佃を有す。   

A－10号土坑（A－JDlO）（図47、1）Ⅰノ．23）2．76×1．53  

㍍の長方形ないし長円形を里し、深さは1．15㍍である。  

長軸方向はN－630－－E。側壁がやや内側に迫り出す。  

坑底に深さ25妄ン程のピット3佃が長州上に並ぶ。   

A－11号土坑（A－Jl）11）（図47、1）IJ．23）2．∠13×1．48  

㍍の不整な長円形を呈し、深さは1，2郎㍍である。長軸  

方l／りはN－270－E。坑底に深さ40芋ン程のピット2佃を  

有す 。   

B－1号土坑（1うーJDl）（図47、1）Iノ．23）2．∠12×1－7∠1  

㍍の仙丸の長方形を呈す。確認面は黒ボク土lいで、深  

さは1．20㍍である。形状から陥し穴とは考えられず、  

また覆土も上層にF．Ⅰ〕．を含む異色土が堆概しており、  

他の純文士坑より新しい時期の可能性がある。長軸方  

向はN－80－11r。   

B－2号土坑（1う【JD2）（図48、l）Ⅰノ．23）2．04×1．31  

㍍の長円形を呈し、深さは1．09㍍である。小規模な附  

し穴である。長軸方向はN－230－1V。坑底に探さ50芋ン  

程のピット2佃を有す。   

B－3号土坑（Ⅰう【JI）3）（図48、1）L．23）2．46×1．33  

㍍の長ノブ形に近い平面形を呈し、探さは1．60㍍である。  

長軸力向はN－630－W。坑底に深さ50妄ン程のピット2  

佃を有す。   

B－4号土坑（ⅠうーJD4）（図48、1）Ⅰノ．23）2．98×1．70  

㍍の長円形を里し、探さは1．22㍍である。長軸方向は  

N－31㌧－E。坑底の幅がやや広く、坑底中火に深さ30  

ぎンのピット1佃を有す。   

B－5号土坑（1ミーJD5）（図48、1）L．23）2．61×1．60  

㍍の長Iり形を里し、深さは1．08㍍である。長軸方向は  

N－3lO←E。側壁が内側に迫り出し、坑底が分銅形を  

呈す。坑底に深さ15妄ン柑のピット2個を有す。   

B－6号土坑（Ⅰう一JD6）（図48、Ⅰ）L．24）2．89×1．76  

㍍の長ノ甜ラに近い平面形を呈し、深さは1．22㍍である。  

長軸方向はN－3lO－E。坑底は幅広の長方形を呈し、  

深さ∠10妄ン程のピット3個を有す。内、2個が長軸上に  

さ1rそぶ。   

C－1号土坑（C－Jl〕1）（図48）2．24×1．07㍍の長円  

形を呈す。確認面は黒ボク土中で、深さは0．74そ㍍であ  

る。長軸方向はN－880－E。小規模な土坑で附し穴と  

は形状を圭引こする。覆土の状態から、他の附し穴より  

も時期が新しいものと考えられる。   

C－2号土坑（CJD2）（図49、Ⅰ）L．24）2．23×1．37  

㍍の隅丸損方形ないし長円形を呈し、探さは1．40㍍で  

ある。長州ノブ向はN－820－W。坑底に深さ55芋ン程のピッ  

ト2個を有す。   

D－1号土坑（Ⅰ〕JDl）（図49、1）L．24）2．22×1．34  

㍍の不燕楕円形を呈す。長州方向はN←618－Eで、等  

高線に値交するため、壁高が斜耐の上位側と下位側で  

大きく舛なる。斜耐上位側で深さ1．23㍍であった。坑  

底には深さ45妄ンと25妄ンのピット2佃が長軸上に並ぶ。  

うち1仙は坑底l＝い火に深く掘り込まれ、他1個はやや  

浅く、南西に偏して配されている。   

D－2号土坑（1）－JD2）（図49、Ⅰ）L．24）2．33×1．47  

㍍の長「l」形を呈し、壁高は斜面の上位側で1．30㍍であっ  

た。長軸力向はN－6lO－W。坑底は長方形を呈し、長  

潮Ll二の両拙に低い段を設けている。   

D－3号土坑（1）一一JI〕3）（図49、1）L．2∠1）2．44×1．58  

㍍の不燕楕円形を呈し、深さは1．10㍍である。長tlql事方  

向はN－880－E。坑底は長方形を里し、やや怖が広い。   

D－4号土坑（1）」Ⅰ）4）（図49、Ⅰ）L．24）2．42×1．39  

㍍の長lⅠ川ラを呈し、深さは1．37㍍である。長軸方l／りは  

N－62D－E。側壁がやや内側に迫り出す。坑底に深さ  
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る。坑腐両端の広がる部分に深さ30妄ン程のピットが配  

されている。   

D－14号土坑（DJD14）（図51、1〕L．25）2．82×1．64  

㍍の長「W】ラを里し、探さは1．15㍍である。長軸方向は  

N－5lロー1工。側壁がやや内側に迫り出し、坑底中火が  

ややくびれる。坑底の面和が大きく、深さ2帯ン程のピッ  

ト4仰が長軸上に並ぶ。   

D－15号土坑（D－JD15）（図51、Ⅰ）L．25）2．42×1．39  

㍍の一期が膨らんだ不掛】ラを呈し、深さは1．2㍍である。  

長軸方l「りはN570－E。坑底はしゃもじ形を呈し、長  

州上にピットが3佃史伝ぶ。うち2佃は深さが43妄ン、お  

よび3時ンを計るが、1個は探さが7芸ンしかない。   

D－16号土坑（D－JD16）（図51、Ⅰ）L．25）2．38×1．4  

㍍のいびつな長lI川ラを墨し、深さは1．5㍍である。長軸  

方直‖まN－600－1ミ。側壁がややl村側に迫りJ土ル、坑底  

小火がくびれる。坑底に深さ35～20芋ンのピット3仰が  

長州上に並ぶ。   

D－17号土坑（Ⅰ〕－JI）17）（図51、Ⅰ）L．26）2．58×1．58  

㍍の長Iり形を呈し、深さは1．42㍍である。長軸方向は  

N－530－Ⅰ工。側壁が内側に迫りJ二Lル、一方の側壁はテ  

ラス状の段を有す。坑底は分銅形を呈し、深さ35芋ン程  

のピット3個が長州上に亜ぶ。   

D－18号土坑（D－JD18）（図52、Ⅰ〕L．26）2．36×1．18  

㍍の糾丸長プ川手を呈し、深さは1．03㍍である。長軸方  

向はN－50－1ミ。坑底はやや幅広で長方形を呈す。長軸  

上をやや外れて、深さ25芋ン程のピット2個を有す。   

D－19号土坑（Ⅰ）一Jl）19）（図52、Ⅰ〕L．26）2．48×1．3  

㍍の隅丸長力▲形を呈し、深さは1．05㍍である。長潮I一方  

向はN－350－Ⅰ壬。坑底は糾長い長方形を呈し、長潮上  

をやや外れて、探さ5哨ン程のピット2個を有す。覆土  

最上層にロームブロックを主体とする層が唯科してお  

り、埋め戻しの可能性がある。   

D－20号土坑（D∴ID20）（図52、Ⅰ〕1J．26）径2」㍍、  

深さ15妄ンのl甘形プランの中に、2．48×1．3鋸㍍の長円形  

状に掘り込まれる。深さは1．1㍍であり、長州方向はN－  

（う5D－Ⅰ㌔立ち．卜がり半ばから側壁が内側に迫りJlル、  

中央部がややくびれる。坑底に深さ40～30芋ンのピット  

3仰がぷ軸⊥に並ぶ。覆土「州射こ焼土を含む異ポク上  

の堆和が認められた。   

D－21号土坑（D∴II）21）（図52、PIJ．26）2．6×1．1∠1  

㍍の細長い隅丸長方ブlラを呈し、探さは0．9鋸蒜である。  

長洲方l√りはN－ニう00－E。側壁が内側に迫り出し、中央  

部がくびれる。坑底に探さ20芸ン程のピットが、ほぼ長   

20～30芋ンのピット3個が、ほぼ長潮Lヒに並ぶ。   

D－5号土坑（Ⅰ〕【JD5）（図49、1）Ⅰノ．24）2．30×1」う5  

㍍の隅丸長方形を呈し、深さは1．3裾㍍である。長軸ノブ  

向はN－790－E。側壁がやや内側に迫り甘け。坑底に  

深さ25妄ン程のピット3個が、長軸上に並ぶ。   

D－6号土坑（1）－JI）6）（図50，69、1）IJ．24，44）2．66×  

1．34㍍の隅丸長方形ないし長円形を里し、深さは1．5㍍  

である。長軸方向はN－25D－E。側壁が内側に迫り目  

し、坑底中火がややくびれる。坑底に深さ30芋ン柑のピッ  

ト3個が長軸上に北ぶ。覆二川二1から黒色安山岩製のフ  

レークが1点出」二している。   

D－7号土坑（Ⅰ〕一JI）7）（図50、1〕L．25）2．78×1．28  

㍍の中火がややくびれた釧長いプランで、くびれ部の  

幅は1．0㍍、深さは1．05㍍である。長軸方向はN－30D一  

＼Ⅴ。側壁が内側に迫り出し、また、長軸職の立ち上が  

りが、袋状にえぐれるため、坑底は鉄アレイ様の平面  

形を呈す。   

D－8号土坑（D－JD8）（図50、1）L．25）2．2OXl．1（）  

㍍の長円形を呈し、深さは1．24壬㍍である。J訓Il方向は  

N－880－E。坑底は長方形を呈し、深さ23～45芋ンのピッ  

ト3個が長軸上に並ぶ。   

D－9号土坑（D－JD9）（図50、1）L．25）3．06×］．45  

㍍の隅丸長方形に近い平面形を呈し、深さは1．2裾㍍で  

ある。長州方向はN－350－ⅥJ。坑底の面租が大きく、  

深さ35～1帯ンのピット4仰が長軸上に並ぶ。   

D－10号土坑（1）JDlO）（図50、1）L．25）2．5∠1×1．23  

㍍の中央がややくびれた平面形を里し、深さは1．3酪㍍  

である。長軸方向はN880→11J。坑底に深さ35吉ン程の  

ピット3佃が長軸上に並ぶ。   

D－11号土坑（l）－JDll）（図50、Ⅰ）Ⅰノ．25）2．5∠1×1．38  

㍍の［い火がややくびれた平面形を里し、沫さは1．犯㍍  

である。他の土坑と比べ掘り込みが深く、坑底の面槙  

が小さい。長軸方向はN－510－E。坑底に深さ20妄ン程  

のピット2佃を有す。   

D－12号土坑（D－JD12）（図51、1）1ノ．25）2．∠柑×1．38  

㍍の中火がややくびれた平面形を占！し、深さはl．20㍍  

である。長軸方向はN－∠120－E。立ち上がり半ばから、  

側壁が州則に迫りJlル、机底の中火が大きくくびれる。  

坑底に深さ35～25芸ンのピット3仙が長袖侶二に並ぶ。   

D－13号土坑（1）－JD13）（図51、1）L．25）2．58×1．55  

㍍の隅丸の長方形ないし台形状の平面形を里し、深さ  

は1．32㍍である。J剥11】方向はN－810－1へJ。立ち上がり  

半ばから側壁が内側に迫りJLル、坑底［い火は幅秋であ  
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軸土に射榔亜ぶ。   

D－22号土坑（Ⅰ〕－JI〕22）（図52、1）Ⅰノ．26）2．52×1．62  

㍍の胴張りのする隅丸長方形を呈し、深さは1．25㍍で  

ある。長潮l方向はN－8㌧E。坑底は隅丸台形を里し、  

探さ25～3時ンのピット4仰が長軸上に北ぶ。   

D－23号土坑（D－JD23）（図52，69、1）L．2（う，4∠1）2．72×  

1．5鋸㍍の長I］川ラを屋し、深さは1．2㍍である。長軸方I「り  

はN－2∠lO－E。両端‡の立ち上がりは、やや袋状にえぐ  

れる。坑底に探さ25ぎン程のピット3仙が長靴山こ並ぶ。  

隊二l二最上ノ輌こは、ロームブロックを三1三体とする層が晰  

精しており、雌め戻しの可能性がある。雀ニー∴下層から  

早期条痕文系の土湘片が1ノ封二li土している。   

D－24号土坑（DJl）24）（図53，69、1〕IJ．26，4車2．48×  

1．60㍍の矧ニー」形を里し、深さは1．1㍍である。長軸方向  

はN－40－1ヘア。側壁が内側に迫り出し、中央郡がややく  

びれる。坑底に深さ25妄ン程のピット3仰が長軸上に並  

ぶ。覆土中から安山岩製の打製石斧1点が出土してい  

る。   

D－25号土坑（1）∴1D25）（図53、1）IJ．26）2．06×1．36  

㍍の長円形を呈し、探さは1．1鋸㍍である。長州方向は  

N－3∠10－Ⅰミ。坑底に探さ30～40妄ンのピット∠川帥が長州  

上に並ぶ。キ裏土上旧には焼ニヒ粒を含む僧の堆和が認め  

られた。   

D－26号土坑（Ⅰ）Jl）26）（図53、1）L．26）2．58×1．28  

㍍の長方形ないし矧ニリ形を呈し、深さは0．95㍍である。  

長軸方向はN－260－E。側壁が内側に迫り山し、小火  

郎がくびれる。坑底に深さ45ぎン梓のピット2佃を有す。   

D－27号土坑（Ⅰ）－JI〕27）（図53、1）Ⅰノ．27）2．8∠1×1．38  

㍍の粧丸の長方形を里し、深さは0．84ず蒜である。長軸  

方向はN－80－E。坑底はやや怖が広く、深さ′13～55‡ン  

のピット3佃が長軸上に並ぶ。   

E－1号土坑（一三－JDl）（図53、1〕IJ．27）2．∠1×1．5圭㍍  

の長「里汐を呈し、探さは1．1鋸㍍である。長軸方向はN－  

ニう∠lO【1ヘア。坑成は駆けし長方形を里し、深さ20妄ン程のピッ  

ト2仙を有す。   

E－2号土坑（ⅠミーJI）2）順153、1）IJ．27）2．76×1．7′1  

㍍の長楕円形を呈し、探さは1．0鋸㍍である。長軸方向  

はN－∠100－ⅥJ。側壁がやや内側に迫りJ－lル、二l二坑両淵  

の立ち上がりは、袋状にややえぐれる。坑底はややlい肴i  

広である。   

E－3号土坑（E【JD3）（l窒は4、1）lJ．27）2．36×1．∠18  

㍍の長楕l1調ラを里し、深さは1．32㍍である。長軸方向  

はN－2ローⅠこ。坑底は隅丸長方形を呈し、30妄ン程のピッ  

卜2個を有する。榎土最上八引こはロームブロックを主  

体とする層が職制しており、埋め戻しの可能怖がある。   

E－4号土坑（ⅠシJD4）（図54、69、Ⅰ）L．27，44）2．  

22×1．掴㍍の隅丸の台形に近い平面形を里す。探さは  

0．！）4ず；である。長州方向はN－300－E。坑底はやや怖  

が広く、深さ45妄ンと36妄ンのピット2佃を有する。覆二l二  

Ilニーから、側縁に朋亜が施された安l1I岩製のフレークが  

1点出土している。   

E－5号土坑（Ⅰ工一JD5）（図54、1）Ⅰノ．27）2．71×1．22  

㍍の隅丸長方形を里し、深さは1．0鋸んである。長軸方  

向はN－120－ⅥJ。側壁が内側に迫り出し、二l二坑［い央が  

くびれる。坑底の平面形は鉄アレイ様を呈する。   

E－6号土坑（Ⅰ王－JI〕6）（図54、Ⅰ）L．27）2．83×1．05  

㍍の偏狭で釧長いプランを里し、深さは1．02㍍である。  

長軸方向はN－7∠lO－1八丁。立ち上がり半ばで側壁が内側  

に迫り川し、土坑中央部で、坑底の幅力瑚三和こ狭くな  

る。   

E－7号土坑帰一JI〕7）（図54、1）L．27）3．16×2．1  

㍍の不払矧1」形を呈するが、立ち上がり半ばで、側攫  

が大きく内側に迫り出し、分銅形を呈す。深さは1．46  

㍍であり、長州方向はN－23㌧」〃。坑底には探さ12～35  

貰ンまでのピット6佃がほぼ長軸上に弛ぶ。役土中J輌こ  

は、半ば焼土化した異ボクエLが唯僻していた。   

E－8号土坑伍【JI〕8）（図54、1〕L．27）2．48×1．24  

㍍の隅丸損力形ないし長円形を呈し、深さは1．07㍍で  

ある。長軸方向はN－260－E。坑底はやや幅が広く、  

探さ∠15芋ンと32芸ンのピット2佃を有する。   

E－9号土坑（1ミーJD9）（図55、Ⅰ）L．27）1．99×1．12  

㍍の不脆桁円形を呈し、深さは0．72㍍である。長軸方  

向はN－360－1へJ。小規模な陥し穴である。坑底には探  

さ25芋ン粧のピット2個を有し、1仙は坑底中央に、1  

仙は長軸上北西に偏して配されている。   

E－10号土坑（Ⅰ工－JI〕10）（図55、1）L．28）2．68×1．60  

㍍の隅丸長方形ないし長「里lラを里し、深さは1．06㍍で  

ある。長軸方向はN－35㌧」Ⅳ。立ち上がり半ばで側壁  

が内側に迫州ル、土坑中火がややくびれる。坑底に  

は探さ35妄ン程のピット4個が長軸上に並ぶ。襟ニト中層  

には恍∴llを含む川ボクニ1二の堆積が認められた。   

E－11号土坑（1工－JI〕11）（図55、Ⅰ）L．28）2．85×1．74  

㍍のl糾丸長方形を毘し、探さは1．2鋸㍍である。長軸方  

l占＝まN－20－E。側壁が内側にやや迫りJ二lル、坑底中央  

がややくびれるが、坑底の帽は広めである。深さ25～40  

ぎンのピット4仙が長軸上に並び、北端のピット脇には  
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㍍の糾丸長力形に近い平面形を呈し、深さは1．0㍍であ  

る。長州方向はN－720－W。坑底は幅が広く、隅丸長  

方形を呈す。坑底には深さ30～40妄ンのピット3佃が長  

州上に並ぶ。   

E－23号土坑帰JI）23）（図57、1）L．29）2．66×1．52  

㍍のJ剥コ］形を呈し、深さは1．∠18㍍である。長軸方l句は  

N－170←Ⅰミ。側壁がわずかに内側に張る。坑底からは  

深さ25～38穿ンのピット5個が検出され、うち4個が長  

州上に弛ぶ。   

F－1号土坑（トJI〕1）（図57、PL．29）2．0×0．92  

㍍の長円形を呈し、深さは1．3鋸㍍である。長州プ封句は  

N－550Ⅰミ。小規模な附し穴である。側壁がわずかに  

張り、坑底中火がわずかにくびれる。坑底には探さ20～25  

芋ンのピット3仰が長軸上に並ぶ。   

F－2号土坑（Ⅰ手一JD2）（図57，69、Ⅰ）L．29，44）2．46×  

1，22㍍の長「里lラを呈し、深さは1．12㍍である。長軸方  

向はN－800－E。側壁が内側に迫り出し、靴底中火が  

分銅形にくびれる。坑底には深さ28～40妄ンのピット3  

仰が良仙上に並ぶ。榎土中からは、使川痕のある異色  

安山岩製のフレーク1ノ沃カゞ上1†土している。   

F－3号土坑（トJI）3）（図57、Ⅰ〕L．29）2．28×1．∠18  

㍍の不盤楕円形を呈し、深さは1．52㍍である。長州方  

向はN－50㌧→E。脚二1部に比べて坑底が狭く、土坑両  

拙の立ち上がりが袋状にややえぐれる。坑底に探さ∠10  

茅ン程のピット2仙を有す。   

F－4号土坑（F－JI〕4）（図57、Ⅰ）L．29）2．42×1．0  

㍍の幅狭で糾長いプランを里し、探さは0．9鋸㍍である。  

長軸ノブ向はN←2D－Ⅰミ。坑底に深さ60妄ンと45ヌンのピット  

2個を有す。   

F－5号土坑（IT【JI）5）（図57、Ⅰ）L．29）2．23×1．28  

㍍の肌丸長方形を呈し、深さは1．10㍍である。長州方  

向はN－840－Ⅰ王。坑底には探さ30芋ン柑のピット3仙が  

ほぼ長州←l二に並ぶ。   

F－6号土坑（トJI〕6）（図58、1）L．29）3．04×1．58  

㍍の長辺の一方がややくびれた長円形を呈し、深さは  

0．9鋸㍍である。長軸方向はN－120－1ヘア。坑底はやや幅  

広で、深さ38妄ン程のピット2個が、長州上北に偏して  

亜ぶ。   

F－7号土坑（トJI）7）（図58、Ⅰ〕L．29）2．46×1．46  

㍍の長円形を呈し、深さは0．98㍍である。長軸方向は  

N←400－1ヘア。坑底には探さ35ぎン程のピット3佃が長軸  

上に亜ぶ。   

F－8号土坑（トJI〕8）（図58、Ⅰ）L∴う0）2牒4×1．76   

小ピット1個が附されている。   

E－12号土坑（EJD12）（図55、Ⅰ）Ⅰノ．28）2．86×1．64  

㍍の長円形を呈し、深さは1．3鋸㍍である。長軸方向は  

N【30㌧」Ⅳ。立ち上がり半ばで側壁が内側にやや迫り  

Jlル。土坑［い央がくびれる。坑底には深さ30妄ン程のピッ  

ト3個が、ほぼ長軸＿上に並ぶ。   

E－14号土坑（Ⅰ王－JI〕14）（図55、PIノ．28）2．68×1．62  

㍍の長円形を里し、深さは1．11㍍である。長軸方向は  

N－230－Ⅰ王。側壁が内側にやや迫り山し、坑底中火が  

ややくびれるが、坑底の腑は広めである。探さ20～30  

妄ンのピット4個が長軸上やや南に偏して並ぶ。   

E－16号土坑（E－JI）16）（図55、1）L．28）1．78×0．9∠1  

㍍の長円形を呈し、深さは0．87㍍である。長軸方向は  

N－620－Ⅰ王。小規模な附し穴である。坑底に探さ33妄ン  

と40芋ンのピット2個を有する。   

E－17号土坑（E←JD17）（図56、Ⅰ）L．28）2．60×1．O  

㍍の幅狭で細藁：いプランを里し、深さは0．9鋸；こである。  

長軸方向はN－870－E。側壁が内側にわずかに張り、  

坑底は中央がややくびれ、†吋鞘の怖が広い。   

E－18号土坑（E－JD18）（図56、1〕L．28）2．53×1．61  

㍍の楕円形を呈し、深さは1．32㍍である。長軸方向は  

N－880－1V。仁卿二1部に比べ、坑底の面楷が狭い。坑底  

には深さ35貰ン柑のピット3佃が長軸上に並ぶ。   

E－19号土坑托－JI）19）（図56、PL．28）1．68×0，96  

㍍の隅丸長方形を呈し、深さは0．9鋸㍍である。長軸方  

向はN－20－E。小規楔な附し穴である。坑底はやや袋  

状にえぐれる。坑底中火に深さ40妄ン柑のピット2仙を  

長州上に配し、探さ27芋ンのピット1個が北東l鞘寄りに  

配されている。   

E－20号土坑（E－JI〕20）（図56，69、Ⅰ）L．28，∠1∠1）長辺  

2．80㍍、短辺2．1ポ㍍、深さ15芋ン程の隅丸方形を里する  

プランのlいに、幅が1．41㍍の附し穴が掘り込まれ、深  

さは1．2鋸㍍である。長州方向はN－800－E。側壁がや  

や内側に迫り出し、坑底中央がややくびれる。机底の  

面積は開l二1部に比べて狭い。深さ∠15妄ン程のピット3佃  

が長州上に並ぶ。覆土巾ノ酌こは焼土化した畏ボク土の  

堆積が認められた。撹土中から粘板岩製の打製石斧破  

片がJll土している。   

E－21号土坑（1二∴丁Ⅰ〕21）（図56、1）L．29）2．（）8×l．07  

㍍の幅狭で細長いプランを呈し、探さは0．99で応である。  

長軸方向はN－870－1ミ。立ち上がり三lたばから側壁が内  

側に迫り出し、坑底lい火がくびれる。   

E－22号土坑（Ⅰ王－Jl〕22）（図56、1〕L．29）2．92×1．62  
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㍍の隅丸の長方形を呈し短辺の一方が外側に張り出す。  

深さは0．96㍍で、長州方向はN－350－W。側壁が内側  

に迫り出し、匹＝糾の立ち上がりは袋状にややえぐれる。  

坑底は幅広の分銅形を呈し、ピット3佃がほぼ長潮L憂二  

に亜ぶ。うち中火の1佃は探さ30芋ンを計り、両端の2  

佃は15妄ン程で浅い。   

F－9号土坑（F－JD9）（図58、Ⅰ〕Ⅰノ．30）2．0×1．0㍍  

の不粟楕円形を呈し、深さは0．94で㍍である。小規模な  

附し穴である。長州方向はN－70－Ⅰミ。坑底に深さ25芋ン  

と35妄ンのピット2佃を有す。   

F－10号土坑（F－JDlO）（図58、1）Ⅰノ．30）1．74×1．08  

㍍の長プ甜ラを呈し、深さ1．0㍍の小規模な附し穴である。  

長軸方向はN－1lO－E。坑底に深さ30妄ンと20ジンのピッ  

ト2仙を有す。   

F－11号土坑（F【JDll）（図58、1）Ⅰノ．30）2．36×1．26  

㍍の長l工‖仔を呈し、深さは0．82㍍である。長軸方向は  

N－∠180－1へr。側壁が内側に迫り出し、坑底中火がやや  

くびれる。坑底には深さ48～37芋ンのピット利伸が長潮  

上に並ぶ。   

F－12号土坑（F－JD12）（図59、1）Ⅰノ．30）2．12×1．30  

㍍の隅丸長方形に近い平面形を呈し、深さは0．80㍍で  

ある。長軸方向はN－180－W。土坑両端の立ち上がり  

は、袋状にわずかにえぐれる。坑底は怖が広く、深さ  

35～25妄ンのピット3個が長軸■日こ並ぶ。   

F－13号土坑（卜JD13）（図59、1）Ⅰノ．30）2．2∠1×1．2（）  

㍍の不尭な長円形を里し、深さは1．23㍍である。長軸  

力向はN－520－1V。坑底に深さ45妄ン柑のピット2仙を  

有す 

F－14号土坑（F∴1D14）（図59、Ⅰ）IJ．30）2．47×1．70  

㍍のいびつな隅丸長方形を墨し、深さは1．05㍍である。  

長軸方向はN－380－W。側壁が内側にやや迫り出し、  

坑底は幅広の分銅形を呈す。深さ20～30茅ンのピット3  

仰拍ミ長軸上に並ぶ。   

G－1号土坑（G－JDl）（図59、1）Ⅰノ．30）2．81×巨12  

㍍の長円形を呈し、探さは1．32㍍である。長州方向は  

N－640－W。側壁の一方が、立ち上がり半ばから内側  

に迫り出し、坑底中央がややえぐれる。坑底の両聞．滞  

りに探さ3畔ンと20芋ンのピットが配されてある。   

G－2号土坑（G－JI）2）（図59、1）L．30）2．8′lXl．35  

㍍の細長いプランを里し、深さは1．03㍍である。長軸  

方向はN－880－E。側壁が内側に湾入し、坑底は掛lラ  

を呈する。坑底には深さ25～30妄ンのピットが、側壁に  

そって2佃ずつ方形に配されている。   

G－3号土坑（G－JD3）（図59、1）L．30）2．24×1．51  

㍍の不姫楕円形を里し、探さは0．88㍍である。長軸方  

向はN－170－Ⅰミ。坑底はやや傾が広く長方形を呈し、  

探さ40妄ンと33妄ンのピット2個を有す。   

H－1号土坑（ⅠトJDl）（図60、1）L．31）2．67×1．  

嗣㍍の長円形を里し、探さは1．03㍍である。長軸方向  

はNr290－E。坑底の幡は開口部に比べ狭い。坑底に  

はピット3個が認められた。2個は深さ40妄ン程あり、  

対になるものと考えられる。他に、深さ30芋ンのピット  

が北側のピットに近接して、配されている。覆土最上  

肘にはロームブロックを主体とする屑が堆概しており、  

埋め戻しの可能性がある。   

H－2号土坑（ⅠトJD2）（図60、Ⅰ）L．31）2．83×1．  

92㍍の隅丸長方形ないし長円形を里し、深さは1．08㍍  

である。長軸方向はN－660－W。坑底はやや幅が広く  

隅丸長方形を呈す。深さ27～40妄ンのピット3佃が長軸  

上に並ぶ。   

H－3号土坑（Ⅰ卜JD3）（図60、Ⅰ〕L．31）2．16×1．  

3∠1手㍍の糾丸長方形を呈し、深さは0．98㍍である。長軸  

方向はN－120－W。坑底はやや怖が広く、隅丸長方形  

を里する。探さ35妄ン程のピット3個が長軸上に並ぶ。   

H－4号土坑（ⅠⅠ－JD4）（図60、Ⅰ）L．31）2．16×1．  

∠17㍍の隅丸長方形ないし矧＝別珍を呈し、深さは1．19㍍  

である。長軸方向はN－760－1V。坑底の幅は広めで、  

深さ30妄ン柑のピット2仙を有す。覆土中層には焼土化  

した異ボク土の堆積が認められた。   

H－5号土坑（ⅠトJI）5）（図60、PL．31）1．80×1．  

1鋸㍍の矧一朝多を呈し、深さは0．96㍍である。小規模な  

lく“1し穴である。長洲方向はN－730－W。坑底に深さ30  

芋ン柑のピット2佃を有す。   

H－6号土坑（ⅠトJD6）（図60、Ⅰ〕L．31）1．85×1．  

26㍍の不姫楕円形を呈し、深さは1．10㍍である。小規  

模な附し穴である。長軸方向はN－860－Ⅵr。坑底に深  

さ45妄ンと35芸ンのピット2佃を有す。   

H－7号土坑（ⅠⅠ－Jl）7）（図61、PL．31）2．1×1．11  

㍍のやや長い糾丸長方形を呈し、深さは1．17㍍である。  

小規模な附し穴である。長軸方向はN－880－E。l卿＝1  

郎に比べ坑底の両横が小さい。坑底には探さ30芋ン程の  

ピット3佃が虜潮上に並ぶ。   

H－8号土坑（Ⅰ十」D8）（図61、Ⅰ）L．31）1．95×1．  

25㍍の糾丸長方形を呈し、深さは0．8郎㍍である。小規  

模な附し穴である。長州ノブ向はN－520－1V。坑底には  

探さ50吉ン柑のピット3仰が長軸上に並ぶ。  
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分銅形を里する。坑底に探さ25妄ンと35芋ンのピット2個  

を有す。   

H－18号土坑（ⅠトJI〕18）（図62、Ⅰ）L．32）2．80×1．  

21㍍の細長いプランを呈し、深さは1．02㍍である。長  

軸方向はN－20－Ⅰ工。坑底に深さ35芋ン梓のピット2仙を  

有す 

H－19号土坑（Ⅰ十JI）19）（図63、PL．32）2．78×1．  

㈹㍍の剛丸長方形に近い平面形を里し、探さは0．95㍍  

である。長軸方向はN－200－W云坑底は仰が広く、l掴  

丸長方形を呈す。坑底からは深さ25～50妄ンまでのピッ  

トが6仙検出された。ほぼ長軸に沿って、3佃ずつ2  

列に並ぶ。   

H－20号土坑（ⅠトJI〕20）（図63、Ⅰ）Ⅰノ．32）2．80×1．  

刑㍍の隅丸長方形を呈し、深さは1．1鋸；である。長軸  

方向はN－120－W。坑底は幅が広く、隅丸長方形を里  

す。20～35芋ンまでのピット5仰が検出され、うち3仰  

が長軸上に北ぶ。覆土＿l二肘にはロームブロックを三i三体  

とする削が認められ、埋め戻しの可能性がある。   

H－21号土坑（ⅠトJI）21）（図63、PL．3こう）2．21×1．  

㍊㍍の長円形を呈し、深さは0．粥㍍である。長州ノ封句  

はN－小lO－Ⅰミ。坑底には探さ28～35芸ン租のピット3佃  

が長i帆t∴に並ぶ。   

H－22号土坑（Ⅰ卜JD22）（図63，69、Ⅰ〕IJ．33．∠14）2．  

ニう6×1．3ノ1釆㍍のやや細長いプランを呈し、探さは0．98㍍  

である。J剥ql一方向はN－150－E。坑底には探さ25‡ンと  

3帯ンのピット2佃を有する。覆土ll二物）ら安山岩製の打  

製石斧1点がJlH二している。   

H－23号土坑（Ⅰ卜JI〕23）（図63、Ⅰ）Ⅰノ．33）2．22×1．  

3鋸㍍の隅丸長刀形ないし長円形を呈し、深さは1．01㍍  

である。長軸方向はN－2lO－1へJ。坑底はやや帽広で、  

深さ15芋ンと35宗ンのピット2個を有する。   

H－24号土坑（ⅠⅠ－Jり2∠り（図63、Ⅰ）IJ．33）径1．0鋸㍍  

程の「‖lラプランを呈する。深さは0．3郎㍍で、ほぼ垂直  

に立ち上がる。榎土はHボクニLllIにロームが脱じり、  

非常に堅くしまっている。形状から見て附し穴以外の  

性格が考えられる。   

H－25号土坑（ⅠⅠ－JD25）（図桐、Ⅰ）L．こi3）2．72×1．  

82㍍の糾丸長方形を墨し、探さは0．96㍍である。長軸  

ノj▲向はN－lO－Ⅰ三。側押が内側にやや張り、幅広の坑底  

中火がわずかにくびれる。坑底には深さ30～5時ンまで  

のピット4仰が、長州上に並ぶ。覆土小ノ輌こは、わず  

かに焼了卜を含む黒ボクエl二の堆桝が認められた。   

H－26号土坑（ⅠトJI）26）（図64、1）L．33）2．∠16×1．   

H－9号土坑（ⅠトJD9）（図61）1．93×1．15㍍の隅  

丸長方形を呈し、深さは0．75㍍である。小規模な附し  

穴である。長州方向はN－470－1V。坑底には探さ∠15～3（う  

責ンのピット3佃が」訓旧二に並ぶ。覆土上層には焼二1二化  

した黒ボク土の堆梢が認められた。   

H－10号土坑（ⅠトJDlO）（図61、1）L．31）2．27×1，  

購㍍の長lⅥ汐を呈し、深さは0．9鋸㍍である。長軸ノ〕▲向  

はN－570－W。坑底には探さ∠15～35妄ンのピット3仙が  

長軸上に並ぶ。   

H－11号土坑（ⅠトJDll）（図61、1）L．32）2．10×1．  

33㍍の隅丸長方形ないし不整楕l－t川ラを呈し、深さは1．  

10㍍である。長州方向はN－300－Ⅵ「。側壁が、立ち1二  

がり半ばから内側に迫りJlル坑底中火がややくびれる。  

また、長i】qIl和一方の立ち上がりが袋状にえぐれている。  

坑底には探さ35～43妄ンのピット3仙が長軸土に並ぶ。   

H－12号土坑（ⅠトJD12）（図61、1）lノ∴う2）1．96×l．  

17㍍の附丸長方形ないし長円形を足し、探さは1．05㍍  

である。長軸方向はN－40－1V。側主推力iやや州別に張り、  

肺広の坑底中央がややくびれる。坑底に深さ35妄ン和の  

ピット2仙を有す。   

H－13号土坑（ⅠⅠ－JD13）（図62、1）L．32）2．0×1．15  

㍍の隅丸長方形ないし長円形を里し、探さは0．92㍍で  

ある。小規模な附し穴である。長軸方向はN－54ロー11J。  

坑底はほぼ長方形を墨し、探さ60妄ン稗のピット2佃を  

有す。   

H－14号土坑（Ⅰ卜JDlノ1）（図62、1）L．32）2．60×1．  

56壬㍍の長楕円形を里し、探さは1．22㍍である。J訓11方  

向はN－260－Ⅰミ。坑底には深さ20～30妄ンのピット3仙  

が長軸上に並ぶ。覆土上～l日酎こ桃二l二化した黒ボク土  

の堆積が認められた。   

H－15号土坑（ⅠⅠ－JI〕15）（図62、Ⅰ）Ⅰノ．32）2．26×l．  

∠15㍍の長楕円形を墨し、深さは1∴う2㍍である。長軸ノJ  

向はN－530－E。側壁が内側に迫り出し、机底中火が  

大きくくびれる。坑底からは深さ30ぎン程のピットが′1  

佃検出され。うち3個がほぼ長州上に並ぶ。覆二日lり仁プ  

には、焼二1二化した黒ボクニヒの堆和が認められた。   

H－16号土坑（ⅠトJI〕16）（図62、Ⅰ）IJ．32）3．02×l．  

78そ㍍の長「里1ラを墨し、探さは1．2鋸㍍である。長州ノノl／り  

はN－790－E。坑底には深さ42～50芋ンのピット3佃が  

長軸上に並ぶ。   

H－17号土坑（Ⅰ十JD17）（図62、Ⅰ）Ⅰノ．32）2．84×1．  

5郎㍍の長「¶形を畳し、深さは1．25ず㍍を計る。長軸ノブ向  

はN－890－W二側壁が内側に迫り出し、坑底は瞞広の  

エリ  



㍍の釧長いプランを呈し、深さは0．98㍍である。長軸  

ノバりはN一∠160－W。坑底の晰が狭く、坑底両端寄りに  

探さ45芋ンと20妄ンのピット2佃を有する。  

l－10号土坑（トJDl（））（図65、1）L．34）1．78×1．06  

㍍の長一l」形に近い平面形を呈し、探さは0．95㍍である。  

小規模な附し穴である。長軸方向はN－238－Ⅰミ。坑底  

はl冊丸長方形を里し、幅が広めである。探さこう0妄ン程の  

ピット2佃を有する。  

l－11号土坑（トJDll）脂165、1）L．3∠1）1．96×1．38  

㍍の不整楕l＝I」形を呈し、深さは1．03㍍である。長軸方  

向はN－320－E。側壁が内側に迫り出し、坑底は小火  

がくびれた長方形を呈す。坑底中火寄りに深さ20芋ンと  

25芸ンのピット2仙を有する。  

l－12号土坑（Ⅰ一JD12）（図65、Ⅰ）I」．34）2．08×1．16  

㍍の長楕円形を里し、深さは1．10㍍である。長軸方向  

はN－60－W。土坑中央がややくびれ、坑底の怖が狭い。  

仇底両鮎に深さ2（持ンほどのピット2佃を有する。  

l－13号土坑（トJD13）（図66、1）L．35）2．12×1．12  

㍍の長「刊形を里し、深さは1．1郎㍍である。長軸方向は  

N－180－E。側壁カミ立ち上がり半ばから内側に迫り出  

し、土坑中火がくびれて狭い。坑底には深さ20～40茅ン  

のピット3仙が長軸上に並ぶ。Ⅰ－14号土坑を切って  

掘り込まれている。  

l－14号土坑（卜JD】∠り（図66、1）L．35）1．70×1．04  

㍍の糾丸長力形を呈し、深さは1．05㍍である。長軸方  

向はN－460－W。坑底は雨期が一段低く15享ンほど抑り  

込まれ、また、探さ35貰ン程のピット2佃を有する。  

l－15号土坑（トJD15）（図66、1）L．35）1．90×0．88  

㍍の糾長いプランを呈し、深さは1．12㍍である。長軸  

方向はN－27㌧」Ⅳ。側壁が内側にゆるやかに湾入し、  

坑底の仰が狭い。坑底には深さ25～15掌ンのピット3佃  

が長潮しとに並ぶ。  

l－16号土坑（トJD16）（図66、1）L．35）1．72×0．86  

㍍の長lI」形を呈し、探さは1．25㍍である。小規模な附  

し穴である。長軸方向はN－500－Ⅰ三。側壁がわずかに  

刷鮎こ舶り、土机ll1央がややくびれる。坑底に深さ30  

妄ン程のピット2佃を有する。  

l－17号土坑（トJD17）（図66）1．98×0．7郎㍍の細長  

いプランを呈し、中央部がややくびれる。深さは0．95  

㍍である。長軸仇■向はN－330－Ⅰミ。側壁が内側に湾曲  

して張り上1ル、土坑［巨火の幅が非常に狭い。坑底は梯  

形を里し、†jl細前の広い部分に探さ23妄ンと15妄ンのピット  

2佃が配してある。  

2J   

∠1（）㍍の矧刊lラを里し、探さは1．05㍍である。長軸方向  

はN－68D－W。坑底には深さ40妄ン程のピット4仰lが長  

㈲しf二に北ぶ。   

H－27号土坑（Ⅰ十JD27）（図64、1〕L．33）2．22×L  

42㍍の楕円形を里し、探さは0．89で；である。長軸方向  

はN－20㌧一E。坑底に深さ35妄ン程のピット2仙を有す  

る。   

H－28号土坑（ⅠⅠ－JI）28）（図6∠1、1）L．33）2．80×1．  

52㍍の隅丸長方形に近い平耐形を里し、深さは0．95㍍  

である。長州方向はN－10－W。立ち上がりは、下三l刊i  

がえぐれて袋状を里し、坑底の面租が広い。坑底には  

深さ20～50妄ンのピット3個が長堀し1二に亜ぶ。  

】一1号土坑（トJDl）（図64、1）L．33）1．68×1．0  

㍍の長円形を呈し、深さは0．90㍍である。小規模な附  

し穴である。長軸方向はN－270一Ⅰミ。側壁が州別に迫  

りJlル、土坑中火がくびれる。坑底には探さ15～20芸ン  

のピット3仰がほぼ長州上に並ぶ。  

l－2号土坑（トJD2）（図6人Ⅰ）IJ．34）1．94×1．02  

㍍の不整楕‖形を里し、深さは0．9鋸㍍である。長軸方  

l句はN－380－E。側壁が内側にやや張り、坑底中火が  

くびれる。また長軸上の一期の立ち上がりが、袋状に  

えぐれる。坑底には深さ25～33享ンのピット3仰が長軸  

－t二に並ぶ。  

】一4号土坑（トJD4）（図65、Ⅰ）Ⅰノ．3′1）2．50×1．こ柑  

㍍の長l－－」形を呈し、深さは1．12㍍である。長軸方l句は  

N－250－E。坑底には深さ40～50ヌンのピット3佃が長  

軸上に並ぶ。  

l－5号土坑（ⅠJD5）（図65、1）IJ．34）2．32×1．0  

㍍の細長いプランを呈し、深さは1．40㍍である。長潮1  

方向はN－370－Ⅰミ。坑底には深さ20～4n芸ンのピット3  

仰が長軸上に北ぶ。なお上層断面の観察によると、ピッ  

トから立ち上がる杭の痕跡がl州動こ残っており、土机  

下部が埋没した時点でもニヒ坑内に杭が立っていたもの  

と推定できる。  

l－6号土坑（卜JD6）（図65、1）L．3∠1）2．22×1．′12  

㍍の長「明形を呈し、深さは0．78㍍である。長軸方向は  

N－270－E。坑底には探さ20～35茅ンのピット3佃がほ  

ぼ長州上に並ぶ。  

l－7号土坑（トJD7）伯帖5、1）L．3∠1）1．7（）×0．～）6  

㍍のややくびれた長円形を里し、深さは1．0㍍である。  

小規模な附し穴である。長軸力向はN－∠180－1V。坑底  

に深さ30芋ン程のピット2個を有する。  

1－9号土坑（トJD9）（図65、1）L．3′1）2．12×（）．（）6  



㍍の細長い不燕楕11形を里し、深さは1．20㍍である。  

長軸方向はN－810一Ⅰ工。側壁がやや内側に張り、坑底  

は中火がややくびれ、帽が狭い。坑底には探さ25妄ン程  

のピット3佃が長州上に北ぶ。  

」一4号土坑（J－JD4）（図67、1）L．36）2．58×1．67  

㍍の糾丸長方形ないし長梓‖二l］形を呈し、深さは1．05㍍  

である。J剥油方1「りはN－760－1へJ。坑底は幅が広めで長  

方形を呈す。坑底にはピット3個が長軸上に並ぶ。東  

端のピットは深さ37芋ンであるが、他の2個は10芋ン以下  

の浅いピットである。   

」－5号土坑（J－JD5）（図68、Ⅰ）L．36）2，41×1．2（）  

㍍の隅丸長方形を呈し、深さは1．0㍍である。長州方向  

はN－820－W。側壁がわずかに内側に張り、坑底はlい  

火がややくびれた長方形を呈す。  

」－6号土坑（J－JI〕6）（図68、Ⅰ）L．36）1．80×1．06  

㍍の長円形を里し、探さは0．62㍍である。小規模な陥  

し穴である。長州方向はN－550【一E。坑底の帽は広め  

である。  

」－7号土坑（J－JD7）（図68、1）L．37）2．30×1．1∠1  

㍍の長辺の一方がやや内側に湾仙した平面形を里し、  

探さは1．05㍍である。長軸方向はN－740－Iこ。側壁が  

内側にわずかに引蔓り、坑底は中火が狭く両姉が広がる。  

坑底には探さ50～30妄ンのピット3佃が長jl巧l止に北ぶ。  

」－8号土坑（J－JD8）（図68、1）L．37）2．21×1．56  

㍍の矧ニリ形を里し、深さは0．86㍍である。長軸力向は  

N－70－ⅥJ。坑底はやや怖が広く、深さ40芋ン柑のピッ  

ト2佃を有する。   

L－1号土坑（LLJr）1）（図68、PL．37）2，21×1．15  

㍍の長楕lサ形を里し、深さは1．35㍍である。励l虹方向  

はN【690【Ⅰミ。坑底は幅狭の長方形で、ほぼ長軸上に  

探さ45～35ぎンのピット3佃が並ぶ。   

L－3号土坑（L－JI）3）（図68、1）L．37）2．17×1．29  

㍍のl糾丸長方形ないし長円形を呈し、深さは1．07㍍で  

ある。長州方拙まN－9D－1V。側壁がわずかに内側に張  

り、坑底はllI火がややくびれた長方形を呈す。坑底の  

北に偏して深さ38茅ンのピット1佃が配されてある。覆  

土1州別こ焼土化した班ボク土の堆積が認められた。   

L－4号土坑（L－JI〕4）（図68、PL．37）2．14×1．20  

㍍の隅丸長方形ないし長円形を里し、深さは0．97㍍で  

ある。月潮ル厨句はN－2lO－W。側壁がわずかにJ人抽りに  

蝦り、坑底はlい火がくびれ、掛†ラないし分銅形を里す。  

坑底両鮎寄りに、深さ25妄ン程のピット2仰が配されて  

ある（）   

l－18号土坑（Ⅰ－JD18）（図66、1）Ⅰノ．35）1．58×0．78  

㍍の不生形プランを呈し、深さは26芋ンで、なだらかに  

立ち上がる。長軸方向はN－440一Ⅰ工。覆土は黒ボク土  

とローム流入土の堆積で強くしまる。形状から附し穴  

以外の土坑と考えられるが、性格は不明である。  

l－19号土坑（トJD19）（図66、1）L．35）2．14×1．26  

㍍の長円形を呈し、深さは1．20㍍である。長軸方向は  

N－37b－Ⅰ王。側壁がわずかに内側に張り、坑底は仰の  

広い分帥1ラを呈し、両端寄りに探さ35茅ン程のピット2  

個を有する。  

l－20号土坑（Ⅰ－JD20）（図66、1）L．35）2．38×1．40  

㍍のし）びつな長円形を呈し、深さは1．鋸㍍である。長軸  

方向はN－100－W。側壁がわずかに内側に張り、坑底  

は中央がややくびれた長方形を呈す。坑腐には深さ  

20～32妄ンのピット3個が長軸上に北ぶ。  

l－21号土坑（トJD21）（図67、1〕L．35）2．24×1．28  

㍍の隅丸長方形ないし長円形を里し、深さは1．0㍍であ  

る。長軸方向はN－1lO－1ミ。深さ18～32妄ンのピット3  

仰が長州上に並ぶ。  

l－22号土坑（トJD22）（図67、1）L．35）2．0×1．28  

㍍の隅丸長方形を呈し、深さは1．05㍍である。長軸方  

向はN－580－W。坑底は怖がやや広めで、剛丸長方形  

を呈す。探さ30茅ン程のピット2個を有する。  

1－23号土坑（トJD23）（図67、1）L．35）2．16×レ18  

㍍の隅丸長方形を呈し、側壁がやや張る。深さは1．08  

㍍である。長軸方向はN－17ウーW。坑底は幅カミ広く、  

隅丸長方形を呈す。坑底中火寄りには深さ40～50茅ンの  

ピット3仰が長州上に並ぶ。  

l－24号土坑（Ⅰ－JD24）（図67、1）L．36）1．84×1．06  

㍍の中火がややくびれた長円形を星し、深さは1．0鋸㍍  

である。長軸方向はN－88¢→E。側壁がやや内側に張  

る。坑底に深さ45芋ンと40宗ンのピット2個を有する。  

」－1号土坑（J－JDl）（図67、1）L．3（i）1．63×1．13  

㍍の隅丸長方形を呈し、探さは0．7鋸蒜である。長州方  

向はN－690－W。小規模な附し穴である。坑底はl偏広  

で隅丸長方形ないし長l］」形を呈す。坑底の南東に偏し  

て探さ15妄ンのピットが配されてある。  

J－2号土坑（J－JD2）（図67、1）L．36）1．64×1．07  

㍍の長橋円形を里し、深さは1」5㍍である。長軸ノブドり  

はN－890【E。小規模な附し穴である。側壁が内側に  

迫り出し、南側の側壁はテラス状の段を有する。坑底  

は中火がくびれ、幅が狭い。  

」－3号土坑り－JD3）（図67、1）L．36）2．04×l．06  
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遺構外出土の土器（図70～73、PL．44～47）   

調査によって、早期から後期までの縄文土出片が村  

られたが、出土点数はわずかで、鮒畑こは、後期に属  

するニヒ器が半数以上を占める。また、ほとんどが調査  

区北緑のAブリットおよびⅠうブリット内からの出ニヒで  

あり、調査区l句の他の部分では、散点的にしか出土し  

なかった。Aグリットでは、n～p－12～15、およびu～W  

【11～15グリットにかけて、早期から後期の土湘がまと  

まる。また、Bグリットでは1り－14～16グリットにかけ  

て、中期後半から後期初頭の土器がまとまって出土し  

ている。   

山土した縄文土器を便軌‘畑こ次のように分避ルた。  

第Ⅰ群早期、第ⅠⅠ粁前期、第1ⅠⅠ群中期後半、節ⅠⅤ押後  

期初頭、第Ⅴ群後期前葉、第ⅤⅠ群後期後半。   

第Ⅰ群土岩諸（図70 1～7，9～14、Ⅰ〕Ⅰノ．44）   

早期条痕文系土拙で、胎土に繊維を含む。  

1は貝殻腹緑の条痕が深い。2，4，6，7は表裏  

条痕である。9～13は無文の土拙で、胎土に粗い繊維  

を多蒐に含む。14は底部破片で、一部に条痕が認めら  

れる。   

第ⅠⅠ群土湘（図70 8，15～19、図7122、Ⅰ）L．44，  

45）   

前期の土拙を一括した。J二ll土点数は非常に少ない。   

8は胴部破片で貝殻殻頂文が施され、胎二1二に繊維を  

含む。花櫓下層式に比定される。  

19は粗い撚りのⅠそ1とLRの撚り走行が認められる。  

小片のため判然としないが、合撚りかも知れない。胎  

土に繊維を含み、黒浜式に比定される。  

15～18、22は諸磯a式期に比定される。15，16は胴  

下郡破片でLIミ斜位が施される。17は沈線により縄文  

柑と無文相を区画し、LR縄文を縦位および横位に施  

し、矢羽根状効果をもたらす。18は口緑部破片で鋭利  

な地文具による沈線を斜位および縦位に施す。22は半  

敲竹管状二1二具による連続爪塑文が施される。   

第】ⅠⅠ群土拙（図7120，21，23～34、Ⅰ）L．45）   

中期後半の土器を一括した。加「瞥利E2～4式に比  

定される。   

節1類（20，21，23，25）陸相による区画の中に縄文を  

充頒するものである。21は接合はしないが同一個体で、  

隣村によって口綾部文様柑を区画する。20はⅠそLIそ、  

21はRIJ、23，25はIJRが施される。   

節2類（2∠1，27，28，30，33、3∠1）地文に純文を有し、2  

～3本の沈線を垂下させ、沈線部分は縄文が磨り消さ  

れるもの。地文にⅠミL縦位が施される。33、34は底部  

破片で、垂下した沈線の末端が認められる。   

第3顆（29，32）沈線もしくは微隆線によって無文相  

と縄文彬を縦位に区画する。29はLR縦位が施される。  

32はLIく斜位が糾に施され、微隆紬によってⅤ字型に  

lえ画された部分は無文帯になると揖われる。   

第4光一i（26）l二磯部に無文帯を有し、楠状把手が付  

されるもの。地文にRL縦位が施され、無文帯下の微  

隣組上は横位に地文される。   

第5類（31）沈線により、縄文揮が縦位に11拍動的に  

区画され、胴くびれ部で、文様モチーフが上下二段構  

成となるもの。地文にRL縦位を施し、無文部は雑に  

磨り消してある。   

第ⅠⅤ群土拙（図71，72 35～46、1〕L．45，46）   

後期初動称名寺式土器を一括した。いずれも小破片  

で、全体の文様桝成の窺える土拙が無い。そのため便  

甜伽こ、沈線による区画内に縄文を充填するものを第  

1敷、沈紬のみで意匠を描≠けるものを第2類、純文  

のみの粗製のものを第3類と大別した。   

第1期（35～41）35～38、40は、沈線により描出さ  

れた意匠内に純文が充填される。35は仁1繚波損部より  

鎖状隆柑文が垂下し、口縁下の沈線区画内には、則文  

を充填して刺突文を施す。37、38は刻み日のある隆線  

文が付され、40は口縁下拙文帯に刺突文が付される。  

39は沈紬による意匠外に糾文が施される。lニト緑下の無  

文帯など、加曾利E式の系統を強く残す。41は沈線区  

師ことらわれずに拙文が施される。第V群、第1類に  

含まれる土轟かも知れない。   

第2顆（42，43）小破片で判然としないが、43はJ字  

と渦巻きを組み合わしたモチーフと考えられる。第1  

類35のモチーフと似るが、縄文が施されない点、若干  

新しい様相を持つと言えようか。42は口縁部破片で平  

緑の土拙である。l＝ト唇は内側にやや肥厚し、断耐三角  

形を呈す。   

第3頗（44，∠ほ）地文縄文のみの土器である。4∠1は口  

緑下にtノR縦位と横位を交互に、矢羽根状に施す。45  

はLIそ斜位を施す。   

第Ⅴ群土岩諸（図72，73 ∠17～76、Ⅰ）L．46，47）   

後期前葉堀之内式土県である。たLi土した縄文土出の  

半数以上を占める。堀之内Ⅰ式土湘を第1類、ⅠⅠ式土  

拙を節2類に大別し分熱した。   

第1軌（∠17～60，67，71）47、56、57は沈線をl二I緑部  

文様欄下から垂下させる顆である。47、56は地文に純  

二J／J   



遺構外出土の石器（図74，75、1〕L．47，48）   

長岡遇潮から山二1二した石淵は非常に少なく、剥片を  

含めてコンテナーバット1柵程度である。破損l■】ヲlも多  

く、図示できたものはわずか28点である。出郷として  

は、石槍、石鍬、スクレイパー執、石斧、その他があ  

るが、Jl1」＿りよ（数がわずかであり、各種石岩削こついて分  

類を試みることに意味を為し得ない。以下に大略のみ  

を記す 。   

石粉はAo－13およびAv－12ブリット内、ローム層直上  

から2点川」二した。端Ⅲ三な木葉形を呈す。1は先端措l；  

と基部が対称的であるが、2は基部が丸みを冊びる。   

石錐は全部で7点出土した。いずれも無茎の石跡で、  

基部がわずかに湾入するもの（8～9）、基部が大きく  

えぐれて、返しのしっかりしたもの（5，7）、両者の  

中間的なもの（4）、返し部分が丸みを柑びたもの（6）  

がある。   

スクレイパー類（11～13，17，24）は、過当な剥片に  

簡単な朋堆を施したもので、11、12は横長の剥片が川  

いられる。i3は主副断面側に大きめの剥離による調盤  

を施す。24は刃部調整は無く、端部にイ軋W狼が認めら  

れ、掻湘として使用されたものと考えられる。   

石斧（15，16，18～23，25，26）は10点のみ図示し得た。  

18は蛇紋岩製の磨製石斧で基部のみの残存である。打  

製石斧は、；酬l什形（15，19，26）、分銅形（16，20，21，25）  

椴形（22，23）を呈する。いずれも背面に原石耐を残し  

ている。   

その他の石闇射こは、両極技法による剥片（3）、三角  

錐状石畳岸（14）、礫岩（27）、lリl石（28）が各1ノ甘ずつ  

ある。   

3は形状がビュスエスキーユに似るが、上下拙に使  

川による潰れが認められない。  

14は背面に原石面を残すが、側線は糾かい誹離が施  

されており、右側緑は敲れ■による潰れが著しい。底面  

に使用痕は認められない。三川錐状石器はA－2号土  

坑覆土小からも出土している。   

27は細長い自然礫の一期を打ち欠くだけの、冊単な  

加エを特徴とする礫器である。   

28は凹石である。表面に逆円錐形の小孔が2佃穿た  

れる。磨痕は認められない。   

文が施される。56はl二1緑下の4本単位の洗練による桝  

位文様冊から4～5本単位の沈線を垂下させる。58は  

集合沈線が施され、口唇下に竹管状二Ⅰ二員による刺突列  

が巡る。48は垂下する沈線はないが、横位の沈練によ  

り、短く内屈したlコ屑と口緑部純文相を隔てている。  

57はl二l層下に2本の沈練で区画した巾に刺突列を巡ら  

す。   

49～51、55は集合沈線による仙線と甫線を組み合わ  

せた文様を基調とする斯である。49、55は同心円文を  

配潰し、その間を幾何学的文様で充塀する。50、51は  

同一仰1体であり、酢71；で漸くくびれる探鉢になると考  

えられる。   

52～54はl裾線を基調とする沈線によって拙文帯が区  

画はれる類である。54は注口土器である。53は注l二l二l二  

附か小型鉢形土岩浮の1二l緑部破片である。   

59、60、67、71は無文を基調とする動である。59、  

60は湘面全体に、へラ状工具による糾い擦痕を残す。  

67は浅鉢の口緑部破片である。71は口層下に指頭によ  

るf］イ形の窪みが巡る。   

第2類（61～66，68～70，72，74）61～64、66は沈紬に  

よって廼練的な幾何学文様が描かれる剰である。61～63  

は磨り消し手法によって縄文帯と無文相が区画される。  

66は純文が施文されない。   

65、68、72、74は晰の広い口縁部無又朝を有する軌  

である。65、72は横走沈頗により口縁郡無文帯と胴部  

文様彬を区画する。72は沈組下位の胴部に、縦位と斜  

位の櫛川文が交差して施される。68、7′1は微隆線によっ  

て口緑部無文帯と胴部文様滞を区画する。68は隆紬上  

に刻みを施し、その下位は横走沈線によって純文相と  

無文相とを区画する。74は縦位の隆線が、口緑部無文  

滞を区画する隆細から垂下し、さらに斜方向に隆練が  

展開する。   

69、70は無文を基調とする類である。   

第VH拝」二着岸（図72 77、Ⅰ）L．47）   

後期後半の加曾利1う式に比定される。1点のみのJll  

土である。   

77は小型の浅鉢と考えられる。地文則文の上に沈絨  

で二L字文、楕円文、鋸繭文が抑かれる。洒手で柵緻な  

二】二出である。  

2イ  



調査の成果と課題  
ⅠⅤ   

長岡遺跡の調査では、縄文時代草創期からの人間活  

動の痕跡を辿ることができた。続いて、縄文時代早期、  

前期、中期、後期と、断続的ながら痕跡が認められた。  

しかし糾文時代後期以降、古墳時代終末4肌までの閉、  

人の痕跡が認められない空白期間となってしまう。了圭一  

墳時代の終末期になり、この台地上で、古墳の造営や  

住居の設営が行われ、小規模ながらも集落が営まれる。  

しかし、長岡遺跡が「居住域」として利用されるのは、  

この一時期に限られ、平安噂代以l蹄は、畠跡や炭焼き  

窯が築かれ、柄が掘削されるなど、居住以外の目的で  

占地されるようになる。   

このように長岡遺跡からは、各l蹄代それぞれに性格  

が異なる遺構が検～二lはれた。この傾向は、隣接する西  
ざl－1  

原古墳群でも同様である。長岡遺跡も西原古墳椚も、  

共に尾根状の台地］茸那という立地であり、このような  

地形に対して、各時代ごとに利用の仕方が異なってい  

たものと考えられる。   

それでは各時代ごとの長岡追跡は、どのような様相  

を持っていたのであったろうか、以下に調査の成果を  

述べると共に、問題点の桐J二l二沌試みてみたい。   

縄文時代   

糾文時代草創期の所産と考えられる石槍が2点Jli土  

したが、当該期の」二器は出土しなかった。土器の出二】二  

がみられるのは、早期条痕文系段附になってからであ  

る。該期の土器のJl．i土点数はごく俳かで、調査区北西  

端のAグリット内にまとまる。この部分からは、症石  

址が4基検出されており、時期を特定できる迫物を伴っ  

ていないが、碓認而等の状況から早期段階の所産と考  

えられる。   

また、調恋区内のほぼ全域から、145基の附し穴が検  

出された。雅り11村では、このように附し穴がまとまっ  

て検出された遺跡は、長岡遺跡が初出である。陥し穴  

は迫物を伴っていないために、時期を特定することは  

できない。しかし撹土の状態からは、前期以前の所産  

と考えられ、また、A－2号土坑及びⅠ）－23号土坑役土  

■いから早期の遺物が出土しているため、本追跡から検  

J二l†されたI附し穴の大部分は、早期矧捌こ属するものと  

推定される。陥し穴は調査区両線では認められず、ま  

た、本追跡に南接する西原古墳群でも検出されていな  

いため、分イ†i域の両眼を限ることができたと旭われる。   

また、調査区北線ではl附し穴の分布が粗になることか  

ら、陥し穴の分布の中心は調査区内にあるものと考え  

られる。   

このように多数の帖し穴が集中して検出されたとい  

う状況から、いささか短絡的であるが、長岡遺跡は早  

期段階の「狩り場」であったと触定できる。しかし、  

基地となる集落の特定や、また早期段階の定住性や行  

動圏といった社会性に係る問題、また当時の動楷物層  

等の生態的問題を抜きにして、早計に判断することは  

できない。このノ如こついては、周辺地域での該期追跡  

の発掘制査等による資料の増加を待ち、再び検討を加  

える必要がある。   

縄文仲代前期に属する土課は、諸磯a式土器が主体  

で花積下層式及び去具浜式土鮨が1点ずつ出土している  

が、全体の出土点数はごく僅かである。調香区北西喘  

寄りのⅠ）ブリット内で、諸磯a式期の竪穴遺構が検J11  

されたが、包含榔二l1土の二l二器の分布は、早期l司様にA  

ブリット内にまとまる。早期及び前期の土損の分布は、  

さらに調査区外にまで広がるようで、分布の中心は調  

査区北西鮎の調査区外にあると考えられる。この部分  

は、台地が東神沢川に向ってわずかに張り出し、斜而  

上に狭小な平坦而が開けている。   

中期及び後期の土轟は加曾利E式末から塀之内式土  

着拝までが出土しており、継続性がうかがえる。長岡遺  

跡からJ二li土した糾文士湘は、後期の土≠が最も多く、  

ll1期の二1」掛がそれに次いで多い。土折の分布は、調査  

区北西端寄りからの出土が多いものの、調査区全体か  

ら満遍なく拙二l二している。   

粕川村道跡詳細分布調査のデータを基にした、村内  

における純文時代遺跡数の時代別比較では、前期に遺  

跡数増大のピークがあり、中期の遺跡がそれに次いで  

多い。この傾向は隣村の新里村でも同様に認められ、  

丘陵怖地形を好んで逃地する前期遺跡と、台地性地形  

を好むll1期遺跡との選地傾向の速いが、抑lけ寸におい  
汁2  

ても看取できるとされている。   

長岡追跡では、縄文糊代前】ひ】の土拙は斜面上の狭小  

な部分に分和し、出土点数は僅かでしかない。これに  

対し、中期の土拙は台地頂部の平坦面上に分布してお  

り、また出土ノよ数も前期土器より多い。この点で、長  

岡遺跡も上述の占地傾向に従っていると言える。しか  

二1－；   



これらの追跡は、扇状地内の沖耕地を「生産域」とし、  

平安‖射代まで継続する。しかし、「散在する古墳」は認  

められていない。一方、前田遺跡は台地上に開かれた  

l‾第一次新開集落」である。前川遺跡は粕川左岸の洪  

鵜台地山こ立地し、古墳時代後期から平安時代まで継  

続する大規模な班落遺跡である。川辺には「散在する  

1丁墳」が認められ、台地の束及び南側の沖租地が「生  

産域」と考えられる。   

古墳時代中期以降、租極的な桝地の拡大に伴って、  

新1川集落が形成される一方で、長岡遺跡は、伝統地域  

内に一l馴畑こ形成された。長岡追跡集落成立の背景と  

なる「生産域」についてみてみると、長岡追跡の調査  

l天来斜油日－火には、浅い谷が入り込んでいて、小規模  

な沖和地を形成している。しかし、トレンチによる調  

査では、古代の水仙跡は検出されなかった。土壌も遇  

水性の泥炭質土で、水川耕作には不適と考えられる。  

台地東方の平坦面は、砂壌土からなる扇状地で、ここ  

も水l≠耕作には不適である。よって長岡追跡の集溶を  

成立させた生産基盤が、水田耕作であったとは考えに  

くい。畠作が行われた可能性もあるが、定住他の強い  

農耕妹落が、一度開墾した土地を一時期の使用だけで  

捨て去ってしまう哩血が見つからない。長岡遺跡狼落  

成立の背景には、水旺何柳城の拡大以外に、別の背景  

があったものと考えられる。   

古墳時代後柑り次降の新開地でありながら、「群集する  

古墳」を伴うノ引l≡情墳粁について、「伝統集落」の政治  

的統率力をもって、大規模な開発が行われたという仰  
ざIt  

釈が与えられている。ぷ隻業発達史的視点に、 政治性を  

撼り込んだ分析が行われた訳であるが、長岡遺跡の集  

落成立の背景にも、政治的統率力が働いていたとは考  

えられまいか。   

以下、大胆な憶測かも知れないが、長岡遺跡班落を  

成立させた、政治的な統率力は、農業生産に関わるも  

のではなく二Ⅰ二業生産に関わるものであり、具体的には、  

長岡遺跡は、松原任l遺跡における鉄製塵に関連する集  

落であったと考えられないだろうか。   

三ケ尻西遺跡において、鉄生塵に携わる集落の調査  

が行われ、7・l咽己中頃という咋代が与えられた。一方、  

松原H遺跡で検川された製鉄炉は伴出遺物が無く、年  

代をl州糾こできないが、三ケ尻西遺跡の製鉄炉と同じ  

特殊な紺形炉が川いられているため、ほぼ同咋代が考  

えられる。また、松原州道跡に隣接する長岡遺跡の集  

落は7世紀後半という近接した時期の集落であり 、し   

し他方では、粕川村においては、lい期から後期にかけ  

て追跡数の減少傾向が認められているが、長岡遺跡は、  

■い期から継続し、後期に主体がある追跡と考えられる。   

今後は台地上に立地し、中期末から後i捌こかけて継  

続する追跡の内容について明らかにする必要があると  

思われる。この点についても、周辺地域での類例の増  

加を待ち検討を加えたい。   

古墳昭代   

長岡追跡から検出された古墳時代の遺構は、古埋‡4  

基、竪穴住居6粁、掘立柱建物跡1桃、二1二師淵・須恵  

器集l二トカ所1カ所である。   

古墳については、M－1考古墳が調査区南紬こ位置し、  

西原古墳群に含まれる古墳と考えられる。他の3基は  

すべて調査区北半郡に位置しており、ほぼ同時期の築  

造と考えられる。年代を決定できる遣物の汁H二はなかっ  

たが、石室の構造や墳丘の形状からみて、終末期の‾古  

墳と考えられる。   

M－1号古墳を除き、古墳時代の遺構はすべて調査区  

北半部から検出されている。住居は全部で6粁検Jlは  

れたが、Ⅰ）一1号住居、E－1～4号住居については、  
i璽．3  

出土遺物が坂口，三浦編年のⅠ段階に比定され、7世  

紀後半という年代が考えられる。Ⅰうー1号住居もほぼこ  

の年代に収まると考えられるが、須恵料牙こ蓋等、若ニー二  

古い様相も持っている。また、掘立杜建物跡、土nil棚・  

須恵岩詩集中カ所も、出土迫物から住居と同じ咋代が考  

えられ、調査区北半部から検出された古墳時代の迫構  

はすべて、同一の時期に存在して、ひとつの集落を形  

成していたものと考えられる。   

ここにおいて長岡遺跡の古墳時代集落は、小規模で  

あるが「散在する古墳」を伴う「節一次新Iji」集落」と  

することができるかと思う。しかし、「墓城」と「居住  

域」はあるが、「生産域」が認められず、また奈良・平  

安時代までの「居住域」の継続が認められない。   

長岡遺跡と同じ台地上の後原追跡は、古墳時代Itり別  

以降に居住が開始された「第一次新開集軋】と言える。  

しかし今のところ「墓域」と「生姐或」が特定できて  

いないし、継続的な居住も認められない。長岡遺跡や  

後原追跡については、同じ台地上の「伝統災落」であ  

る西原遺跡や三ケ尻遺跡の拡大地域と解釈し、伝統地  

域内における一時的な現象として捉えるべきかも知れ  

ない。   

稲荷田遺跡、下地皆戸遺跡、渋沢遺跡は、古墳l甘代  

中期以降扇状地に進出した「第一次新開症落」である。  
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かも1軒の住居から鉄塊系退物がfl1土している。以上  

のノごくから、長岡遺跡は松傍川＝1追跡と、鉄製産において  

関連する追跡であったと想定される。しかし、調査区  

から製鉄関連退潮が検出されていないため、蹟接鉄製  

雌に携わる人々の班落ではなく、おそらく、炭焼き班  

団や原料攫碍集団の集落であったのではないだろうか。  

そしてそれは、古墳時代終末期における鉄製踵を可能  

とする、「伝統集落」よりも高次な政治的支配力によっ  

て純子l川されていたものと考えられる。   

以上に述べたことは、該期の炭窯が検～Lはれていな  

いことや、高次の政治的支配力を有した者について貝  

休的に触れることができなかったため、推論の域を出  

ていない。しかし長岡遺跡髄瀦の成立背景や短期粧の  

居住について考えるには、立地条件や農業技術だけで  

は解釈しきれず、二11業生産やそれを支える政沿的支配  

力を含めて考える必要があった。今恒l、この点につい  

て深化することができなかったが、政治的形響力は、  

長岡遺跡だけでなく、同じ伝統地域内の他の追跡にも  

l司様に働いているはずである。今後の課題として、そ  

れが周辺地域の各追跡において、どのような形で発現  

しているのか検討を加え、それによって各追跡相互の  

有機的な関連性を探って行きたい。   

奈良・平安時代以降   

奈良・平安時代以降の遺梢は、竪穴遺構7基、畝状  

遺構1カ所、炭窯5基、泄18条、二1二坑5基が検出され  

た。このうち竪穴退構と畝状遺桝は浅間Ⅰう悼石に覆わ  

れており、平安時代以前の所産と考えられる。溝は覆  

二卜の状態から、各時期の粥が存在すると考えられるが、  

それぞれについて時期決定はできなかった。炭窯は、  

その形態から中■1月ニ以降近■世までの所産と考えられる。   

竪穴遺桝からは多量の炭が出土しており、炭化村岡  

定結果からは、製鉄に関連した貯炭施設の可能性があ  

るとされた。しかし、長岡遺跡からは平安時代以前の  

炭窯は検J1lされていないし、また木炭を倣川するよう  

な遺構も謂められない。何故、木炭を蓄えておく施設  

が必要であったか疑問な点があり、この遺構の性格に  

ついては、なお一考を要しよう。   

木炭生理については、西原古墳群の調査で、平安期  

の炭窯4基が検J二1Ⅰされており、この地に残る「タタラ  

沢」という小字名から、古代の鉄製産とのl英I連件の指  
ざ璽’5  

桐がなされている。また、三ケ尻西遺跡と松原田遺跡  

から、古墳仲代終末期の製鉄炉が検JLiされたことから、  

この地域における、古墳昭代終末期からの鉄製塵の伝  

統が考えられるが、奈良・平安時代以降の製鉄追捕が  

検J．l二1されない限りこれを断定することはできない。し  

かし、長岡遺跡からは、l†り吐以降と考えられる炭窯が  

検山されており、柵実にこの地域には、木炭生産の伝  

統は残っていたと言える。おそらく台地上に繁る樹木  

を伐採して、盛んに炭焼きが行われたであろう。しか  

し、一方では畠が開墾されたり、粥が掘削されること  

もあった。畠跡は、台地上において、小規模ながらも  

趨業生錐が行われていたことを示している。溝の性格  

は不明であるが、少なくとも溝が抑削された時点では、  

台地上が切り開かれていたと考えられる。奈良・平安  

時代以降の長岡遺跡は、古●墳時代以降の伝統で炭焼き  

が行われながらも、一時的には別種の用途で利川され  

たものと考えられる。  

往1相田け寸教育委員会 r西原盲！灘抑一拍川．‾l∴某日1他に係る  

埋蔵文化財発掘調査邪悪儀一j 1985  
注2 能登健 「追跡分布調査による拙文集落変遷の分析一特  

に前期・lい期の地形別分布偏差について－」F鮒Il村の追  

跡一遇跡詳細分布調査報告青雲卜」粕川村教育委員会1985  
注3 坂l二】－、三ii11京子 「奈良・平安時代の二L器の編咋一住  

居の亘巨複と共伴閲條による斗．湘形式紺列の検討－＿JF群馬  
県央研究j須2‘l号 群馬県央編ほん委員会1986  

汁4 仙川雄三 「▼川什古墳群、白藤・新宿ハ墳押と粕川村の  

古墳分布－■l！■ゼ更分イりからみた地域拡大－＿」F抑＝村の遺  

跡【遺跡群親分イド調査搬鷺沼∴」鮎川村教育委員会  

1985  

とiミ5 汁l文1猷と同  
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遺物観察衷   



土 器   

Ii－1号住榊 山二L二1鼎観察表 （図5、1）L．38）  

番号  様相・機種  残存状態  計測地（cnl）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調   

ロ  二1州i岩持 璧  約％残存  湘誼2‘1∴il：1径  胴部がijJjリやや球仙献を里す。外面「】線郡ヨコナデ、胴部  肋二1二砂粒・崇付を含む。焼  

（21．2）底径（3．9）  l二坪研方位のヘラケズリ下平縦～斜方IJりのヘラケズリ、内  

面l：I縁部ヨコナデ、胴部下～．卜へのヘラリ‾デ   

2  二l二師拙＋幼  廿迎郡％胴部  拙苗別．0口径（18．  胴部リノ童りが少ない。砥部やや．卜げ底。根厚厚い。外面l二】緑  胎」二砂粒を多二j直こ含む。焼  

％欠損   0）底径（5．2）   郡ヨコナヂ胴部下～．トヘヘラケズリ。内面l卜緑部ヨコナデ、  

胴部上～l雄一め方IJりリーデ、下半縦ノJ向ナヂ   

3  ニtl桐欣幸 酌  約％残存  県南（2：i．7）l】径  底部からl磯部にかけてゆるやかに立ち．卜がる。外面lてI縁  胎土砂頗を含む。焼成普通  

（24．3）底径（7．6）  部ヨコナデ胴部ヘラケズリ。内拍‖二】縁郡ヨコナデ、胴部ナ  

デ   

ロ  二Ⅰ川帖侶杯  約％欠損  器高：i．3口径10．5  休部からlト柳こかけてゆるやかに内的する。外面「】緑部ヨ  胎土砂粒を含む。焼J揖モ午う通  
コナデ体郡ヘラケズリ内面ヨコナデ   5YIi％橙   

匂  須恵岩罠 杯  約％残存  瑠高口祥不明  丸底状を卓iけ。外面内面とも11ク口数形漬を戦す。   胎二l二砂粒を含む。焼成良好  

10Ylく％袖炊   

n  土師湘＋坪  約％残存  岩蹄石不明口径（12．  l】緑部くの字に内川する。外油＝二1緑部ヨコナデ休部ヘラケ  肋二1二雲母を含む。焼成普通  

0）   ズリ。囚軸ヨコナデ   5YIi％栂   

ロ  二l二佃用悠 坪  約％残存  禍福不明口径（10．  休部はゆるやかに内湾する。外面口縁朝ヨコナデ休部ヘラ  胎土砂粒を含む。焼成習通  

9）   ケズリ。l月面ヨコナデ   5Ylく％橙   

バ  須心拍骨好機  約舛残存  器紆う．8口径（10．  胎土砂粒を含む。焼成普通  

10Ylく％灰l；l   

l）1号住居Jl．i土二＝醐軋察衷 （図5、l）L．38）  

番号  種奨頁・機種  残存状態  計測地（cnl）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調   

口  土師湘 杯  ほぼ完形  器高3．2口径10．6  休部はゆるやかにl勺湾する。外す附‾1緑部ヨコナヂの後休部  胎土わずかに砂粒を含み緻  

ヘラケズリ。内面ヨコナデ。   据。焼成良好。5YIミ％亦褐   

田  土師岩持 杯  ％強残存  拙市こう．引コ径11．2  休部はゆるやかに内的する。外的＝：l緑部ヨコナデの後休部  胎二】二砂粒を含まず緻密。焼  

ヘラケズリ。付目ヨコナデ。   成良好髄賀。5YI〈％樟   

田  ニヒ帥湘 高林  林部の一部を  湘南15．Ol▲1径17．8  林部は丸みをもってl勺湾する。脚部は直組的で裾榔で急に  肋二1二砂粒を含むい焼成良好  

欠く   底径11∴i   l用く。外面＝縁郡及び裾郡はヨコナデ、林体制及び脚部は  

ヘラケズリの後備秋のヘラによるナデ。l月面lト線椰及び裾  

部はヨコナデ、林部ヘラナデ、脚部ヘラケズリ   

Ⅰ工・1号住捕 出二L・∴卜器観察衷 （図7、1）IJ．こう8・39）  

番号  種類・機種  残存状態  計測地（c‖）  器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調   

ロ  二l川棚骨班  l憾㈲～川棚；  匹  裾  洞叩」l‾■】径（25．   lTl縁榔は丸みをもって外皮する。外面＝縁部ヨコナデ、胴  胎二1二雲母砂粒を含む。焼成  

の一部戟存  心底祥不lリj  部縦ノノ向ヘラケズリ。l人榊Fl】緑部ヨコナデ胴上jll榔ヨコナ  

デ   

2  ニl一価岩持 襲  l二l縁部～胴部  鮎l－   7i不lリj  二！径（22．  l欄紺臓iく外反する。外油＝ニト線部ヨコナデ、胴上井部斜位  胎土空相砂粒を含む。焼成  

の一部班〟  2）J   径イ、  四   のヘラケズリ。州伸二1級桝ヨコナデ、胴．l二半部ソ‾デ   普通。7．5YIミ％橙   

田  ニ】∴帥器 憩宅  I二】緑部～胴部  匹   不明  コ径（19．  口緑部ゆるやかに外反する。外汀山二l縁郡ヨコナデ、胴上郡  胎二1二親色軍用多摘に含む。  

の一部残存  8）J   径不  斜位のヘラケズリ。内面l＝闇朝ほコナヂ、胴部ナデ   焼成普通。7．5Yli％橙   

ロ  ニ1∴師岩岸 壁  l一線部～胴部  鮎il‡i不明    ＝】径（12．  口線鮒悌k的に閃く小型の雛。外†rtil腐潮ヨコナデ、   胎土砂粗製母石英を含む。  

の一部賊存  0）底径不明  胴上井部構～斜位のヘラケズリ、航跡不l州‰l月面ヨコナ  

デ   

5  二1川棚 悔  11縁郡～胴上  祝福不り川二1径（lG．     廿縁郡脱帽でわずかに外反する。外的‖二1緑部ヨコナヂ、胴  胎土砂枇を含む。馳揖lキ過。  

部一部現存  0）底径不明  郡縦位のヘラケズリ。州仙L緑部ヨコナデ、胴卜半部斜」1∴  

位へのへラナデ   

G  」二師㍍持 鯉  【二】緑郡′、胴⊥  巴  闘  一石不明口径（l：う．   l：l緑は如く外反して立ち上がる。小判の軌外伸二】緑部ヨ  胎土釧かな砂粒を含み緻  

邦約％戟f／  0）底祥不lリ」  コナデ、胴上部描～斜樟のヘラケズリ。1甘面「】緑仰ヨコナ  

デ、胴部描≠丑ヘラナデ   

ロ  土師器 酌  胴下部一部班  肋土砂粒を含む。矧釦普通。  

存   苓（8．8）  7．5YIく％にぷい桁   

8  土師器 高林  脚裾郡約ガ班   

（冊台）朋朋；  〟  ∈径（】2．0）  成やや不」ミと。10Yl～％黄橙   

、？J   



番号  種類・機種  残存状態  計測地（cl11）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他  脂土・焼成・色調   
9  二l二師岩持 塊  約％班詔  湘高不り川1律（10．  川刷は丸みを持ちl個部は他線的に立ち上がる。外面ヘラ   胎二L砂粒を含む。焼J必l牢池  

8）底径不明   ケズリの後  二胴部を緋なナデによってつくる。州rけデ  10YIく％にぷい鵡樽   

10  土rii柑持 坪  約％班有  拙高不明l二l径（19．  lト輔祁わずかに内佃する。やや大判の坪。外伽l二層ヨコナ   Jげi二Ⅰ二砂枇をあまり含まず緻  

0）   デ、底部ケズリの後ヘラナデ、休部雑なヘラケズリ 。㈲川  
ナデ  

円  ニー．潮1出 杯  約％城府  拙高3．1ll径（10．    にかけてゆるやかに内約する。外i仙：磯部ヨ  胎土砂粗をあまり含まず緻  

8）   コナデ、休  ；ヘラケズリ。肉汁山l縁部ヨコナデ休部ナデ。  軋焼成良好。7．5YI〈％椅   

田  二l二rii柑㍑ 叶  約％戟詔  服高2，8ll径（≦）．7）  休部からl事  にかけてゆるやかに内湾する。外耐：働瀾ほ  胎土砂粒をあまり含まず緻  

コナデ、休部ヘラケズリの後ヘラリーデ、l軸両＝縁潮ヨコナ  

デ、休部ナデ  

13  二L桝棚 坪  約％残〟  根雨不明l二l径（9．    lこかけてゆるやかにl勺汚する。外面l】緑部ヨ  肋二L砂粒をわずかに含む。  

6）  ；へラケズリ。内面ナデ。   焼成やや不良。5Ylそ％楕   

1⊥i  二L師岩持 坪  約％拭〟  岩＝‘青3．111径（10．    にかけてゆるやかに内湾する。外的＝l縁郡ヨ  肋二L砂粒を多く含む。焼成  

0）   コナプ、体言－  引くヘラケズリ。内的り一デ   11ヤう通。7．5Ylモ％にぷい橙   
15  二川膵Ⅰ坪  約％戟存  湘高不l州1径（10．  休部から＝層にかけてゆるやかに内湾する。外的旧縁部ヨ   胎二1二砂粒を少封含む。焼ノ戊  

2）   二けデ、休部ヘラケズリ。内面ナウ㌔  普通。7．5Ylく％にぷい橙   

田  二l二Ri柑持 杯  約％戟f〆  拙絹不明口径（1（）．  休部刷l一撒卸  勺に聞き、口屑は内用坑l昧。外的＝＝1緑珊ヨコナ  胎土砂粧をあまり含まず緻  

6）   デ、休部ヘラケズリ。内面ナデ。  密。馳勅封子。5Ylく％椅   
田  土師湘＋材、  約％残存  拙高3．2口径（10．  休珊からlニト乍引こかけてゆるやかに内約する。外面‖緑却ヨ   胎土砂粗を含む。焼ノ戊普〕軋  

コナデ、休部ヘラケズリ。l勺巾けヂ。  7．5Yl（％橙   

18  ニー二師岩罠 坪  約％覿府  岩紺青二う．111径1（ト1  休部からIl  にかけてゆるやかに内的する。外了仙腐潮ヨ  胎二L砂料を含む。矧戊普通。  
＝り‾デ、休  ヘラケズリ。内側けヂ   7．5YIそ％にぷい橙   

川  二日舶用．坪  約％残存  拙冨3．′11：」径（川．  休部からl】  にかけてゆるやかに内湾する。外剛】緑部ヨ  胎土砂粒を含む。触或良女r。  

ヘラケズリ。内面jコナデ   7．5YIミ％にぷいf指   

20  土「紳岩持 杯  約％班〟  拙絹（3．2）ll径    にかけてi9）るやかに内湾する。外的‖：l縁郡ヨ  胎二l二砂粕をあまり含まず緻  

10．G   コナヂ、休部ヘラケズリの後ヘラナデ。l畑面ナデ。  密。焼成叔好。75Ylそ％褐   

21  ニl二伸県 杯  約％班府  岩＝一占3．2口径（10．  イ村耶からlTト酎こかけてゆるやかに1句湾する。外面lコ縁部ヨ   胎二l二砂粒をあまり合法ず緻  

2）   コナデ、休部ヘラケズリの後ミガこ1二。内耐ヨコナデ  軋焼成良好。5Ylく％橙   

四  二L師米持 杯  約％現存  脱硝2．8口径（10．  イ州iからl二順にかけてゆるやかに内湾する。外巾‖：】線部ヨ   胎土砂粒を少出合む。焼成  

0）   コナデ、休朝  ；ヘラケズリが捌かく入念。lノ州けデ。   1封f。7．5YIく％にぷい褐   

四  ニ上帥器 杯  約％烈詔  服打砕．211径（11．  l個は如く州lける。外面＝緑部ヨコナデ、休珊ヘラケズ   胎土砂粒を含む。焼成良好。  

8）   リ。両軸「腐紺粧ココナデ休部ナヂ  7．5YI～％にぷい橙   

24  」二日l冊昆 杯  約ガ戟〟  拙甘い．2ll径（12．  l】縁郡と休瑠  ；を稜組で両す。lてl縁榊は強く外反してりりく。  肋土砂粒を少封含む。焼成  

州帥1綾部ヨコリ‾デ、休珊ヘラケズリ。内面l二1緑部ヨコナ  

デ、休部ナデ。  

四  ニl二師器 坪  約％域存  拙㍍3．511径（11．  ＝縁部と体昂  ほ稜線で回す。l二l縁部はやや内洒し楼を有す。  胎⊥砂粒を含む。焼†椚午j通。  

0）   外拍＝1線部ヨ＝けデ休部ヘラケズリ。内面l磯部ヨコナデ、  
休部ナデ 

26  須敵船 j不  約％現存  湘砧3．‘1日祥（10．  底部は上げ正  宅鮒妹。l二1縁珊はわずかに外反して立ち＿l二がる。  仔i土わずかに砂粒を含む。  

n）底径（′1．（i）   外面ロク‖燕  ▲．形、底部回転ヘラケズリ。l人価ロクlコ燕形  焼成普通 5YIく％灰自   

田  須恵出 井蓋  約％域〟  拙高2．71l径（10．  大井榔皿牒るやかに捌lルポタン状のつ止みが付く。口緑   Jげi土長れ、石其等を含み桝  

2）   部は外反気味  

ク亘楷形、大  

口鮒杉ナデ。   

28  須恵湘 杯詰   約％戟存  ㍍＝！＝2．5）l二1律  天井珊吊側めでゆるやかに捌＝する。口縁部は強く外反し   肝J二砂粒を含み松子糾い。  

（1n．7）   て、はぼ水井  

ロ雅形ナデ。   

Ⅰ王▼2琴柱居 山土二＝醐肱雛衷 （l封7、PL．39）  

番号  種類・機種  残存状態    十測地（cllり   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   脂土・焼成・色調   

ロ  土師灘≠ 坪  約％残存  湘    休部からl偶にかけてゆるやかに内湾する。外面＝緑部ヨ  胎二I二砂枇を含む。触釦t早通。  

0）  コソ‾デ、休部ヘラケズl勺抽iヨニけデ。   7．5YIそ％にぷい侍   

田  二1淵柚墨．咋  約％班存  拙  高3．馴l径（ト1，  休部から11捌こかけてゆるやかに内約する。外面∩縁部ヨ  胎土砂耕を含む。触釦l午軋  

コナデ、休部ヘラケズリ。内面ナデ   5Yli％橙   

ノブニ▲   



1ト3号住居＋出土ニヒ鼎観察表 （図12、1）Ⅰノ．39）  

番号  種類・機種  残存状態  計測地（cnl）   着岸形の特徴 外面・内面調整 文様 そのイ也   脂土・焼成・色調   
ロ  須止（骨㍑ 煙  口縁邦の一部  器高不明11径（17．  l二】緑部は弧く外反する。外面Il嶽部ロタロ膳形ナデ、一冊；  胎二卜砂粒空きJ  辻を含み緻密。  

のみ班存  2）底径不明   にI三‡然和がかかる。l軸両日嶽珊ロクロ雅形リープ。   焼ノ別封子硬‡  守。7．5Yタr灰Ⅰ工】   

2  Ⅰ．朝潮壬 杯  約％残存  岩謹高：う．7口径（13．  休部から＝屑にかけてゆるやかに内湾する。外面n縁部ヨ  胎土砂粒を．  含み緻密。抑或  

0）   コナデ、休珊ヘラケズリ。内面勺コナデ。   J辻好。7．5Yl〈％にぷい椅   

田  土rii冊㍑ 杯  約％残存  冊高不り川l径（12．  休部から口層にかけてゆるやかに内湾する。外面ll縁部ヨ  胎ごl二砂粒を多めに含む。焼  

8）   コナデ、休部ヘラケズリ。内面ヨコナデ   成J辻好。51′  

ロ  土師附 坪  完形   崇嗣も3．1l二】径10．7  ほぼ二、】く坦な底部から休部はゆるやかにlパ消して立ち．卜がる。  胎二上砂粒婁  

外面Il嶽耶ヨコナデ、休部ヘラケズリ。l甘面ヨコナナ。  焼成やや不  

1ト′1号住居 Fll土二＝甘観察表 （図10・11、1）L．3り‥10）  

番号  種類・機種  残存状態  計測地（cm）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   脂土・焼成・色調   

ロ  土師拙 鯉  ＿上井郡残存  邪苗不明＝径23．2  胴」二部がやや脹り、11縁郡は畑く外反して閃く。外面l1緑  胎ニ】1砂粒を含む。焼J椚午通。  

底径不l刑   部ヨコナデ、胴部斜位のヘラケズリ。l斗面l腐潮ヨコリーデ、  

川哨けデ。   

2  ニ1：帥器 鄭  上j出てIi残存口  湘高不り＝1径22．2  川1上部がややづj量り、It縁部は急激に外届して閃く。外面口  胎二上砂粒を含む。焼成普通。  

縁組％欠損  底径不明   縁部ヨコナデ、胴上井朝斜位のへラケズリ、川・r卜叩椰縦位  

のヘラケズリ。内■l仙川軌邪ヨコナデ、胴潮不規則ソル」のへ  

ラナデ。   
田  二l∴rii】i器 班  底翻のみ火脚  器高不明口径22．l  服りがなく1Iti線的な胴部から口縁郡がi9）るやかに外反して  肋土粧子粗い砂粒を含む。  

底径不明   聞く。外的＝l嫁部ヨコナデ、胴部縦枠のへラケズリ。内面  焼成やや不」辻。7．5Ylく％浅  

l二】緑部三にり－デ、胴耶描側のナデ、輸机み廉残る。   胡橙   

ロ  土師緋 鯉  ▼ト半部残存  器高不り川】径22∴i  川・脚；はほぼ頂線的。ll縁郡は外反して聞く。外面Il縁部ヨ  肋二】二拙かな砂粒を含む。焼  

底径不明   コナデ、胴邦縦位のヘラケズリ。内面I：1縁部ヨコナデ、胴  

部ヘラケズリの後ナデ。   

5  ニⅠ：帥器 鯉  土牛部戟存  湘南不り川二1径23．バ  胴上部がやや弱毒り、l】緑部は怖く仙1】lし外反気味にl川く。  胎ニヒ砂粒を含む。焼成普通。  

底径不明   外的‥闇潮ヨコナデ、朋上部構樟～斜位のヘラケズリ、胴  

ド杵邪縦位のヘラケズリ。付面二l縁部≡にけデ胴郡不規則  

ノJJ「†】のヘラナデ。   

n  土机刷ヰ1職  胴部の一部の  拙高不明ll径不l刑  胴卜部がゆるやかに張る。外面胴土牛珊斜位のヘラケズリ、  胎二1二砂粒を含む。焼成う聖）迅。  

み現存   底径（10．8）   川す下半郡縦位のヘラケズリ。内面胴上半は斜位、【lご判よ縦  

位にヘラケズリの後ヘラミガキ。   

7  ニ1刑潮手 鯉  l二1縁～胴上郡  現高不り虹1径（2l．  胴部張りが強く、鮒邪でくの判こ仙…し、l二】緑は直鯨的に  肝止tf共裏母等の粗い砂粒  

班存   5）底径叶≠   聞く。外的＝二I綾部ヨコナデ、胴上部縦イ加〕ヘラケズリの後  を多量に含む。焼成良好。  

一部に附加）ヘラミガ軋。困削＝縁邦ヨコナデ胴部イ、規員lり  

ノル」のナデ。   

8  二Lnil闇：魂  口緑～胴．卜部  拙高不り川ニト径（2l．  胴抑制往が弱く、酢祁で急にl招き、l二l縁は直線的。外面‾】  胎二1二細かな砂粒を含む。焼  

残存   2）底径不明   縁郡≡にけデ、胴上井郡植付～斜位のヘラケズリ。州伸二1  

縁部ヨコナデ、胴．ヒ牛部ヘラケズリの後ナデ   

ロ  二Ⅲ帖侶杯  lTl縁～休部の  損高不】州1径（l：う．  休部はゆるやかにlノ」消し立ら卜がる。外面忙l緑部ヨコナデ、  胎土砂粒を含む。焼成普通。  

一郎残存   休部ヘラケズリ。内的＝l縁榔ヨコナデ、休部ナデ。   5Yli％橙   

1ト据立柱建物跡 ‖トト二】二器観察表 （図15、1〕Ⅰ．．′11）  

番号  種類・機種  残存状態    十測地（cnl）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調   

l  ニl二師器 坪  約％残存  器  1‡i不り川て1径（10．  休部から口屑にかけてゆるやかに内約する。外的‥1縁郡ヨ  胎」二砂粒を含みやや組子粗  

コナヂ、イ仰lくヘラケズリ。内面ヨコナデ。   い。焼成普）適。5Ylミ％橙   

1シ∵＝帥郡・須恵損律申新明J≠－トニl淵拘腰表 （l父】25～27、1）Iノ．‘11～‘13）  

番号  種類・機種  残存状態  計測地（cm）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調   
口  須魁狛 犬鯉  約％残存  拙高（小l．4）I1径  肩部が脹り頚部で弥く外反する。l二l縁部は直線的lこ聞き稜  肋土長石彗・の砂粒を少：量含  

（25．7）   によってlI層が作川される。底部はゆるやかな丸底。外面  
l二磯部はヨコナデ、緋な脚描の波状又が－・条巡る。川・榔平  

行組の岬l】、櫛描又が水平に3粂巡る。州rI汗卜線酢ヨコナ  

デ、胴部はl司心、」りの叩目   

田  土師湘寸捏ね  はぼ完形  器ホ‘Ji：う．5l催‘l．朝宅  外面ナデ及び榊叩さえ、底部に木射J‡残る。内抽けヂ及び  胎」二粗い砂枇を含む。焼成  

ミニナ」．ア  律′1．（；   指押さえ。   1邪払5Ylく％にぷい橙   

．？．？   



番号  椎葉貞・機種  残存状態  計測地（cnl）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他  胎土・焼成・色調   
3  ニ巨帥器J不  約％賊存  惧高不‖川：1径（】2．  体  部からIl層にかけてゆるやかに内湾する。外巾‖】緑部ヨ  胎二卜砂粒毀母をわずかに含  

0）   コナデ、休部ヘラケズリ。l人州iヨコナデ。  む。焼成普j通。10YIく％典侍   

ロ  須恵冊＋杯  約％残存  器詩チ占3．・1l】径10．パ  底  部は概がlそ批休部からl】屑は直線的で外傾して聞く。  胎斗．微砂粒を多く含む。焼  

底律7．リ   外面ロク亘橙形ナデの後に底部ヘラケズリ。lノ州1りクロ賂  
形ナデ。  

巳  須恵拙＋坪  約％残存  狛牒封．引二l径（10．  底部iよやや丸底気味。休部からll層にかけてやや内約して   胎ニヒ微砂粒を含む。帆釦1㌢  

0）   立ち←l∴がる。外面休潮ロク亘腋形ナヂ、砥部ヘラ切りの後  

ヘラケズリ。内面ロクロ矩形ナデ。  

6  須旭（拙 杯蓋  l：l縁鄭を欠く  郡市イくり川ト径不明  ほ  ぼ水さlくな天井部からl：】層へゆるやかに屈曲する。乳房状  胎二1二砂粒を少〕lヒ含む。焼成  

のつまみが付く。外面ロク叶楷形ナデ、－・部に自然石和が  

かかる。内的iロク‖脛形ナデ。  

ロ  須恵冊 押詰  約％残存  著鋸宕1くりj＝径（11．  低  めの天井部からl少るやかに紬IIルて口抑こいたり、つま  肝J二微小な砂粒をわずかに  

ノ1）   み  川した如い返りがイ、J■く。外面＝縁朝出ク亘鮨形ナデ、天  食む。助鋸lキ適。外面7．51′  

外部回≠ヘラケズリ、一部にl′l然和がかかる。州＝一丁タロ  

堂形ナデ。  

8  芽i恵湘i不蓋  約％残存  据高不り川l径（1二i．  ほ  ぼ水二、】∠な天井部からゆるやかに手鞠11ル、l】緑部は外反し  JげJ二長石i微粒をわずかに含  

3）   て  iHく。如い返りが付く。つまみ欠批外面口縁郡†二Jタロ  む。焼J勅封r秋欝。7．5Yタイ  

准形ナデ、大州伸一他ミへラケズリ。1ノ、佃恒タロ腰形ナデ。   灰   

田  須旭誹壬1不藍  約％残存  拙砧不明l1径（10．  天  非部からやや的l…して日掛■耶に至り、Il緑部はわずかに  胎二1二微小な砂粒、長れ、イf  

6）   外  反して閃く。卜】組付川＝こは如い返りが付く。つ渡み欠損。  共をわずかに含む。炊J釦l午  

外ir】＝」緑部ロクー半値形ナデ、人ノト部l・11裾ヘラケズリ。内面  

ロク「欄紺ゎーデ。  

田  二1二刑闇 建  約％域存  器高32．7口径（23．  胴  斗潮がややリJ量り、l1縁部は椚線的に外反して閃く。外  肋二卜砂粒をやや多く含む。  

2）底径（ニi．6）   而  

1」   

円  土師容 攣  口緑～胴部－▲  器前不明lI径20．8  胴  ＝郡カて張り、ゆるやかに湾州して野椰に至り、如く直線  昭二卜砂粒を多めに含む。焼  
榊残存   底祥不明   的  

横  

ケ   

12  」二榔岩持 建  l1練～胴＿卜郡  出端不明l】径2（）．8  胴  部桐‘l潮！的。Il綾部は外反して聞く。外面獅部を横位の  胎」二砂粒を含む。焼成う1隼通  

の約％残存  底径不明   6  

位   

13  二‖抽出 雉  約％戟存  岩き汀い6．4「卜径15．′1  胴  郡は九蘭虻持って張り、」」緑部は外反してIjHく。J血判＝ま  肋土砂粒を含む。焼†射l？j通。  

底径7．2   低  

ズ  

底予  

胴←   

‖  須恵冊  長  l－闇i部約％域  湘砧不明旧径（1（）．  行石 J■  

野瀧   〟   7）底径不明  巴  

械の凹線がニi条巡る。外面nク亘橙形ナデ。伽両ロク  

団   

田  土日冊浮 城  約％残存  据㍍（う．71「】径（！）．5）  ほぼ平らな底榔からゆるやかに内約して立ち上がる。外面   胎二日沙粒を含む。焼成うl午j通。  

底称l．7   口．  川YI〈％浅班橙   

リ。   

16  須恵拙＋摸鼎  胴部約％班〟  拙稿、11径、底径、  野l部からゆるやかに汚曲してほぼ平らな胴部側面王室る。   胎土粒子の糾い砂粒をわず  

とも不明   胴部外面lつク片肺形ヘラケズリの後砕いナデ、矧珊は接合   かに含む。焼成良抑硬質。  

後  ロクロ便川のナデ。胴部再伸匝クロ姫桝旨動こよるナデ。  7．5Y％灰   

田  須恵冊 高林  脚裾部、l二l縁  岩浮高9．別：】径2：i．5  叶i  部は浅く）l夫らな底部から湾‖！ルてl」縁部が立ち上がる。  胎二1二砂粒を少さIi：含む。焼成  

の一部欠椚  底径（12．8）   I膵引こ門くら。脚珊はゆるやかに外反して開く。外巾汀】緑部   吾適、惟化椚7．5YIく％りj褐  

ロ  

形－  

向－   

18  須旭鋸 高林  肌椰欠捌  酢1●Ji不l州】径（25．  浅いJ相‡iの底†仙制作緑的に逆ハのご子：にIjりき、口線榔は短く   肋⊥砂粋をあまり合法ない。  

8）底径不りJ   加  

団   

川  須恵湘 南杯  lト緑及び脚部  器高川．封：1径2右8  坪ざ  耶は伐く、ほぼ二、ドらな底郡からゆるやかに汚曲して口緑  肋⊥砂粒をわずかに含む。  

ー・榔欠損  底径（12．0）   郡が二～7ら．卜がる。l膵引こ川（ら。脚部はゆるやかに外反して   焼成不良軟質、健化刺5Y％  

俳j  

リ。  

面イ   

．■〃   



番号  種類・機種  残存状態  計測地（cm）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調   

20  牙i恵岩持 盤？  約％残存  湘高不り‖l径（20．  休部はゆるやかに酒仙してl腐珊iよ短くノバ川1ルてll！！二線的に  胎二ll微小な砂柑を含む。焼  

5）底祥イ叩J   閃く。休珊と口縁珊は凹線によってi山iされる。外rn‖：l縁部  

ロクロ楷形ナデ、休部回転へラケズリ。内面l二】縁部ロタロ  

壮形ナデ。底面回転ヘラナデ。   

22  親鳥用是i甘杯  脚恥部及びl】  湘高不り＝：】径（26．  林部は浅く、ほぼ1l（らな底部からl腐潮が加曲して外反気  肋．・】二砂粒を含む。焼†裁不JL  

縁の約％欠損  6）底祥不明   昧に立ち．卜がる。脚部はゆるやかに外的して榊く。外面口  

緑部ロク項植形ナデの後、底部回転ヘラケズラケズリ、脚  

郡ロクり鼎形ナデ。l月面林部剥落して不明齢、脚郡ロタロ  

燕形ナデ。   

四  須恵湘 南杯  l】縁の一部及  郡商不明l】径2」．2  林部はは【£ヤらなJ舟「祓、らゆるやかに汚粧して立ち上がる。  胎二l二拙かな砂粒、石其、長  

び脚部l：1屑を  底径不lリ】   脚部は外的してl非jく。外面＝緑珊ロタロ脛形ナデの後、底  れを含む。焼成やや不良。  

欠椚  部l叶転ヘラケズリ、脚部ロク‖鮨形ナデ。】ノ細江磯冊ロク  

り脆形ナデ、底剖附け・デ、脚部Hクロ楷形ナデ。   

四  須恵器 雛  口縁から胴榔  現高不明↑l径15．  l】緑は外反して如く立ち上がる。川哨iは111位で大きく張る。  胎ニー二拙かな砂粒をやや多く  

にかけて約％  7底径不明   外耐二】緑糊口タロ亜形ナデ、胴部構位のヘラナデの後、斯  含む。焼成良好、硬質。7．  

域〟  耶に縦枠のヘラナデ。内的‖丁儀部ナデ、胴部へラナデ。  5Y舛灰   

25  須止（器 班  吊珊から胴下  船端、＝径、底祥  肩部がやや購る。外面胴上半郡は枕位のナデによってlり」き  肋二1二鮒かな砂粒を少吊含  

郡にかけて約  とも不明   【lを椚す、川・‖ごjl撒くは格子状の叩き【圭一を域す。内面一椰に  む。焼成良好。5Yライ灰  

％現存  1甘心llJ文の当てH漬が班る、胴上井部は横位のヘラナデ、  

ド‡空欄iは不規則方l「りのへラナデ。   

26  須テぶ附 横瓶  約％残存  損商26．31二l径（12．  日録は如く外反して立ち上がる。胴部は俵形を呈す。lノ渦i  胎土砂粒を多二jltに含む。焼  

l‾1縁郡ヨコナデ、胴部平行線の叩き目、川l榔小火寄りに縦  

位の脚描文を数粂施す。窯壁の一部が付着。l甘面tl縁郡ヨ  

コナデ、胴珊胴几、＝文の当てまさ痕。   

田  須恵器 機瓶  約％残存＝屑  拙高、I二雌、底径  矧郡はゆるやかに外皮して口緑に至る。外拍‖コ野榔ロクロ  胎ニヒ砂粒をあまり含まず緻  

部を欠く   とも不りJ   燕形ナデ、川明くj】イ行線のlり」き仁lが残る。「慨潮ロタロ堆形  密。焼成良好、硬質。51′舛  

ナデ、胴珊叶L、lり文の当て貞痛がナデによって磨り附され  

不l州軋   

28  須恵器 鯉  口頸部は一郎  出高31．7 口径  肩部がやや張り、捌榔で強く外反して日稼が大きく聞く。  胎二1二砂粒をあまり含まず緻  

班存、胴部は  （17．7）   外面口縁珊ヨコナデ、川哨くはγ打線の叩きl‡lが域る、胴上  密。柳城良好。7．5Yタr灰仁I  

約％欠損  井部には櫛掃■lき文が教条巡る。lパ拍＝1縁部ヨコナデ、川t榔  

にはl叶L、＝文の当てま1痕が残る。   

衷ニ1：出土二l二拙観察衷 （図34、1）L．′13）  

番号  種類・機種  残存状態  計測地（cm）   器形の特徴 外面・内面調整 文様 その他   胎土・焼成・色調  

須恵根 城  l二：】緑及び高子㌻  岩糾▲清．31Tl径13．2  休部はゆるやかに紬…してう一エち上がり、l－1緑郡でわずかに  胎二l：砂粒をわずかに含む。  

の一部欠損  底律8．5   外反する。外面‖クロ無形ナデ、底部に回転糸きり痕を班  焼成良好  

し、高ハ部接合後再びロクロによる調脾を放す。内面ロク  

口鰹形ナデ。   

石 器   

1ト1号乱闘Ii土石拙観察表 順】5、1）Ⅰノ．38）  

番・け  相  好亘  ＝土位一言  域〟状態   計洲地（m】）   イ7  質   特 徴 ・ そ の 他   

10  凹イニi   柱穴覆土小   完形   J蓬1Ll晰7．3厚5．0  表面は磨かれており、小孔が穿たれる。上下端  

摘552g   には敲打娘があるが、風化して不F州窟。   

lト3号住楢川土石湘観察表（図12、1）I」．39）  

現存状態   桁丹  柳  敷  ～ll二l二位ir一；】l  計測地（川1）   イr  質   特 徴 ・ そ の 他   

台石   捜」二小   上端郡欠損  残存艮19．0晰16．（i  
厚5．9痛17′15g   

ロ  打製イ「斧  杵穴榎二川】  完形   J蓬19．‘1晰（；．8厚2」i  やや胤杉を占け。縁辺は糾かな肌雅が施される。  

沌282g   珊育＝こ一部焼石面を班す。   

．ヲ5   



Ⅰト′l号住居山ニヒ石拙観察表（図11、1）Ⅰノ．39，′10）  

番号  榔  剰    11土佐椚   班〟状態   計測地（c‖）   れ  質   特 徴 ・ そ の 他   

田  紡錘車   昧面  完形   掛1．2厚1．5内径〔ト1  桝仙台形状をjiとす。   

拍朋．触   

献れ   脹  妹甘蝕）」う晰6．9  安‥ば；・   表面は脈かれて平滑。擦痕がある。   

土   酢1．0さ托508だ  

Ⅰ）－1号炭黒川土石調観察表（図34、1）Ⅰ一．∠13）  

番号  争  鼎  出土樟椚   班存状態   計測地（c川）   鱈   特 徴 ・ そ の 他   

わ‡  か針山し郡粗  完形   長18．‘＝p7．り3．‘1厚2．′l  安‥は  胡   偏さI乙な河〃；江lを利川し、表毎面とも磨かれて〕】く  

ニ上申  琉1651g  椚。   

lト3号成熟lH二石肌観察表（図34、Ⅰ）Ⅰ．．′13）  

宿号  事  矧  川土位  臼   班存状態   計測地（n11）   イf  質   特 徴 ・ そ の 他   

砥イ  かき出し  腰  ほぼ読形   ぷ～）．（＝妬i2．一1厚3．り  凝灰キ1ナ   l面に擦りりノりによる切断の狼跡を残し。他：i  

二1二項  招‖触  削がイ則Iはれている。   

迫矧制圧t二石船観察表（図6（）、1）Ⅰノ．朋）  

番号  和  頚  出土樟椚   班〟状態   詰†洲仁地（c川）   イf  質   特 徴 ・ そ の 他   

ロ  打製れ斧  I）－2持上1二坑  上期郡欠根  良16．6ゆ郁．6厚2．1  安‥げ‡   如111恍滝里し、背面に頂石面せ働す。側縁は雄  

殿二l二  拍260g  な朋雅。   

l  打製イr芹  Ⅰ卜22号二11坑  上端郡欠損  長1（；7．5晰10．1厚2．5  安Ilげ㌻   晰はで鮒、ドな形状を里す。刃珊は剥離の後椚き  

殿上  拍′186g  を施す。   

l  打製れ芹片  Iト20iヨ・二11坑  長 幅－Jリー   粘似キーナ   仙川痕が認められず、製作小の欠すは1／沃考えら  

を髭ニ1二   れる。   
ロ  三／服ii状石湘  ∧・2号二卜坑覆  完形   J長7．7幅6．2悍‘l．7  棋色安山岩  ニけ而の一部と腹面に頂れ面を班す。寸づまりの  

」二  †代2車1g  例人を占け。底耐こ牧川根は認められない。   

剥片   Ⅰト′1号二仁坑  長7．1晰2．（）悍0．6  安‥郁・   l■棚rj緑に不規則な調樅を施し刃部を作糾してい  

覆二1二  拍l厘  る。リタッチドフレーク。   

剥片   Ⅰ）6iヨ・二1二坑  長′1．8帖5．5厚2．り  銀色安山岩  人きめの刺附こよって形を整えている。れ拙珠  

殿上  恥16g  矧1■■■か。   

ロ  刺片   Ⅰト2一号土坑  J逼‘1．6斬証．1厚1．2  銀色安‥刷▲  細部調堆はなく、拙部に班川漬が認められる。  

視土  拍2鞄  ユーテイライズドフレーク   

遺構外出ニー二石闇撒離資長（恒7′1，75、1〕Ⅰノ．d7、‘18）  

番号  柳  熱  出二日韮椚   班〟状態   計洲仁地（cm）   イf  質   特 徴 ・ そ の 他   

ロ  イf析   ∧013グリッ  完形   良10．1晰3．5JリlJi  銀色安山岩  形の酪った木葉形を足す。†■t州J緑の調堆は衷仙  

1◆  用38．1日  は甜lかな連続別離、班而はやや大きめの剥離に  

よる。   

2  イニi析   八＼′12グリッ  －1Ⅷ侶肛欠牲  残存Ji∬．2幅2」う   チャート   形の酪った木葉形を占！す、やや小型の尖灯は持。  

1十  厚1．0二巾11．紬  両側縁とも抑かな調鮨が施されるが、節削が糾  

いため階段状剥離が【‡1立つ。   

巴  劉ノ1‘   Atl・12グリッ  完形   長2．（i附2．4厚l．l  ナヤート   7両極技汰による剥離狼を有する剥片。形状はピ  

1◆  摘7．（短  エスエスキーユに似るが、仙川による潰れはな  

い。   

ロ  ホ鉄   lI・＝23ブリット  完形   長3．（う幅1．（）脚）．5  チャート   やや釧身で基部に映りが入る掴基のイほ族。側線  

拍2．7だ  は辿銃剣離によって釧かい嗣姫が施される。   

了：f鉄   ⅠIr23グリッ  死期部及び脚部  長1．（）晰1．＝■メ0∴i  ま榊〃イ「   基部の扶りが深い小判の無茎イf鉄。両側経とも  

ト   欠捌   誼0．厘  非′．常に拙かい調燕が施される。   

6  了i鉄   Fl）2ブリット  完形   良2．7晰1．8握り∴l  緋柚佑＝   ノ1ちざ盲  那がわずかに湾入する如基のれ鉄。側縁下葦  

爪1．こうだ  から脚部にかけて、ゆるやかに膨らみ丸みを楷  

びる。   

1i捗   lill11グリッ  脚部欠椚   艮2．6晰1．5厚（）Ji  仁「色ナヤート    りが深く、J逼めの脚をイ了する無其れ鉄。  

1◆  爪0．7日  佃  附こ封＝かい調盤によって作Ⅲされる。   

8  れ蝕   h′Ⅰブリット  完形   J．量2．1鋸トl厚0．Jl  棋刷れ   基．  ずかに湾入する小型の無業のれ銑。両  

痛0．触  佃稼がわずかに膨らむ。   

、フ6   



班存状俵   番号  伸  廟  出二日宜閏  計測地（川】）   イi 朋   特 徴 ・ そ の 他   
9  れ鉄   表ニ】1   完形   長2．5晰l．5悍（ト1  

頂1．2g   

10  ／行路   表土   完形   J量2．9晰1．5〃0．5  北部がわずかに湾入する小型の無題の了イ弘。†ilり  

爪1．7g   側縁は閃隔の空いた、やや大きめの剥離によっ  

て鋸南状を墨する。   

削告   ∧11・・17グリッ  下端部欠損  班〟長lニi．0中郡．l  貿砦   構最の剥片を使川。∠．ミ側線はl…隔の空！いた大き  

Jソト1す仰5g  めの剥離によって調燕。   
12  削損   衷ニ1∴   完形   J．を10．1晰5．G〃1．8  構長の剥片を似り】J。右側縁は大きな剥離で拙く、  

用72g   ノⅠ三側線は不規則な拙かい剥離で刑姫。   

13  削拙   Il）－13グリッ  完形   艮10．9幅5．4Jリ2．3  i‡けテ   三l湖憫帥祀沫洲臓に不規則な大きい剥離によっ  

1◆  沌‖鞄  て刃部を作F1i。   

‖  三西経状有職  I」グリット  ．t二淵の－・郡欠拙  長11．2中郡．8Jリ4．4  四面に頂石面を残す。仙緑に鮒かい綱脾を施す。  

爪：う32g   イ川＝緑は敲打による潰れが著：しい。   

15  打製石斧  ∧l）－15グリッ  完形   J．量（；．9晰3．7〃2．2  安Ill岩   如冊形せした小判の打製石斧。減価に腫ホ面を  

1◆  浦101g  班す。   

田  fr製才：i斧  Ig－5グリット  完形   J．量8．‘1晰5．3悍l．8  

拍101g   

削拙   L卜15グリッ  完形   良8．1晰・量．2〃1．3  描色安山岩  表面に一部原イ榊rを残す。左側縁は冊脂の空い  

†十  j祢15g  た大きめの剥離による刑場で釧歯状を畳する。  

イ刷り緑は憫埠な調脆を施す   

18  購製れ斧  袈二1二   上期．椰のみ班存  班存長8．日脚5．5  蛇紋寺l： 側線i封掛目による調鼎の後磨きによって腰形さ  

捏3．1j丘223g   れる。   

用  打製才l斧  八s＝12グリッ  完形   長10．！）晰・1．8付目1  安山二ll†   如11け形をした小型の打製イニi斧。やや身曲。阿州  

拍102g  な側縁及び刃部調楷を施す。   

20  1‘】■製れ芹  Cブリット  約％班存   班〟長！）．5隔日Ji  勃Il岩   分銅型をした身〃の打製イニ併。   

厚：i．5拍269g  

四  打製れ芹  衷二1二   完形   J．童lり．2晰軋6Jリ3．り  臓形をした大～【lまの打製イイ芹。表面、班面とも－  

誼826g   部に原才1面を班す。側縁の決りは敲打による調  

鼎で潰れが著しい。   

四  打製わ芹  Ⅰ）tl18グリッ  完形   長17．2晰＝＝車．1  安‥ば子   膜形のj‘j■製石斧。表面に蟻江川1iを残し、側縁を  

拍5（軸  わずかにれ－ち欠いて作られている。   

23  打製れ斧  表土   上拙から左側縁  班〟長1：i．‘1附7．（；  安山キー‡   臓形の打製ホ斧。表面に原才識rl値域し、川縁を  

の絢％欠損  J■ノ2．2拍川3f；  ごくわずか打ち欠いて作られている。   

刺片   八s・17グリッ  最7．′l晰り．6〃1．7  下拙に仙川痕があり、掻鋸として倣われたか。   

†◆  〕托63g   

25  打製れ斧  表土   刃郡の一部欠拙  長1二i．5班〟㈲12．0  表面に頂石仙を残す。やや身泄の分別≠ち■1の打型  

Jノ封．9肛う21g   れ芹。扶り珊は入念に作られ、潰れが著しい。   

26  打製れ斧  Ⅰミグリット  完形   良15．0幅5∴うノ！ノ2．5  寂面に棋（イ浦値域す。鋸冊形の打製れ斧。   

拍2′17g   

礫湘   Av15グリッ  ート描iの一部を欠いて、刃部を作Hしている。   

損   J■ノ3．8j11543だ   

28  lリl石   Jo6グリット  完形   J逼12．り晰10．5メゾ6．7  河〟；托ほ利川。射rfiに小孔を2佃穿つ。   

拍（）鋸g   

．？7   
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八  

◎）   

1Pr盲伏捏他 心Ii含む砂T′＝二。  

2J大国色 ′＼ゝ1！純†M。  

3 紺色 八トC柏を多仙こ合む。わ▲ノーかに  

ド．＝．柏を合わ。しまりよくれl一  

什ある。こ川川こ（矧州るく、やや  

紗軋  
t j塊槻色 相色．卜に＝－ム†、1がび用三。心C  

柏を含む。し渡りゆるい。＝Mり  
山C拉を拝ま小一。  

5 緑地 法色川がクトびJ試己人1二。  

6 一冊甘色＋淡色照ポク巨と川色．h机佑佑  

や1■，砂アi。  

7 椚苗机色＋椙色土に‖】、拍、‖一人ノ  
＝ツクがIl川◆。  

8 晴朗帰山 捏さ色土中に＝一人拍がI、獄l】上  

作。∧㌣u甘合わ  

9 昭対地 拒ま色目一に少＝の州色．卜がiJ£  

／l■。‖－ム拍を合わ。  

1（l醗鵡川仇廿把．上、机色卜、lトムの混  
れl・。  

】】昭J火捏他 力ーノド粧卜。  

り－1主音住／．i；カマド  

1畔川池 川ポク仁l一休。F－1｝．含む。  

2 好雄j色】り、！バク．川一にわ・差かにカー、ノド事，l，  

しが肌汀！．。Ill．合む。2′什車用，  

卜の合′り11が多い。2′′†佃Jrq．ソトj  
叫；しゝ。  

0  

3 照捏‡色iJずかに兢卜打と′1くい、二′亀■合  

む。  
】相価明色 メ虹L化したカ・、′ド柑】卜がl  

休巨粧伸輔亘  
5 町跡〃拙 カマド†か上が巨什で－・紬一‖  

化。執伸輔い。班廿プrりクん  

合む。  
6 り川拍 褐色二Lと力1′ド机上の別号i。少  

J■tの焼l．拍1′合む。  

7 川対地 対抽・1∵、黒色I、カマドf．｝一l  

焼⊥拍の混〟十 7′万＝川1一トの  

け川1tが少なし－。  

8 L甘亦机色攫沌．上とカ∵ド粘土の混欄  
】．。一部仇川二。精件ある。  

†）亦対ユ色 牲化した机上が＝杭  

10 好捕抽 わ池・上とカ㍉′ド船上、焼上村の  

日用三t・。少！■tの川色．1・を合わ。  
l】法†J池 淡也鮎1さクト‡．牲。わすかに琉  

上柁を合む。しよりない。  
12 昭押さ也i炎色鮎ドク！と．一事t也▼卜のIj拍  

卜。  
13 相聞明色 プ1池上と＝一人の混作l・。  

】l灯肌色，■i他・回一に・トノ、がプ‖ソク状  

に洪用■。  
15．1冊池 川色．L、＝一人、カマド村】上の  

混弟」－（  

4Ⅰ¶  

Ⅰう【1サ†抽；  

D－1弓住居カマド  

】町㈹仁乙 川色＿上と朗伏椚色粘土の臼川’。  

2 典伏舶（1カマド捏．上】潮。少眉の硯世  
卜がij用◆。  

3路陳情色 カマド粧IIJ休。  
l昭訪、ナi沌l椙色t．、カ、′ド粘寸、娩卜の  

iJ描こト。しよりない。  

伏明色右l弼腑し木の仙二落ら込む。  
州色  ∧sl‡、】l〉 を合む。  

昭親側 少Jltの∧s C拍左・合い。  

′ll用地 川パクトⅠ：tれ  

帆l咽他 州色上と褐色上び〕i】抽。少Ilt  

のドl）、八sC持合（∫。  

図4 B－1号住居およぴD－1号住居実測図  

イ／   



1 二軍岩〒コ＝  

□   0 9  

1）－1号住居   

図5 B－1号住居およびD→1号住居出土遺物  

イ2  



ト  】呵  
ト  

E－1け住居  

E－1号住席カマド  

1Ⅲ栂色 少ILtのカマド拙卜与■合～J。  

2淡槻色 演出則色カマド帖tと凋色1，の  

討川一I。〟i件ある。  
：iJ火亦君；也 カ、ノド軋卜‡，〈木。娩lを合‡J。  

l（．けi。  

l棋訪、褐色 机卜書立、閏色＝甘けの洪用◆t。  

†立J㌧拭くしまりなし－。  

5 梢捏さ色lト人、カてド拙l、焼卜の混  

／I－l。拙作あム  
h＋決棋胱色†、二√／・の如か小潮けlに蛸土拍  

をわずかに合む。しよりなし－⊂  

1火状ゾ）根付廿。  

1 伏栂色／＼、－1与純桐。  

2．1毒l色  ド．1）．拉、．・＼、C拉を多‖に合  

む。！美化物を合む。畑作ある。  

3吊机虻Il）．†．ヒ、八、Cfなを合む。二川き  
は也調やや好い。  

】i夫君ユ（（1槻也†リ‥にlI）拍、∧、C柏を  

i■雪い．  

5 日掴Ⅲ｝也 褐色l．とローム跡甘虹L．＼、  

C柏、伏化物、娩土刃悠・合IJ。  

川2．（；（）  

E－2り■†抽；  

図6 E－1号住居およぴE－2号住居実測図   
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l                                                                                                    l  1  ／  
■     F三≡三／J l‾■‾   ．．．＿＿＿l＝：‾■ －  

l    －、   ＿＿二  

L      、、くミ  

1  

28  

1三－1サ†i舟ト  
l三一2サ†＝蔓㌢  

図7 E－1号住居およびE－2号住居出土造物   
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l洩衿）色 砂1て。八s－1！を多J」tに合む。＝ナ1  

11色調暗い。  

2 伏褐色 ∧ト1！組付‡。  

こ！．I】他 】t｝．拉、八sいょを多ん＝こ食  

む。庚化物を合†∫。粘什ある。  
t 昭朋紬里 程抽ととロームの混≠土い恒  

Cf壱、班化物、机上薯・宣を食む。  

5 t晴阿山 ド．【〉．拉、∧sC†Jを合む。  

わIjl褐色l∫－ム柏を含む。しまりゆるく  
机門。  

7 f巧栂色 ＝一人拍：‡：休の日用■上。  

E－3ii住居カマド  

黒閏色 山一1iをわすかに合む。  

暗典出色 洩胡褐色力‾、′ド軋上巨休。  
硝訪三相色 カマド粘卜と班ヒの汎用◆ト。  
l職伏赤†肌色 掲也．巨、カーイド軋上、わと  

軋柚柚航 し渡りゆるい。  
5 昭赤禍色 焼二上が－ilトでカマド拙Iとil昌  

一】一。  
G【！綱川雄他カマ‖廿日．体。し注り拙  
作ある。  

7照代把1†＝淵木偏雄刊L董。  

8 E析出jfr！かマド机二卜と褐色ヒ姉佑佑  

）棋伏捏ユn 川褐色卜と仇土！、之がd～／I。㍑  

「＝くし止り（′い。ややれけJ。  

川 日月蕗？j抱 カマド紆十廿㍍鮎価抑－。  

0  1111  

図8 E－3号住居実測図  
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1車  

1酬万一rl砂㌢㌔心lほ多f■いこ合む。Ⅰ′か‡  
は色別招い。  

2 伏拒絶 八s昭斬れ  
3 黒色 1．l）．根∴ノh C拉を多目に合  
む。扶化物を合払パ甘酢あ左  

1好捕捏ユ仏 和色．卜と＝一人の洪招’卜。∴h  

C粧、班化物、焼⊥拉を含む。  

1【椚苗裾色．椎沌卜とり一人の訂川．上。  
＝一人プlトノクを含む。5′舟＝上色  

調やや垢し－。  

じ眉爪律也L L－ノ、プ＝ソクニi三体。  

E一車i住居カマド  

1棋鞘色ーげかに心】し＼ゝい壱を合む¢  
2沼拍伏柁色 所伏絶世け■、′ド鮎】・巨体。  

わずかに娩L才壱を食む。  

ニミ 吋川ユー与 力‾、′ドナ占】、祖仇fのさ昆／l◆L  
′境†プりノクぺ一合む。  

図9 E－4号住居実測図   
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10（、11l  

図10 E－4号住居出土遺物   
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l  

図12 E－3号住居出土遺物  
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図15 E一掘立柱建物跡出土遺物  
2  1  

0  。  ∂  

図14 B－1号古墳出土遺物  

イβ   



＼もく－－メ、、  

A′  1うノ   

1（軋0（〕  

図16 A－1号古墳墳丘図  
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16′仁50  

16くl．50  

0  1111  

図17 A－1号古墳1号石室展開図   
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0  1Ill  

図18 A－1号古墳2号石室展開図  
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0  1Ill   

図19 B－2号古墳実測図  
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1昭肌色 桝fl州gじり。  

2 撲伏褐色 ∧s】！純屑。  

二！州色  砂田。l】）．、八sCを合む。し  

まりある。  

】ナl、も捏ユ色 砂アi。レJ■かにFIJ．、八sCを  

含む。  

汗J用地．やや砂軋少Jltの掲色卜がぴ之鶴  

蛸槻色 棋褐色仁と典褐色．l．が混鶴  

川槻色 砂田．巨。しまりややある。  

川根色 やや砂‡一首。しまりあく，。  

昭典褐色 捏）色I∴ノ1t也－ヒ、＝－ノ、が混  

′量一。賢くしよる。  

l鞍  

＿旦1（；二i．Or）  

図20 B1号古墳墳丘図   
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川1．50  

図21 B－1号古墳石室展開図   
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図22 M－1号古墳墳丘図  
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図23 E－掘立柱建物跡実測図  
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0  1m  
図24 E一土師器・須恵器集中力所実測図  

l   

図25 E－土師器・須恵器集中力所出土遺物  
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図27 E土師器・須恵器集中力所出土遺物  
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A－  

9号溝  

J  

ld豆蔦O  17  20サ溝  
：  

1針サ溝  

L    ＝  
－  

桐．1  
二i（う 17：i（i  162‘‘1‘二導≠夢‾‾‾  

二う7  

図2815・16号満、満土層図、9号刊獣骨出土状態   
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】決褐色 砂田二巨。紺牛仁に似る。  

2 槻也  砂円期褐色川一にり－ムプ【Jノ  

クを含む。  

3 淡押さ色 砂田褐色二上中に少Jltの焼⊥拍を  

合む。3′伸ユ机上の合常北が多  

い。  
」略赤褐色 多月tの被熱煤化れ二tニプロノク  

を含む焼．1・。しまりない。  

5 訪㈹色 手綱摘†ヒ粘二tニプりツタと焼二1二化  

した砂田軌1二の打川■。5’／仰がぢれ  

た′感じ。  

6 淡褐色 決J火褐色軋上ブートノクを含む。  

7 棋色  やや砂門。炭化物を合むe わす  

かに塊土拉を食む。  

8 川村i也 砂留別色＿1：と机色巨、焼土が郎  

′1ニ。しまりない。  

9 月＝火槻色 燻j占師摘娘粧上。非渦に黒く  

しまる。  

10 閏色  砂椚粘即二l：。  

S  S  

図29 D－1号炭窯実測図  

Q  
、 

－－・ 、  

b  

〔ヲ  0  

一 ／  
＼＼－、／一卜  

1【l甜さ色 相作土混じり。班．巨を合わ。  

2 Ⅲ赤捏ユ色 目補色，】二と焼上の8川。J美化  

物ぺ′少J」t了†む。  

3 亦＃地 相丁・の緻密な抄アi粘二卜が娩L  

化。  
】拍赤がユ也 州火捏う也軋卜と兢ヒがIJ川■。  

＝い＝ヱ粧l．の洪イ‖ltが多しゝ。  

51甘赤紙色 くすんだ焼三上。  

6決曲伏硯把†、1イ・の緻密な抑火捏ユ（〔州i二1  

7 畔i訪ミ褐也  

8 淡l火栂色  

9 明赤褐色   

10 j里槻色  

11明亦祇椎  
12 日甘齢色   

14 蛸亦褐色   

15 暗褐色   

16   

汚れた畑土。班化物を食む。   

狭伏褐色粘．上が】：仇   

やや汚れた娩上。柏√拙くし  

まりない。  

棋也，－二と焼・t二、棋化物がぜ紬：。   

娩ニー．倒。やや杵／・¶い。  

精一上、娩二1■．、抜化物、伏等が？ーヱ  

l′lL   

褐色l二と横松硬化粘土、琉二上  

†丁こ1川■÷  

耕作とに似た砂田ヒ。わ‾すざかに  

焼．】二拉を含む。  

難色砂腎二上。  

2‖   

がト休。 t3亘二〕、－－－－ 、 ＿  

図30 E－1号炭窯実測図  
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－163．00  

21埼亦棋色 テ7jれた焼▲卜。しまりなく柔ら  

かい。  

3 机柑は潤色 汚れた焼＿】：と彼熱性化粘＿lニ  

プlコックを含む。しまりない。  

3′八りは砂粒を食む。3’1再は娩：と  

の汽車銅骨多い。  

1赤禍色 拍子の緻密な粧1二が琉土化。4′  

屑はあまり娩ニヒ化していない。  

披熱硬化粘二！ニブロックを含む。  

しまりない。8冊‡は庚化物を合  

む。  
9 掴灰褐色 粒子の緻密な砂田粕＿ヒ。  

10甜色  砂打＿1二。しまり粘性ややある。  

11J1！伏墨さ色 砂田。わずかに庚化物を食む。  

11′舟＝ま色調暗い。  

12 稲灰亦褐色 砂田。娩＿t：、炭化物を含む。  

12リ削ま塊二1二の合印】tが少ない。  

13 別掲色 炭化物を少九t含む。し渡りゆる  
い。粘性ややある。  

14 〃昭他L 肌色二卜小に灰状の微粒が尋色鶴  

図31 E－2号炭窯実測図  

物、娩上組を食む。  
5 暗褐色 多紬こ被熱棟化粧トブートソクを  

含む。しまりない。5′冊は也劉喘  

い。  
6 嶋訪；褐色 5桐より焼二】二の含有机が多  

い。  
7 昭赤褐色 5仲子より横軸硬化粕二hブロッ  

クのでiイ川tが多い。  

8 Fi’i褐色 砂田。械熱杖化精二1ニブロック、  

兢二上根、庚化物を含む。しまり  
ない。  

9 ＝鞘褐色 砂田二1二。桝作二1：に似る。炭化物、  

塊土拉をわずかに含む。  
10 暗褐色 砂田褐色二1リ1】に焼＿1ニブロックを  

少飽食む。わすかに庚化物を含  
む。  

】1伏無色 砂田。伏状の微tなを多仙こ含む。  
12 掴補色 やや砂田。  

6J   

：l呼一赤禍色 砂紆。焼土、級払隠れ軋ヒプ  
lトノクを含む。  

】略赤梢也 ㍑▲－√紺めでしょりない。庚化  

1桐掲色 砂空て。兢▲上を少11t合む。  

Z 亦祁地 租了の粗密な砂田褐色二1．に焼．1二  

が溝抒－。2リ再は亦色味が榔い。  

6  、 ロ  

2＼＼、1  

ロjエノくこも／5イ王㌧10 
11  

S  

図32 E－3号炭窯実測図  



0   

川 昭赤褐色 砂肝の焼J▲お仇少描の緋色  
土、暗褐色．上が混在。しまりな  

い。  
17 昭弼色 砂田。少†止の焼＿上を食む。  
川 暗褐色17桐中里少机の接熱便化粧】ニプ  

rJツタを食む。  

川 崎灰褐也 やや砂㌢hわずかに焼土ブロッ  
クを含む。  

餌 場訪七褐色 暗褐色土と褐色⊥、娩丑が混  
在やや砂乱 しまりない。  

21昭褐色 昭補色粘胃．巨＝杭 やや砂田で  
しまりない。  

㍑ 班色  わずかに伏化物を含む。しまり  
ない。  

1畔i褐色 耕作土に似る。焼上、扶化物を  
含む。  

2【隠亦補色．弱ニヒがごl三体。やや砂仇少Jlt  

の州色一上を食む。  
3‡柑赤禍色 糟褐色二1：と焼土がIJ紺‘。砂アi。  

被熱硬化粘土ソロソクを多く住  
む。3′J削ま色剤咽い。  

1掴赤褐色 川色二】二、昭得色二卜、焼王▲の混  

イ1」二。わすかに扶化物を合む。  

5 昭誘く対地 梢褐色＿1二と焼＿1二がi酎1：。わで  

かに一l．t．ゝ也．1二、少州の観熱鎚化粧  

．i．ブロックを含む。  

6 赤褐色 焼▲上と祇熱杖化湘」ノーJンクの  

i昆γLl二。少J】モの相補色＿上を含む。  

7 蛸赤褐色 械熟蝕化粕二1：プIJいノクが二i（  

休。  
8 亦褐色 桃二lニプ丁トング三主三付㌧少l」tの口汚封J  

色二1二が混在。  

p 昭赤褐色 褐色・i二と焼．上、被勅髄化粧1・  

ブりツクがう‡紺－。   

1り 畔捕縄櫓3研こ似ろ。煙道郁〃用（二卜。   

11州赤褐色 砂仇J火1火の州用‘物と庚化物、  

わずかに焼・l拍を合む。㍑イ≠  

くし渡りない。   
12 訪朝也 やや砂㌢iの軋ヒが焼土化。粒－√  

緻撫でしまりない。12′抑よ焼ニー二  

化が進み、也調明るい。12′′†い7は  

さらに兢．上化が進み、硬化して  

くる。  
1こ！照否ま色 損色上と噺紺狛．がさ嗣1：。砂門。  

11粧紺色 ‖削机虹・に少右tの用色．Lが混  
′h ごくわずか隠士二持を含む。  

15 冊Ⅰユ也 砂官用椚ニヒ。拍川】かく鰍鶴  

15骨＝色訂明】るい。   

図33 」－1号炭窯実測図  
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D－1号炭窯  
0  10cm  

E－3サ炭無  

15サ溝  

0  5cnl 
．．■  

図34 炭窯・満・表土出土遺物   
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】淡伏褐色 As1i純胱  
2 ㌔洪色 裡さ色上小に庚化物を多†一＝こ舎  

（∴  

3棋補色 才iも色＿】．と褐色土が柑仇  
4 ＃も褐色 伐化物を多罠に合力劇色二L小に  

少偶の鎗補色＿l：が粒状に封紬。  
5 暗褐色＝伸こ褐色土が混在。  

図35 A－1号竪穴遺構実測  

lノ．iも色  やや砂官i。灯用1くしまりない。  

2 哨褐色 ≠i池二l二と褐色土が混在。相性、  

しよりややある。  

図361－2号竪穴遺構実測図  

図37 ト1号竪穴遺構実測図  

1測槻色 やや砂アi。庚化物を多jl＝こ膏宣告  

粒・手相くし渡りない。  

2惧色  やや砂アi。抑じ物を含む。粒r  
鮒かい。  

3 プ蔓．ち色  2仲子に似る。しまりある。  

2111】淡褐色 紺砂欝．ヒ。しま硝廿トややある0  

1（；2．50  

51九1‡色 庚イヒ物を多f－いこ合む才1他＿巨と伏  

【一】色紬紗硝鮎伍 しまりある。  
f占彿ややあ㌫  

図38 l－3号竪穴遺構実測図  
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164．70  

1淡灰褐色 はぼ人s－Ⅰう総枠‡。  

2 まl曇褐色1γ．Ⅰ〉，、As－C租、抜化物を含む。  

粒子拙い。  
3 掴褐色 2仙こ少邦の褐色土が混在。抜  
化物を含む。  

図39 H－1号竪穴遺構実測図  

1灰褐色 As－け混じりの砂田二i二。  

2 州也  炭化物を非削こ多ムいこ含む。  

3 飛l補色 ≠．1他二1二と褐色土が滞る乱 しまり  

粘恍ややある。  
1則包  砂質でやや扱鶴鮒かな銀化物  
を含む。  

図41 L－2号竪穴遺構実測図   
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1掴褐也 掴色上に少I‘tの勘色．とがしみ扶  

一二こIt■1■l  

2J．lも綽さ色 州也土と机色ヒが肌汀■。粒子や  

や拙かく軌庶。  
3 硝褐色 褐色仁と爪褐色上の混在t二いに  
わずかに川色上がし糾困調紬■。  

・1購黄褐色 閏色．上申に少現の胡褐色二tニプ  

‖ソクカⅦ〃I一。レターかにⅢ色土  

がしみ状にび細‘。  

】黒色 Il．、八トい・ンをでi†∫。拉・丁零1l  

いがしまりややある。  

2 棋色 1JMに似る。やや鰍窮。  

3 昭対j色 相色巨と甘地十棉一り信．行ずか  

に＝－ノ、拍を合む。  

I．－2サニト坑  
E－1リ・二卜坑  

層 

L
日
日
u
ト
l
l
て
 
l
 
 

l
◎
l
 
 

＼
＼
）
ノ
 
 

】．－・蓼t色 暗褐色上が川柏抑こさ一拍三。拍イ  

拙い。  
2 購褐色 わずかにU一人小ノlトノクを食  
む。薯・ヒイ・糾い。  

3【措辞掲色 川色とと＝しムがしみ状に混  
1ノト  

1i二一2号二1二杭  

図43 土坑実測図  
Ⅰ三一3号二卜杭   

バ′）■   



け  

図44 D－縄文竪穴遺構実測図  

璽♂－  
1（；7．20  

しヽ  1（；じ．20  

責済  
∧一1tき・刃ミイr  

′  八一3り・刃！イ】一  

汐 

・ 、＿、  ．＼  

A  う／ Q   1（汀．（）O  

ノ＼－い川きイ」■  

一＼  

、  

∧－2り・刃ミイl  

図45 集石実測図   
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一応   

‾ 1即褐色 掴ポクニ1二三一三体。S．1）‥1′．1  
＼A’A－2号」二坑  庚化物を含む。  

2 柄杓也 掴ポク＿H：体。S．Ⅰ）．、Y．Ⅰ）  

を多北に食む。  

3 暗褐色 S．Ⅰ）り Y．Ⅰ）．t】－ム樟を含む  

粒状十。  

」 的堪る也 掴ポク．】二小にS．t）．を多最に蕾  

む。  
5 略黄補色 0－ム‡l三体。わずかに掲也J  

を食む。  

6 硝蕗補色 ロームむ休。粘性細い。  

7 暗褐色 褐色土中に‖－ム拉が混詔‘。粘  

性弓師ゝ。  

8 晴朗褐色 ローム：‡三体。しまり、鮎址強  

い。  
！）典炊祖也 ソフトり－ムの裾脚軋  

■，1  

∪ し′   

A－1号土坑  

1刑場色 黒がク．L＝木 S．Ⅰ）．、Y．Ⅰ）  

を含む。  
2 才1を褐色 鮎1ミクー巨i三体。S．1㌧、Y．t）  
を多柚こ含む。  

3 哨黄褐色 班ポクニ巨！二†‰S．】1‥Y．1）  

を多妬こ含む。2桐より明るいe  
ー7  d 暗褐色 S．l）．、Y．1〉．を多仙こ含む。  

ロームプlブックを含む。  
A－2・3号土坑5別色邦ポクニLとローム粕の棚獅三                   二l二 

。  

6 晴朗褐色 ローム〕ニ体の粒状＃描了上。  
7 晴朗褐色 ロームさl：仇 しまり抑ゝ。  

8 鴫灰褐色 ソフトロームの往用材れ  

八一4サニ1二坑  

A－5号二l二坑  A－6サニ1∴坑  

図46 縄文土坑実測図   
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166．30  

1哺黄褐色 ロームブロックご＝本。  

2 略褐色 ロームブロックと褐色．上の音色／靂一  

二l二。  

3 測褐色 棋ポクニh＝木 しまり掛ゝ。  
4 川村色 鮎ボク土中にローム柏が肱鶴  
5 暗褐色 則ポクニ1二とロームの拉状混作二1：。  

6 暗褐色 rトム枇紺。相子れ1くしまリ  

楓  

7。】  

∧一8号二l二坑  八一7号土坑  

A－9号二l二坑  
八一10サニ1二仇  

／  

、、モこ，く1」  

1t）6．70rr  

1棋色 拍子粗く、Ⅰ．l〉．を多1一書に食む。  

2 ブ．‡毛色 やや砂田。ド．l〉．を含む。  

3 暗褐色 淡色鮎lさク＿巨＝木 やや砂仇  
lゴ里潤色 Ⅲポク．巨i：仇やや砂仇】】｝  

を含む。  
暗褐色 興がクニl二二I湘規子拙かい。  

暗褐色 淡色燕′1どクニl二三i一休。  
刑補色 期ポク▼1．中にtつ－ム柏を含む。  

哺西周色 袖色＿恒巨にロームブロックを  

含む。  

2Iれ  

八一11サニ1・．坑  

li－1号二1二仇  

図47 縄文土坑実測図  
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1暗附也 鮎1ミクニ巨】：休。S．1〉．、＼’．1）  

を食む。1′屑は（蛸即汚い。  

2 州褐色 ～】．もがク巨＝右 S．1）．、＼′．1）  

を多仙こ食む。  
：う 州褐色 掴Jlさク卜†淋。S，l）、、Y．1  

を多仙こ食む。rJ－ム粒をねむ。  

川†はローム拍の皿が多い  
I F暗弼色 掴；lミク．ト、tトム枇、S．1）．、  

17．【）．の柑状滅相．1二。巧屑はし渡  

りない。  
5 昭典褐色 栂色斗、IJ－ム粒、Lトームプ  
りックの頼牲躍れ上  

61け川さ色 ローム杓、S．】〉．、1’．ll．の机  

状混在土。湘イ㈲かい。  
7 昭典槻色 喝色卜、IJ－ム粒、t■ノームブ  

ロックの頼朝乱打－－上。  
8 哺朗褐色Iノームプ‖ツタ、ローム柏二lこ  

休e  

91招捕縄礁L し－ムプロソクl一休の一削野沢  

人卜。  
川 西褐色 り－ムi‘休の拍車鮎汀巨h  

11昭紺色 ‖椚射出日代ローム粒、‖－ム       プTトノクを合む。  

163．00  
164．30  

1うー2号二L杭  

iう一5・ぢ・二1二坑  

∫ 】ヽ±l＼  
1（；0．80  

13－′l号土坑  

－′ 一  

◎  

◎  ◎  

1昭梢色＋淡色掴ポク上：†ミり㌧S．1）．、＼’．  

ド．をj）ずかに食む。1′屑iJ也．調  
哨い。  

2 昭典補色 淡色鮎iミク＿上申に曲補色土を  

川粒状に脅む。  
‡棋槻也 ノlけミクl二：†：仇 S，t）‥1’．Ⅰ  

をわずかに指む。  
1晒相色 照がク＿上］州。lトム抽を含む。  
5 硝朗褐色 褐色卜、り－ム柏の糊犬iJ招．  

C－1号土坑  

I。  ・  ‥   ‥   － 
・ 

図48 縄文士坑実測図   
0  2111   
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163．80  

1 昭褐色 漁色．iいJミク巨＝木S．Ⅰ）‥Y．  

t）．を含む。1′舟iは色調囁い。  

2 掴掲也 掴ポク．上＝杭 S．t）．、＼’．l〉  

を食む。  

3掴湖色   

l暗君さ色   

5哨硯色   

6 棋祖色  

7 哨膏机色  

8 伏典褐色   

川 伏朗色  

川ポクヒ。TJ－ム柑、1’．Ⅰ）．を  

多榔こ食む。  
別掲色土中に多刃笹川－ム柏、  

ロームプ‖ッタカⅦ封㌦  
Ⅲ机色1二とり－ム柏の柏状況れ 

．h。  

プ」．沌畑坤にり一人f、2を含む。   

り一人：i：休の払粧防柾h   

ソフト‖一人二】ミ†木。しまりな  

い。  
ソフトローム封㍑しまりなく、  

粘性強いe  

1）－1・り・二1二坑  

C－2号土仇  

Ⅰ〕－3号二】二坑  D－2号二ll坑  

1．1i拍肌色 ＝1けミク．t二■＝右1佃＝ま色調明る  

い。1′′屑はS．Ⅰ）．、17．【）．を多  

ムtに含む。  
2増補色 メ1tポクニ1ニュ三体。Tブームプロンク  

を含む。2一桐は色調暗い。  
3 時劇褐色 掲色i二、ローム粧、t7一人ブ  

ロックの混在二i二。3Ⅷ帰り－ムブ  
ロックが大きい。  

i斡褐色 ロームブロック：i：休。流人仁。  

5 曲褐色 ロームを三i三体とする。ル1落＿h  

6 喘褐色 褐色土、ローム拉、U－ムブロッ  
クのi‡相‾ト。  

7 けi‘‖提粍色 り－ム拍．l・休。粘性強い。  

S 淡掲色 ソフトローム．＝h∴粘性餓い。  
9 F蕗褐色 褐色＿付車にローム批、ロームプ  

ロツタが肱姑  

2m  

1）－5ぢ▲二l二坑  

丁）－4サニ】二坑  

区仰ヨ；縄文土坑実測図  

7J   



1昭祖色 貼Jミグトl潮。西里地二上を川粒  

状に合む。l′仲子は（壬瀾明ろい。l  

丹＝土S．Ⅰ）．、1′．】）．を食む。  

2＋棋礼色 ノ町ポク＿卜ll休。2骨71ヱS．】〉  

1′．t〉．を合む。  
3 哺対地 捏3色．りいにtトム枇を合む。：川手  

は‖一人ノ‖ツクを少jltfiむ。  

I偶裸ほ土 ∃喝色卜とlトムの盲沌軋i二。  

5 丹㈹他 ＝鮎‡ミク巨＝杭 ロームプ‖ツク  

を少】ltfiむ。  
6 照捏池 川；†モク．上と‖－ムのi山川■上。州7  

iユ【】－ムのI－tが多い。  

7 隠田朋1‖一人l三†杭l削芳沢人．1二。7′f中子  

はIJ－ムプ‖ックを育む。  

8釣槻色 り－ムブ‖ツタ’i‘休。  

9昭閏色 汚れ来り－ム．】朋。しまりない。  

】0 Ⅱ拍潤色 ソフトIJ－ムとノ＼－ド‖一人  

の粒状l】抽一．】一。し渡り弱い。川′  
冊は色刑場い。  

l】哨伏閏色 ソフトuトーム’】：休。しまりな  

いb  

】2 朗J‡把L 照色二卜と‖－んが混在誹舶椚1。  
12′は也紳l拝しゝ。  

n 情柏㈹色 ソフト‖一人ニi川Ⅷ珊瑚溝川  
卜。し渡りない。  

ー l（川．00  

Ⅰ〕－7号二l：坑  

D－6サ」二坑  

◎ ◎ ＠ ◎  

D－8サニl二1）1亡  

l川里さ色 抜け（クニt二■i三体。S．l〉．、＼′．Ⅰ）  

を多仙こ含む。1′仲川色調り】る  

い。  

2 ＝里補色＋細けク了上二！ミ†‰ rJ－ム柏倉む。  

i哨柑色 八もがク＿」二二！二休。IlモF忘与れ人，し  
l惰褐色J坊ポク卜と「J－ムプロソクの混  

イ！■＿1：。  
5 哨武関也 ‖－ム1（体。し渡りない。5′八、j  
け色調哨い。  

6蒔補色ローム※休の増枠漬人・1二。  

7 典灰褐色 ローム：主三体。しまりない。  

Bl胤伏明色 ソフトローム三L仏e しまりな  
い。  

2111   

、・   ＿l  

l〕一11サ：卜坑  
Ⅰ）－10サニト仇  

図50 縄文士坑実測図  
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川5．00  

l）－13サニト坑  

1嗣．50  

】ノ侶軸生 ≠1tポク卜i：休。S．1〉．、＼’．1）  

を多Iltに合む。】骨＝1（与ぷヨ岬；い。  
2 町川ま色 棋ポクニトi：休。【J－ムブ‖ツタ  

を合む。  
二！昭褐色 黒ポクト小l’暗捕縄色上がしみ  

状県別l■。3′什＝S．】〉．、＼′．】）  

を多【ltに合む。ri′リP＝土色計川畑）。  
】ゴ里机色 目ポク土中に‖－ムプ‖ツクを  

合む。S．t－．、1′．1｝．を多仙こ  

合む。  
5【≠阻色＋l、をポク．1∴lノーム抽、り一人ノ  

ーりク助頼服旧■二い。S．1〉  

＼’．1〉．を多古＝こ合む。  

I Hj▲描捏J（互 tJ－ム†：件の柏伏さ射l－t。6′八、1      1よしまリIj頭し－ 
。  

7 暗褐色 ′】．を褐也上中にrJ－ムプ＝ツタ与  

含む。  
81餌煎礼色 り－ムと栂色二hわ拍車用ぃi  

．巨。  
9【噴膏凋せL Lトム‾川、。しまり弱し－。  

1り ∪甘拍補色 ‖－ム＿主三体の㈹枠預入．卜。  

Ⅰ〕－15サニ上坑  

l）－14号土坑  

図51縄文土坑実測図  
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∴・  

＝‾  
D－」D18  

Il昭購色 淡色川舟ク．卜1二り、。  
2．l．！l褐（た．l11ポク．卜l：休。t7－ムブロック  

を合む。  
棋硯色．1軋ポク．トlミ休。  

昭褐也 褐色t：小にり－ム粧姉紆佑  
晴好脚色 tト」け‖冊のf－1状さ‡iれ土  

用机色 川；Jさク＿巨i：休。し…上リラ損し－。  

晴朗栂色IJ一人】三体の拍状？削l：．卜。  

D－」D19  

1 f巧褐也IJ－ムノ‖ッ㌢村木  

2【FF■首班捏i色   

ラ 町用地  
1棋机色  

5咽鞘色   

n 照机色  

7 相関色   

お暗視色   

（）昭ゴ再掲色  

1い 踊J火子1抱   

倶がク＿巨、り－ム粒、ローム  

ブロックの洪〟‘上。  
淡色鮎Iミクト中にい一人打合む。  

fl．をJJミクニl．【I】にI7－ム柑合む。  

fl．レポク・l．F＝二り－ムブロック合  

む。  
ftミ7J！ク巨i．休。  

Jlを；J！ク＿ぃいにり－ム粕亮■多仙二  

合む。  
褐色＿1∵、IJ一人粒、IJ－ムブートノ  

クの机甜用㍍－ト。   

ロームi三体の粒状il用‘．1：。   

ソフト＝－ム．i三体。しまりな  

し、、・  

D－19号二L坑  D－18サ土坑  

166．20  

】ト†嗣肌h 〃拍ク巨l一休。1′桐は色．抑伸㍉  

2 椚用用地．棋】ミクニいいに姐ヒ彿肱佑  
3 明細池朴直り・二l三仇班湿地上を【Lj】粒  

状に合む。  
1哨御地 附ミクi・■Hこロ【ム拉がi才用0  
，晴朗硯 ローム柑、lトムブりツクの‡－1  

状況打二仁。しよりない。5′仙よ也  

調1誉い。  

6 掴褐色 得色＿t・．・l・にり－ム柏を食む。  

7 輪禍也 褐色．Lと＝㌧－ムの柑渕細◆・ヒ。  

8†ji胡祥池 り－ムニl淋。！lやβ即己人．土’。  

①  ◎   ⑨  
】；惧掲色 Ⅲバク．巨‖右」≠川色訓怖■iし㌔  

2 瞞褐色 消色鮎1ミク上i：体。此閏色二1二を  

川根状に合む㌶≠往卜胴立が‖、▲′  

つ。  
弓 昭朗捏ま色 川7】ミク川」に郎褐色上がしみ  

状に肌用㌧l－ム拙合む。  
l畔摘褐也 淡色黒ポク＿上、t∫－ム粕、ロー  

ムブロックの粒拙一拍三．t二。  

〔昭弗伏載色Iノームノいソクご】：休の†・ン状  

う1川：．j二。  

（）瞞1火褐色 補色．仁とrJ－ムの書な状i】川  

上。  
7 昭扶栂色＋川色腐食，1二とロームの混作  

h，肘丑＝机㌔  
H ノl†祁也 tブームプ＝ソクi：休。  

ミ）伸夫褐色 ソフトrトーム＿iこ体びノ腐食t・。  

D－」「）23  

】ll摘㈹他 ロームプtJノク：】淋。  

2l蔓も褐也 掴ポク．上l：体。2′桐は色抑J‘；く、  

2′′付‡は也il泄Jるい。  

：i L店弼色 ㌔1毛色・lソいにローム柑、ひ－ムノ  

rトノクが11用◆。  

】∪鮎甘栂色＋往色i、ローム拙、l′－ムソ  

tトリクの書、ン伏さー色／l：卜。l′圧車ましよ  

りない。  

〉瞞軌馳上、rJ一人軋rトムプロソ 
クの紬汗iこ仁。しまりない。  U  

（〉 畔i典捏ユ色 「】一人舶、‖－ムノーいノク※  I〕【23・り・二1二坑   

Ⅰ〕－22号⊥坑  体の斗、′4夫i】〃†．・卜。  

7 ♪硝化ユ ＝－ムプりリク：盲三体の11宇戸票ポ已人  

仁。  

図52 穐文士坑実測図  
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、、  

＼
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、モミ＝＝7∠寸－   

i65．ノ10－  

T）一24七き▲二L坑  

1浅褐色 淡色鮎】ミクニトi三仇l廿鈍掲色上  
別冊、棚に含む。l制服色網咽  
い。  

2 醗亦閏色 娩二上村を含む。  

3 黒和也 貼1ミク．巨l淋。  
」昭鞘！土 淡色川ポク⊥ニニ！ミ一札  

5 棋祖色 鮎1ミク．上二！二休。レターかに「トム  

粒を含む。5′椚はローム才女多い。  

G 廿桐伸雄土 理誹クニl小にローム柑、nト一  

人ブロックがう】色イ1．。  

◎ ◎ ◎  

7 朗祖色n」J…の腔際机人二卜○  
、 

． 

川 力用地 ローム，l淋。少j－tの褐色ニヒが軌  

跡こう柁イi‘。  

r）－27サニ巨坑  

‾1G5．5し  

ー165．′10  

E－2号二tニガし  Ⅰ三一1七；・二l‘．坑  

図53 縄文土坑実測図  
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－ －－－ －－  

■け仁＞‾  

強い。  

2 －l．1用ユ色 川バクニ巨i湖㌦㌢桐は色別明る  

い。  
3 Ⅲ栂也J、lもノ1ミクニト小に小川ユ也卜がト欄′状  

出猫佑  
4【昭補色．l．勘ポク土中にlトム粒、り－ム  

プりツクを合む。‘1′は‖－ムの合  

行いが多い。  
）畔i墨ユ色 相色二卜と‖－ム拙、‖一人プ‖ノ  

クの油汗11二。  

61暗邦雄惟Iブームプりツタ】淋。†iよ色卜  

がi柁イ1三。  

7 暗栂也裡赴・卜とlトムのi沌イ」三l・。焼畑  
ア言。71p＝色旨「馴㍍し）。  

H ＝侶醐甜上 娃色卜とIJ一人がi】川㌔照普  

流人ヒ。   

1ニー∠1り・二巨坑  

、、叫、  

＿165，00  

1佗潤色 掴ポクニ董∴i・休。淡掲也二巨がしみ  

状にi射†三。1′桐は色細漬し、。  
2。■iも褐色 批）ミク＿巨i二†れ拍掲也二t二をF椰ヒ  

抑こ食む。2′／別封ブーム拍を合  

む。  
3 暗掲色＋班補色Jと胴さ也二上のi】招】二。  

l崎典褐色 照褐色土とり一人の田上十。  
5 晴朗褐色 ローム粧冊。少I．tの栂色土  

6鵡補色 ローム舶、1トムプ‖ツク川、。  
7 哺褐仏 祖色董二と－トムf、上の育毛侶．。腐  

Ⅰ三－6号二l二坑  

E－5ぢ・二1：坑  

・ノ ′  

】黒掲色椚パれ十lこ什。  

1′は也網【航し、。2り  

桐は掲色・上川杓  
を合む。  

2＋情’跡褐色 焼ニヒ化した川  

バク巨。柔らか  

、▼■■＝㌧  

3 出川価机色 匁侶、‖一一  

人粒を合む。柔  

らかく貼ri。  

I rFi拍肌生購バク．1－‥」に＝  

－－ム拙を合む。  

州別土ローム合  
行‖が多い。  

161．（）0 8 抑火褐色 ソフト＝－ム：‡：休。8骨子はしょ  
リ強い。  

≦）J火褐色 ソフトロームと，梱他がさ昆れ  

隠帖軋  
1り 野川祁3也†～池．i二と＝－－ムの肌用与h し  

まりない。  
5【li川津推二 栂色卜、ローム拍、り  

一人プlトノクの日大il招  

卜。  
t；薫川色 り一人ブlトノクと棋補色  

h類1去√l．h，無くしよろ  

7 典～薯ふ色 rJ－ム粒、lト「ムプ1トンク  

＝札 しまり強い。  

】こニー8号土杭  

図54 縄文土坑実測図  
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ー 164．20  －164．‘10  

，l即肌色 〃．もJJ！クニ1．≡i淋。  

用栂也J附ミク＿t二1淋。伐化物合む。  

描褐色 川ポク．1二小にローム柏合む。  

親槻色 才．1けミク▼1月】【こl∫－ム拇、lトム  

1～町田色 ≠肘！ク」∵l淋。S．ド．合む。  

2 崎褐色 則がク土中に焼二重：をしみi人に含  

む。  
3 ＃！褐色 淡色机ポク＿】：］三体。rJ－ム拉を  

わずかに合む。  

IJ．i．t褐色 糾バクニりIIに敢華i也二川ほ、とを含  

む。  
5矯机色丑＝り．卜小にり－ム拉を食む。  

6暗褐色緑色＿仁、ローム拉、⊂1一人プ‖ッ  

クの粧帆加」：。  

7 情炎伏祖色 ソフトローム※抹。拙ヒi．強  

い。  

8 暗縛褐色 ローム生休の粒状混在＿上。  

ブロックを食む。ノ川、flJロームプ  
りツタが人きい。  

5 昭褐色 槻色．卜、＝㌧一ムI軋り－ムブートソ  

クのil以仁l．。  
6 吋潮補色 掲色・！・．とU㌧一人ノーJツクの削  

れ烏  
7 暗褐色 掲也ごl二と‖－ムの紆牲隠れ宜  
しまりない。  

l11紳拙 淡色掴ポクニ巨i湘。S．】1  

Y」〉．を合む。  

2 州褐色 貼iてク．巨‡淋。JげかにS．t）  

＼′．1）．を食む。  

3 川根也描誹ク董二小にrトム‡、1を食む。  

】‖肝始祖色＋褐色川■にり一人拍、ローム  

小ブロックを■含む。  
5 畔潮肌色 ‖－ム共作の杵粧混れ土  
6 ≠用地 tトムプ「りク三i一体の拍状i董川三  

上  
7 朗灰褐色 ソフトート一人i淋のi！〃董．、上。  

裾件榔い。  

】∑－12－り■二卜坑   

－ ＿＿：‾  二  
－163．′10  

」ノ＝＝′■■  

】昭祁池 淡色鮎バク．ト〕三体。  

2／」、！褐色 耕がク土牛甘少l■tの丁トーム粒、  

S．l〉．、1’．1〉．を含む。  
3焙煎攫色 鮎Jミク．回】にり－ム拍、ロー  

ム小プりックを含む。  
1略褐色i炎色抑Jミク＿1ニニl淋。Y．Ⅰ）．食む。  
5【析川補色 淡色州ポク．川一に一丁－ム柏、  

ロームブりツタが？‡抽■。  

（〉 晴朗褐色 陽色I二とロームの拉状≠用’  

．1二。6′座iは色書跡瘡い。  

7 暗褐色 腐相月ニー：。lコ一人附合む。  

21m  

！三－16七上1二坑  

図55 縄文土坑実測図  

77   



－165．00  

‾ ＝‖．ボ0  

l阿川把L 淡軋1、川ク】二二l三体。  

2別冊也．古けク，巨Ⅰ三体。S．1㌧、1’．l〉  

を少jlt合む。  

3 ＝闇冊側．州＝ク＿い1】に少川の＝一人粧せ  

含む。  
1畔i朗梢包．1蔓‖！ク▼l二、り一人拍、＝←ム  

ブlトンクの抽状i】細一ヒ。  

5 相律他伸Iミク川りこ‖一人がしみl人に  

；；：’てl．  

6 ‖翫桐畑生 よtバク＿l∴l】－ノ、の†粗相川 

t．。貼付強い。  

7 此褐也IJ一人：1：仲の腔律師人卜。  

E－17サニt二坑  

1∑－16り・土杭  

を合む。  
5】里補色甘＝ク】．l三体。オ）ずかにlトーム  

†■とを合む。5′伸13椚の彫婿で赤  

けたを得びる。  
6 好一典捏ユ色 相がク1二l＝こり－ム拉、ロー  

ム小ブロックを含む。6′柚J上付†  

の形作で赤【沫を相びる。6′リPIは  

り－ム合†沌tが多い。  

7 蛸桐色．1lもがク！二とtトムの粒状臼川◆，上。  

水 橋蕗弼色IJ一人：i：休の杜拙佑佑L  
り 典捏）色 ‖一人、‖一人プ＝hノクニl：休。  

し止りない。  

川 カ†対ユ（（1り一人ニれ附肛   

リリU   
E－19七上卜杭  

lニー20り・二卜け工  

－－ニ  

＿ 川√t．50  
＿ ＝沌．00  

じ 晴朗褐色 rJ－ムプlトンク1〈†両川砂川！£  

イ董■二1■。し法りない。  

7 昭鵡閏色 ロームニl三体の増枠抑人上。  

8【「抒捏う色 期ポク．いいに＝一人I壱、‖㌧一ノ、  

プり∵クを合む。  

I昭曲机色 rJ一人l用叩丹比仙〃：t。し  

まりない。  

E－22り▲二上杭   
E－21り・卜坑   

1i泉程氾 淡色測ポク．l二小に黄対地l」肺1  

を含む。  
2．‡田町色＋鼎＝ク上舶来  

i暗国包 才】．けミク．回一に路勘色土用nを合†J。  
図56 靴文士坑実測図  
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◎ ◎  ◎  

1相補色根lミクニト】：仇 しまり附ゝe  
2 ≠醐さ也 鮎1ミクニ川】にポさ也ニヒを別状ない  

し榔粧附こ含む。Z冊＝ま色調l‖る  

い。  

3昭掲色 淡色掴ポク．伸にlトム書ほ含  
む。  

1†甘酢色＋川舟ク＿上中にり－ム机、ロトーム  

ノ「トノクが洪〟■。lリぐ＝よ色調招  

い。  
5暗掲せ．州＝ク土中に‖－ム粒を合むo  
G 晴典褐色 掴ポクニl∴rトノ、柏の拍状馴  
れ上。しまりない。  

7 掛裡池 口一人ノーlツクl潮の拉栂招  
＿ヒ。  

8 三軋紺色＋掴色土中にロームが拉状にり川■  

り 昭曲閏色 り－ム拍、ロームプ‖ツタを  
：！瀬とする頼腑膵佑h  

lOI肩蕗伏対地 胴ミク上と‖一人がしみ状  

に日用。租ご用1Ⅰかい。  

11典1大槻也 り－ム．1淋の堀軌督＿h  
12 黄J天神i色 ソフトり－ムニl淋の射け門一量二凸  

13 吋摘褐也 ローム一山ロームプIいンクl三  
体。し渡りない。  

ー15B．60  

F－1号二卜坑   

－158．RO  

1用掲色耕ぜク＿1二二王：休。しまり弓師－。l′屑  
は色調明るい。  

2 掴褐色 棋ポク．巨‡：体。S．】〉．、17．I  

を含む。2′榔まS．Ⅰ〉．、17．Ⅰ〉．を  

多九tに含む。  
3 巨錮肌じ 典潤色†二とり－ム粕の粒状l甘鉦  

二1二。3′丹＝よ‖－ムの含イ湖が少な  

い。  
4 暗褐色 批fミク．上とロームのl】拍‘上。  

5 郎用潤色 tつ－ム粒とロトームブロックが  

粒状混在。  
6【墳鞭祀色 rJ－ム：i照沌瀾憫個人二上。  

7 鴫鵡掲色Il褐色粒状漁れ一とGトームニ‡三  

体のび皇在⊥が～甜ほな’す。  

8 諏掲色 ロームブートソクエ】諏。  

9覇補色 褐色」・とロームの粒状】柁在二L。  F－2サニl二坑  F－3号ニヒ坑  

－－ ／ ‾‾二＝  

一158．50  

1丁－5号二1二仇  
F－4サ」二坑  

図57 縄文土坑実測図   
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、電＝＝＝：：，エ」」  

◎  ①  

1好㈹色 淡色描誹クニーリIりこ少lltの褐色二上  

を川粒状に食む。l′椚は也紗l～i  

い。  
2 暗褐色 才甘閏色土中に少損の‖一人拙骨  

相仇  
3 時カミ褐色 褐也」二と＝一人のi】4r！■＿1・。拙  

丁拙い。  

1丁－7サニト杭  

二1＼ 
1 

F－6号ニヒ坑  

一160．80  

1決礪色 溌軋l！もがクー巨i÷休。しまり彿い。  
2明決社色 淡色照バク斗斗いにLトームフ  

ートノク含む。  

31哨褐色，l、‡皇バクl∵‡淋。tノー人相合む。  

3骨相色調l‖るし㍉  

】演伏捏3色 ‖一人．i：休。り－ムブ＝ツタ  

合む。  U U  
＝皿‖ツタの～－‘  111－9号二L杭  

F－8†プ・ニヒ仇  

一痘  一
卜
 
 

し
ノ
 
 

淡色鮎）ミク上：iこ体。しまI）掛、。  

】′桐は色調暗い。  
淡色≠柚ミク．仁lいこ褐色卜与ノ川粒  

状に含む。  
淡色棋ポクいい（こIJ－ム1れU－  

ムブロックを含む。  
l】－ム柁、【J－ムプtトノクlミ仏。  

しまりない。   
色   
圭棒とする蝉枠節人二1二。  
rJ－ム粒、ロームプ‖ックを：竜三  

休と’ブる陶柏乍守＿】二。  

2Ill   

1井㈹色   

2 暗褐色   

こ！ 略椙色   

l暗褐色  

暗典褐   

6将補色  

1（）0．20  

一－1－－－－  
F－10号二t・．坑  

β0  



1淡灰褐色 淡色掴ポクニ仁を〕三体と’j■る。  

2 プ．l用さ色 邦ポク．とを二】三体とする。  

31I離別生 ブ1毛褐也．打1‡にローム抽を多タItに  

含む。  
】購j池 川褐色1二中にり－ム粒を少肌合  

（∴  

5 昭曲褐色 ⊂トムブロックi－伸餅射H．。  

1 拍補色 り一人ブrトノク＝木  
2l‡も窄ま色 鮎ドク．川－ト∵ト一人†Lほ合む。  

しより撒い。  
3 ∪翫椚捌むlつ一人拉、り一人ソ【トノクを  

i二材：と‾メる。  

1蕗褐色l∫－ムプりソク＝杭 しまりな  

い。  

G－1サニt二坑  
F－1∠川・二巨坑  

一席∵  
】暗机色＋消色鮎一ミクトニi二体。し  

法り弓訳し－。  

2黒閏色．1l．1バク．仁王り、。  

：＝州沌・里ポク州こ酬抱  －1嗣．80  
tト冊キを合む。  

1好雄他扶助侶1！ク．卜小に少  

Jltの‖一人拍ヰ■合む。  

川、プ【土也呂卿軌｝。   

昭椙色 淡色J臣I：クl∴l】－ム†J′、ロー  

ムプ∪ックの】J細■t■。  

一 軒；離村さ色．し肘ミク．量二とrノームの杓状況什  

卜。  
7【暗沌≠色 り一人拍、り一人プlコック．篭：  

休の混欄．．巨。  

8 晒湿さ色 川がクニ上とlト一明斬状混作土  

しまりない。  

（1暗躍祖色 ローム主仏の増枠椚人．巨。  

G－3リ・二巨坑  

0  G－2サニL杭  2Ill  

図59 縄文土坑実測図  
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16‘1．20  

163．00  

1蕗＃池11－ムプTJツタ三l三体。し注り強  

い。  
2【増補色 才．箋㈹他ニヒと‖一人プrJツタの混  

れ鳥 S．1〉‥1’．1）．を多柚こ  

食む。  
3机弼せ二 〃けク＿1ソトにゼi也ご1二を川粒状に  

食む。：相子は也調暗い。  

】ノ．‡．掴沌1丑撒推止とU－ムブートソクのi才色  

1才醐絶 鮎，ミクニい車に少鍬の褐色▼i：が班  

状に混在。  
2 臍補色 まl整ポクニ王二とローム拉の妻g〟二董二。  
3 ＝里褐色 鮎l！クニ巨l琳。わすかにTJ－ム  

柏を含む。  
】臍蹄褐色 ロームブロックニ薯一休の混在ヒ。  
5 略祁地 相色二l二とロームのl舶：。脚L′げf。  リリU  

ll・l－  ．． 、・．・ ．  

lト「ムプ‖ソクがiJ描三。  

l）昭カモ褐色 ロームを．！潮とする腐葉り．。  
7 相関色Jl撒｝色．1二にローム小ブりックを  

－16‘l．00  
1州補色；隼！ポク」ニヨ淋。しまり掛ゝ。1′仲子  

は色調鳴い。  
2．1‡摘ほ上 声．けてク！二・いに椚於褐色二1二川粒を  

少Jlt子吉む。  

3 鴫赤祁池 淡色燕ポクニ上が徽卜化。粘性  
子さ∴、ヾ  

】行√i褐色 帥1ミク＿仁王仲、3別の彬僻で訪ミ  

昧を増びる。  
5 暗褐色 淡色掴ポクニ1二小に‖－ム柑食む。  

6 析褐色 掴ポク＿l二小に「トム柑、lトム  
ブロックが泌伍 しまりない。  

7 婿黄褐色 掴ポク＿I二とロームの拍状混在  

土色 しまりない。  
8蕗褐色 ロームブりツク］三仏。  

！）曲灰褐色 ソフトローム：iニ休の陶食」．。  

Ⅰ・1－3サニ＝坑  lトー小甘ニト坑  

二  ＿‾＿＿ ＿＿丁‾  
－16‘】．60  

ー16ノ1．60  

U lト5サニ‖九  

図60 縄文土坑実測図   
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＿16‘1．60  
－1（）4．（う0  

1】惧硯色 棋がク．1：：Ⅰ二休。1′屑は也調仙ゝ。  

1′桐は也糾さらに暗く、わすか  

にローム拉を含む。  
2 薄日也 川褐色上中にローム柑を合む。  
3 哺典掲也 メl用地Lと＝－ム柑、ローム  

プりツタの混在＿】二。  

l根絶沌1＝1も也二‖一に少九tのり－ム柏を食  

む。  

1椚鵡赤補色 焼こ上化した棋津ク．巨l淋。  

少ノ－tの哺典褐色．1二川拉を含むe  

2 ㌔醐池 ㌔1‡ポク＿巨Ⅰ三t‰色調暗い。2’抑ま  

＝ナ‡の膨御で赤妹を招びる。  
3 測褐色 鮎一ミク卜小にrトム粒、rトム  

ブートノクをわずかに合む。  
l噌褐色 貼Iミク上と－J【ム粒、Tトムブ  

ロックのi柁れ仁。しまりない。  t卜10サニt二坑  

二‥‾二‾‾  

1  黙褐色 川ポク＿仁主tれ黄補色．1二を巨封な  

状に含む。】′屑は色調喘い。1‖屑  

は黄褐色土団粒を多く含む。  
．11も褐色 鮎ゴミク＿f：小にローム粒を多仙こ  

含む。  
暗褐色 プ鴫ポク＿1二とローム柁の混在ニヒ。  

椙西褐色 掴がク⊥、ローム粕、ローム  
ブロックのさ昆イi一土。しまりない。  

西掲色 ロームブロック封‰  
晴朗褐色 ローム拉、ロームブロック※  

休の一報字書：・h  

略補色 緋色巨とU㌧－ムが混在誹舶朋㌔  

図61縄文土坑実測図  
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1捕縄色 ㌔」、雄ク1二二i：休。わずか‘こ朗褐色  

＝≠㍑を食む。  

2 哨亦墨さ也 焼】一化した淡色棋㍍クh，粘  

性弓釦）。2′八、7は色利昭い。  

3 照褐色 掴ポクニトi三体。レタ’小に‖－ノ、  

持合む。  
l【宿潤色 棋がク上中にIJ一人薯L■「を合む。  

5 F掛紆色 淡色」、！がク付いこ‖一人机芳‡、ン  

状に討用：。  

6 昭曲裡色 ロームプ‖ック巨捗のさ】｛ノー－上。  

7 晴朗褐色 照パタニト、‖㌧－ム粕、ローム  

プーりクの混作ヒ。7′桐lユ‖－ム  

プロノクの混在吊が少ない。 8 硝典勘也 照ポク．l∴ ‖－ム†lL、rノーノ、  
小プリックの拍状混在・上。  

）llr描一欠損色 ソフトロームi三体の肛仇烏  

拙作鮒い。  

1（う5．20  －1（5‘1．〔iO  

‖－13サニL杭  

】．1醐ユ也 照ポクトi：休しより猫し】。l′ル子Ii  
色別哨く、1′桐山色脚押Hい。  

2‡i‘は湖氾1頗汗湘した淡色棋ポ久上 し  

まりゆるく鮎†中細しゝ。2′J淵ユ色調  

購い。  

3 川褐也 照ポク．仁i：休。J）’j‘かに‖－ム  

机を合む。  
】ト暗裾色 決也鮎1ミグ仁小にIJ一人粒が多  

情に汎用－。  

5 躇補色 ‖－ムプりツクl：体。  

じ 卑摘潤色 j離別拍ク卜とIJ－ム拍の服  

√董ミト。－J一人小ゾlトンクん合む。  

7 武闘色 り－ムl二休のl勘鷲沢人卜。  
8 抑火補色 ソフト‖一人ろ一lて休とナる照  

酔机人．l．。   

1邦椚色 ㌔1げク．巨＝木 しまり弓轟しゝ。  

2 暗視也 淡裾Itポク＿1二■ト休。少右t（7）】Ii掴1  

褐色二トト冊立を合む。  
J ＝里机色 Ⅲポクトi：休。少‡ltの略蹄槻也  

＝椚なを合む。  

】l！r用地 淡色棋ポクl・．申にローム枠、tト  

ムブ「トノクがl別l：。  

5 哨朗褐色．1∬ポク．l▲、‖一人拍、ローム  

ブートソクの≠汗仁h  
（昭灰褐色 ロームを】淋と‾デろ洪イトト  

粘1ノ＝きい。  

7 硝蛸梢色 ロームブートノクをi－休とする  

1削漂流人‘上。  

、、1  

リリU  
lI－16リ∵卜坑  

lI－15号二1二坑  

」7こ＝＝さ■■■■■■■■■  

⑮  ⑤  

一1（；5．（）0  

ⅠⅠ－17り▲ニヒ坑  

図62 和文士坑実測図   
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1♪1褐色 tトームニi◆休。し  

まり強い。  
2】晒槻色 淡色．里ボクサl  

にローム小プロ  
ノクを合む。  

3 一倍薄板色 淡色鞘バク上  

とロームプ＝ッ  

クの肱軋烏  
1J王皇祖也 照ポク．巨＝杭  

ローム柑を含む。  
5 蛸対3也 鮎ドク＿ヒ、tブー  

ム地、‖一人プ  
ロノクの粒状混  
rl．二I。  

6 昭杏氾 淡色貼】ミク仁小  

にートームプrJノ  

クが刃紬‾。J即票  

流人十。  
7 外相色 u－ムプり1ノク  

】三体の流人＿h  

8 畔購紺色 〃招ク．仁小に  

ロームがブロッ  
ク状ないし川f．L  

状lこぅ射】◆。しま  
り強い。  

p E㈲紺色l軋ポク」」■〃、。  

少机のロームーな  
を合む。  

－1（j′1．80  

ト1－20サニ1：坑  

－16‘1．（；0  

トトー21号二卜坑  

ト1－22り▲二1二肌  

一 

府打  一宿－．〕  
1晒褐色 黒㍍ク＿董．王仏。わずかに扶化物  

を含む。しより非抑こ細十㌧「椚  
は色紳丁い。  

2 ㌔1！褐色ミ．1桐：クニ1二小に哨蕗湿地＿＝引粒を  

わずかに食む。  

－16‘l▲l（〕  

一1G∫l．∫10  

4  ：！璃八和也 鮎Jミクヒ、ローム柏のl】〟上h  

しより胡用引こ強い。3’J仙ま也網購  

い。  

】l晴朗礼色 禍色＿1二小にロームプ‖ック左  

少量合む。  

0  2Im  

Il－24サニト坑  

Il－23サニl‘．杭  

図63 縄文土坑実測図  
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＼  

1   →ナ＝＞－1  

㊤ ◎ ⑤ ◎   

1（泊．20  

l描褐色 掴ポク巨亨一休。し渡り強い↓＝1  
は也調咽い。1′′桐は色調呪ほい。  

2 哨赤禍（生 滅色黒ポクi二l三体。赤じ圭を冊  

び、粧酔掛㍑  
3 ブ】．≒捏ユ色 掴パタニ日工体。わずかに昭／亘褐  

色仙瞞使合h  
l掴褐色 鮎1！ク．巨‡三一札〔ノーム拉をわイ  

かに含む。しまり強い。  
5 昭褐色 淡色棋バク行中にtトム凛－1がう1紺三。少眉のロームブ  

ロックを含む。  
6 丑t褐色 鮎1：クー上中に少1」＝リ‖－ム拉が用打1。  

Il－26サニⅠ二坑  
‖－25枇坑   包 

丁， 

一 

応∫∫＼→  

ーー＿i＿＿′／ト  

◎ 8  ◎   

＿ l好捕褐色 淡色肝1ミク＿l二小にr」一人杓が  
多jltにj柁fl：。  

裾Jミク．畑匪雄㈹他．＝甘粕を多  

J直こ含む。  

棋ポク土中にローム拉、ローム  

小ブロックを少目角む。3′仲II上  

目ームの含イ1■兢が多い。  

用Jlミクニ】二〕：体。し戎り細い。  

l賞バク＿1二小にロームをプりツク  

ないし川村抑こ合む。51l、7は色調  

暗い。   
色   
プ［トングの掛取烏  

口㌧一ム※休。丹くし決る。   
色   
がi】招二。   

色   
ムプ〔トノクの肱虹上  
り－ムニl：休の照媒酌人上。  

2根掲色   

3 描褐色  

4損得色  

5照補色  

6 硝蕗褐   

7 典褐色  

8 哺蕗褐   

！）璃所褐   

10 拍補色  

－ 165．00  

l卜一27ぢ▲二t二坑  

二‾ －  

1－2号二1：坑  

2111  

図64 縄文土坑実測図  
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．ニ匡塾三 1 哨 褐色   Z，l】．毛補色  

3 暗褐色  

・1日牲好阻色  

5 暗褐色   

6 鴫黄褐色  
7 梢褐色  

8 昭黄褐色  

淡色雄誹ク1二主体しまり∫蛮し、。  

1′Jいゴは色調喘い。  

邦ポク，上中にローム枇を多Jlいこ  

含む。2′桐はロームの合イ】◆！ltが多  

い。  
ローム粒、ロームブロック＿巨体  

のil色fi－⊥。3′桐はロームの合†拍t  

が少なく、3′′几＼子はさらに少ない。   

ロームプロソク〕三体。  

ロームと掴色・1二のf、J／ヰ失う】用：上。  

しまりない。   
ローム粗圭仏の無粋灘人．ヒ。  

班色．ととり－ム杓の拍状洪諭  

二1・。しまりない。粘性ある。7′J♪ゴ  

はロームの含有J】tがやや少ない。   
ローム粒、‖－ムブロック：妻三  

体。  

9 哺褐色 黒色．1二とrJ－ムのう】慮れ1．。  

川呵射的礼色 ロームニ†三体の粒状i柁粧t二。  

1㌔】l褐色．1椚ポクt．申に弼色二t二を川粒状な  

いし斑状に含む。1‘屑はTトム粒  

を含む。  
2 暗程ユ也 ≠冊！ク．上中にローム拉、rJ－ム  

ブロックがび長一】．。2′倒はt】－ムの  

含イ】▲jltがやや少ない。  

3【膚薄絹色 ロームブロック〕三休。少兢の  

褐色＿1二が日用・。  

1昭掲色服†ミク＿】二とローム粒、ロームブ  

ロックの粒状混在」二。粘性強し】。  

5 暗褐色 褐色－i・とロームの混な土。腐相  

l、1  

U Uト7号用  
Ⅰ一6空き・二巨坑  

l 
＞二痘  

Ⅰ－9号二L二坑  

Ⅰ－11サニl二坑  

図65 縄文土坑実測図  
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】川杏i也 鮎！ミクl川】に少11tの椚也卜川粒  

状に引潮一。川、＝（色調I和一。  

2 川拒ま仇l軋ポク・川】に少ノItのIJ一人拍を  

合む。  
こIl】f川J也 川ポク．回】に少Jl付潮怖トノ  

りツタを合む。  
l哺祥J色，リ1色＿Lロー人†な、‖－ノ、ノlトノ  

クの鋸詔■】．。  

5 ‖椚桐畑1‖－ムブートノク＝山川色．l・、  

り－ム粒が廿川‘。  

6蹄梢色 ソフトロームl工作。し止りない。  

7 昭朗机色牲沌上と【トruひ混在上しま  

－‾一 りなく粘性糾い。   
I弓嗜礼色 彿Iミクl．申に多11t  ー163．〔旧  

の1ノーム拉、II－16′l．00  

ムプ＝ツクi・合む。  

と用、‡はlトムの合イりItが  

多い。  

リl．冊ユ色．1甘栂色l叫】に少Jltの‖一人拉を  

合む。  

10 哺黄褐色 栂色．l二と＝－ムmの削刃池川．  

l。しまりない。  

11畔川潤他L ‖一人■＝恒伊恨腔沼人巨。  

1－13サニトJ九  

l【16り▲二L坑  

1ニ唾′′≠－毎′‘巨星  〃毛褐色 州ポクヒ‡ミ休。しより強い。  帝劇褐色 好子袖色卜とり－ムの軋れ上  

里くしまる。  

＿164．′10 ‾‾－－－－＿ －  －－  
1－18り・．上皿  

1川和色 j桐ポ久十骨賑 少爪の敢対地1ニ  
ト冊なを合わ。】’桐は色調璃い。  

2 宿割さ也 ′」用ユー真二巨と1∫一人の拍状朝川  

上。しまりない。2リ削よ色云相打往、。  
3 喘西村也IJ一人拍、‖－ムプ【トノクの  

粒状混／上土。  
4 典褐色 ‖一人ブートノク‡l：休のび紺◆上。  

5 背勘色 tJ－ムl三体の瑠偉流人＿1二。  

6 折伏墨さ色 ソフトlトームニi：体。粘仲條い。   

1－20号二】：坑  

2I11   

Ⅲ糊付＋相加ク．仁一Ⅰ：作。  

LF膏机色 州ポクり車に＝一人†、とを合む。  

Lri用ユ色 椚色二量＿とl∫一人粕のl】川一二上。  

蛸拍机側 ‖－ムプりツタi冊叫川〟■巨。  

昭M色 椚色上とり－ムの拍状臼川：し  

拙作斑い。  
6 日M色 鮎1ミク巨Ⅰこ体の吋食卜。  

1」9サニ巨Jノ‘し  

図66 縄文士坑実測図  
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1（う2．40  

l暗褐色 淡色川ポク」二二i：体。し渡り亨凱）。  
2 暗袖也 淡色J舶！ク＿1二中にローム拉、ロー  

ムブロックを含む。  

3 噌朗褐色 ローム粒とロームブロックの  

混在」：。  

d 淡褐色 淡色釧ポク土中にローム粋が多  

加こ漁仇  
5拍補色ローム※体。粘性強い。  

Ⅰ－24号土坑  
エー23サニ1二坑  

－－＿＿＿二  
J  

号土坑  

J－3サニ1：坑  

図67 縄文土坑実測図  
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J－6号土坑  
J－5リ・二L坑  

・・′  

Y．t）．  

ノ1も捏さ色 招がク．巨‡三体。S．l）．、  

を食む。1’冊は色訓附く、1′仲子lヱ  

S．Ⅰ）．、Y．Ⅰ）を多丸いこ合む。  

2 昭和3色 まl川ク回】に＝－ム拍、り一人  
ブ‖ック溝田l■。2′付＝ょさ射1－ゴItが  

嶋村也 貼Jミクニj二l三体。S．l｝．、1′．1  

を少！l摘む。1′桐ほ色調暗く、】  

屑はS．Ⅰ）．、Y．】〉 の合イ川tが  

多い。  
川捏池 川ポク▼1二二言三体。ローム柑を含む。  

2＼桐は【∫－ム柏の合イりItが多い。  
璃褐色 褐色二Lローム拉、ロームプ日ソ  

クの粒状混作＿1二。  

椚す  
3購蒔鴇色 川場也、り－ム拙、り－ムブ  

＝ックのさ】息／1」：。し渡りゆるい。  

】l潰朗柁色 tトームブ「トノクが二】：休。  

▼1二がさ】細：■ブる。  

5 哺褐色，l璽地！．とり一人の粒状灘在  

l・．。し渡りゆるい。   4 偶黄褐色 rトム柏、ロームプuックを  
：主こ体とする粒状i托れ】二。し渡り  

ゆるく粘性ある。  
5 昭褐色 褐色・1二とローム拉の混撫1・。  

6 慨黄褐色【トムプuッグ※朋の！lモ標的  
入＿上。  

7 諏褐色 rJ－ムニ言三体。しまりないが粘性  

鈍い。  

6i炎褐色 褐色いいにl－ノーム拉を少11t食  

む。しまりない。  

7 暗飴褐色 ロームプl】ツクl川紀州瑠佃  

人＿卜。  

8暗鵡紺色 ‖－ムl二休。川仁もぃが少J」モー一基  

れ■ウる。  

J－7サ土机  J－8号土坑  

1井㈹色 プ蛸ポクー上†三体。しまりある。1′屑  
は色相机ゝ。  

2 日補色 紺ポクニ巨富三体。り－ム粒を角虻  

2’丹，はロームの角イり1tが増す。  

3ト熔机色甘けり二上とトトーム粕の  

紺胴刷－h∴＝パは色  
開明るい。  

I膚曲礼色 ‖－ム損を主作とし、rト  
ムブートノクを合む。  

5【暗摘色柁沌二上とり－ムのさ】柑：董．。陶  

質。  
6【暗溝潤色 rトム柑、lトーム  

プrフックが二＝木 163．40  
7 淡補色 褐色▼1二とり－ム柏  

の著、H刷己れ：▼l二。7′仲川Iノー  

ムブ‖ックを少川合む。  

8 淡華さ色 ソフトロームと＝㌧一ム拙硝甘軋  

腐兢留。  
（）淡捏き色 ソフトロームとり－－ム拍、Lト  

人ブりツタのil招－▼L。し渡りな  

いが粘性強い  
10 淡捏】色 ソフトローム】三1木。しまりない  

妨紆酢拙師こ細い。  

l干1  

1棋補色里一ミク＿】二封木。しまりある。  

21滑川赤祇色 焼土化した淡色州ポクニト＿l：  

休。  
3 塘褐色 賄ゴミクー巨i三仏。的頭割池トを川  

村状に少日食む。3′舟＝よ色調哺  

V 

・‥・ 
．  、．一  

5 E酢阻色掴1ミクニ上と【トム粒のi舶：上。  

6 暗治褐色 掛色町Iミク．jとローム柏、ロー  

ムブロックの日用三1：。拙作強い。   

l＝5匿  

L－4り二1二坑  

図68 縄文土坑実測図  
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l〕一23号二L坑  

E－20サニl■．坑   

ロ  
E－‘l与H二坑   

図69 遺構内出土遺物  

Ⅰ）一6号土坑  F－2弓・土坑   A－2号二l■ガL  
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図72 遺構外出土の土器  
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図73 遺構外出土の土器  
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図74 遺構外出土の石器  
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図75 遺構外出土の石器  
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附  

粕川村長岡遺跡における  

自然科学分析調査  

長岡遺跡における炭材固定  

及び植物珪酸体分析   



粕川村長岡遺跡における自然科学分析調査  

古環境研究所  

Ⅰ．長岡遺跡のテフラ   

1．は じ め に  

粕川村長岡遺跡は、約30万年前に赤城火山で発生した山休崩壊に血来する岩層なだれ堆積物傑木泥流堆積物，  

守屋，1968）から構成される丘陵上に位置している。この丘陵上には、厚い火山灰土の堆積が認められる。遺跡の  

発掘調査では、火山灰土上部の黒ボク土の良好な断面が作成された。そこで野外地質調査とテフラ検出分析を合わ  

せて行い、すでに噴出年代が明らかにされている示櫻テフラの層序を明らかにすることを試みた。   

2．テ フ ラ 層序  

Eグリッドにおいては、火山灰土のうち大部分を占めるローム層の最上部に、厚さ6cl11の黄色細粒軽石がパッチ  

状に認められる。含まれる軽石の最大径は、3Il川lである。このテフラは、その層相から約1．3－1．4万年前に浅間火山  

から噴出した浅間一板鼻黄色経石（As－YI〕，新井，1962，町mほか，1984）に同定される。ローム層の上位にある  

輿ボク土のほぼ中位には、層厚13cIllの色調の薄い暗褐色果ボク土（Va層）が認められる。この土層は、いわゆる  

淡色窯ボク土（早田，1990）と呼ばれる土層である。   

淡色黒ボク土の上位の黒色罵ボク土には、2層掛こ軽石の漉集層が認められる。下位の浪集層（ⅠⅤ層）には、最  

大径5nl”lの黄色軽石が多く認められる。この軽石は、4世紀［＝1］射こ浅間火山から噴出した浅間C軽石（As－C，新井，  

1979）に由来する。一方上位の浪集層（HI層下部）には、最大径22…の粗い白色軽石が認められる。この樫石は、  

6世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名【ニッ岳軽石（Ⅰ一Il・－Fl〕，新井、1962，坂口，1986）に由来すると考えられ  

る。   

Gグリットでは、Ⅰ－Il・一FI）が混入した黒褐色土を作土とした畠遺構が検出された（図2）。この畠遺構のサクの部分  

には層厚5cIllの褐色軽石層（ⅠⅠ層）が認められる。この軽石層には、最大径311川lの淡褐色峰石が多く含まれている。  

このテフラは、1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ（As－B，新井，1979）に同定される。すな  

わちGグリットで検出された由遺構は、As－Bによって埋没したものと考えられる。   

3．テフラ検出分析   

（1）分析の方法   

As－Yl）とAs－Cの間の層準に示楳テフラの有無を調べ、淡色黒ボク土の形成年代に関する資料を得ることを試みた。  

分析の対象としてEグリッドで採取された5c111おきの試料7点（試料番号3、5、7、9、11、13、15）を選定し  

た。テフラ検出分析は、以下の手順で行われた。  

1）試料15gを秤量。  

2）超音波洗浄装置により、泥分を除去。  

ニり 80UCで恒温乾燥。  

4）実体顕微鏡下で、テフラ粒子の特徴を観察。  

J）†）   



（2）分析結果   

分析結果を、表1に示す。試料番号3には、少量の白色軽石が認められる。軽石の最大径は、3．1n川1である。この  

軽石はAs－Cに由来すると考えられる。火山ガラスは、いずれの試料にも比較的多く含まれている。火山ガラスの形  

態は、透明の軽石型に富み、ほかに透明のバブル型が認められる。試料番号3、5、7、9の4試料には、ごく少  

真の褐色バブル型ガラスが認められる。この火山ガラスは、その特徴から6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼  

界アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）に由来するものと考えられる。とくに浪集する層準は認められない  

ものの、淡色黒ボク土の前後付近に降灰層準のあるものと推定される。   

4．ま  と  め  

長岡遺跡の土層断面について、野外地質調査とテフラ検出分析を合わせて行った。その結果、下位より浅間一枚  

鼻黄色軽石（約1．3－1．4万年前）、鬼界アカホヤ火山灰（約6，300年前）、浅間C軽石（4世紀中葉）、榛名一ニッー岳軽  

石（6世紀中葉）、浅間Bテフラ（As－B）の5層のテフラが認められた。   

発掘調査で検出された自適柄は、As－Bにより覆われている。またAs－Cの下位に認められた淡色黒ボク土と鬼界ア  

カホヤ火山灰との層位関係については、比較的近接していると考えられるものの、含まれる火山ガラスの量が少な  

く明確に把握するまでには至らなかった。ただしテフラ粒子の移動量が下方に比較して上方の方がより大きいと思  

われることから、Ⅰく－Ahの降灰層準は淡色黒ボク土の下部あるいは下位にあると考えてよいのかもしれない。今後、  

他の地点での分析結果を待って総合的に検討する必要がある。  
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表1相川第2エ業団地遺跡のテフラ検出分析結果  

試 料  軽  石  火山ガラス  

盈  色調  畳  形態  色調  

透‡明＞＞褐   

透明＞＞褐   

透明＞＞褐   

透明＞＞褐  

透明  

3  ＋  自  ＋＋  pm＞1）W   

＋－ト 1）111＞l）W   

＋＋ Ⅰ）111＞l）W  

＋＋ Ⅰ）111＞bw  

＋」一 1）m＞l）W  

＋」一  Ⅰ）Ill＞l〕W   

＋＋  pI¶＞l）W  

十－ト＋＋：とくに多い，十＋1－：多い，＋十：中程度，十：   

少ない，－：認められない．pm：軽石型，bw：バブル型．  

盛土  

l工い†～・  Ⅰ甘  

‾ 
1□■ 洩㈲Bテフラ（人8・B）  

点  榛名－ニッ岳軽石（I】r－FP）  

横間C軽石（人s－C）  

Ⅰ膚  
則包照ポク土   

凧褐色崩ポク土   

暗褐色凧ポク土   

褐色凧ポク土   

ローム層  

ln層  

樺名一ニッ岳軽石（llr－FP）  

IY層 浅間C軽石（∧s－C）  

V a甘 淡色粗ポク土  

】5 Vl膚  

浅聞一概▲州色軽石 りs－YP）  
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ⅠⅠ．植物珪酸体（プラント・オパール）分析   

1．は じ め に  

植物珪酸体は、植物体内で形成されたガラス質の卿‖泡であり、植物が枯れた後も微化石（プラント・オパール）  

となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石を過跡土壌などから検出し、同定および定量する方法が植物  

珪酸体（プラント・オパール）分析法である。   

本章では、同分析を用いて長岡遺跡における稲作とイネ科栽培植物の検討、および遺跡周辺の古植生・古環境の  

推定を試みた。   

2．試  料  

調査地点は、DグリットのA～C地点、EブリットのA～C地点、Gグリッド畠跡地点、およびBグリッドとI  

グリッドの縄文時代土坑である。試料は、各地点の土層断何において、各層ごとに5～10c川間隔で採取した。また、  

Gグリッドの畠跡では遺構検出而から試料を採取した。採蝦川具は、容蜃50c川3の採土管およびポリ袋等を用いた。   

3．分 析 方 法  

植物珪酸体の帥出と定量は、「プラント・オパール定義分析法（藤原，1976）」をもとに、次の手順で行った。  

（1）試料の絶乾（1050C・24時間），仮比重測定  

（2）試料約1gを秤量，ガラスビーズ添加（垣径約40／川1，約0．02g）  

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤畠  

（3）電気炉灰化法による脱有機物処理  

（4）超音波による分散（300W・42ⅠくⅠIz・10分間）  

（5）沈底法による微粒子（20／川1以下）除去，乾燥  

（6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成  

（7）検鏡・計数   

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸休をおもな対象とし、400倍の偏光膀微税下で行った。計数は、ガラ  

スビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料1gあたりのガ  

ラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中の植物珪酸休個数を求  

めた。   

また、この値に試料の仮比重（1．0と仮定）と各地物の換算イ系数（機動甜胞珪酸体1個あたりの植物体乾重，単位：  

10－5g）をかけて、単位面横で層厚1c川あたりの植物体生産義を算出した。換算係数は、イネは赤米，ヨシ属はヨ  

シ，ウシクサ族はススキ，キビ族はヒエの値を用いた。その他はそれぞれ2．94（種突重は1．03），6．31，1．24，12．  

2である（杉山・藤原，1987）。タケ亜科については数種の平均値を川いて集身重を算出した。ネザサ節は0．24，ク  

マザサ属は0．22である（杉111，1987）。   

4．分 析 結 果  

各試料から検出された植物珪酸体（プラント・オパール）の分類群と検出個数を表1～3および図2～4に示す。  

なお、Dグ1）ッドのB，C地点、lミグリッドのA，B地）東、およびGグリッド宙跡については、稲作跡の検証およ  
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巳グリッド∧地瓜  

0  

Dグリッドl）組員  1）グリッドC他瓜  
■J¶人  

」   2  
万鋼／属  

l   ．■  
万冊／g  

1   2  

lIグリッド帽タ∴．坑コ＝也J  

lミグリッドじ他項、  Gグリッド爪執  
刀佃／‘  万佃／！  

1   2  

び探査が主目的であるため、同定および走出は、イネ，ヨシ軋タケ輔軋ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含  

まれる），キビ族（ヒエなどが含まれる）の主要な5分紺障l限定した0巻末に各分馴羊の助微鏡写真を示す。   

5．考  察   

（1）稲作の可能性について   

稲作跡の検証や探査を行う場合、－・般にイネの植物珪椴休が試料1gあたりおよそ5，000個以上と高い密度で検出  

された場合に、そこで稲作が行われていた可椚lが高し、と判断している。また、その層に植物珪恨休密度のピーク  

が認められれば、上層から後代のものが浪人した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性は  

より柵実なものとなる。以＿との判断基準にもとづいて稲作の可能性について検討を行った0  

Ⅰ〕ブリットのA～C地点およびEグリットのA～C地点では、Ⅰ肘（呪表二L）～VII層（As－YI埴下層）について  

分析を行った。 その結果、ほとんどの地点でイネの植物鉦憾休（プラント・オパール）が検出澄れたが、いずれも  

現表土であるⅠ層およびその宙1ご層からであり、それよりも下旧ではイネの植物排酸休はまったく検出されなかっ  

た。したがって、これらの地点で稲作が開始されたのは比較的最近のことと考えられるo   

Gグリッド畠跡地点では、Ⅰ層（現表土）～Il帽（ⅠIl・－Ⅰ叩混肘）について分析を行ったが、いずれの試料からも  

イネの植物珪酸体は検出されなかった。追納検出面では畝部や馴‖部から採取された5試料について分析を行った0  

その絆異、畝聞珊の2試料からイネの植物珪酸休が検州された0しかし、密度はいずれも1，000佃／g未満と低い他で  

あることから、同遺構で稲作が行われていた可能怖凋考えにくい。  
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（2）イネ科栽培植物の検討   

植物珪恨体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもキビ族（ヒエやアワなど  

が含まれる）やムギ類、トウモロコシ属、ジュズダマ属（ハトムギが含まれる）などがある。本遺跡ではこのうち  

のキビ族が検出された。   

キビ族は、DグリッドC地点のⅠ層とⅠミグリッドC地点の1ⅠⅠ層で検出された。同族には、ヒエやアワ、キビなど  

が含まれるが、硯‖諷点では植物珪酸体の形態からこれらの栽培椰とイヌビュやエノコログサなどの野・雑草とを識  

別するには至っていない（杉l■＝ほか，1988）。また、密度も1，000佃／g程度と低い他であることから、これらの層で  

ヒエやアワが栽培されていた可能性は低いと考えられる。   

イネ科栽培植物の中には末検討のものもあるため、不明としたものの中にも栽培種に由来するものが含まれてい  

る可能性が考えられる。これらの分顆肝の給源他物の究明については今後の課題としたい。なお、植物排酸休分析  

で同定される分顆群闇主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畠作物は分析の対象外となっている。  

（3）古植生・古環境の推定   

DグリッドA地点ではI層～V71層、EグリッドC地点ではII順～V層について分析を行った。   

As－YI）直下のⅤⅠⅠ層（ローム層）からⅤ層までの層準では、タケ亜利昭1タイプ（クマザサ属など）が申越して検出  

された。ウシクサ族（ススキ属など）やタケ亜科Alaタイプ（ネザサ節など）なども検出されたが比較的少量である。  

これらのことから、同層準のl駐期はクマザサ属を主体とし、ススキ属やネザサ節なども見られるイネ科植生であっ  

たものと推定される。   

V層上部（EグリッドC地点ではVEl層）では、タケ亜科Ⅰ31タイプ（クマザサ属など）は急激に減少し、かわって  

タケ茹科Alaタイプ（ネザサ節など）が急激に岬加している。また、ウシクサ族（ススキ属など）なども増加傾向が  

認められた。  

これらのことから、同層準の時期にはネザサ節を主体としススキ偶なども見られる草原植生に移行したものと推定  

される。ネザサ節やススキ属は森林の林床では生育しにくいことから、追跡用辺の当時の他生は森林で役われたよ  

うな状況ではなく、比較的開かれた環境であったものと推定される。  

IV層（As－C混層）からIII層にかけての層準では、ウシクサ族（ススキ属など）が大幅に増jJ［Tするが、タケ帥層一Al  

aタイプ（ネザサ節など）は減少傾向を示している。このことから、当時はススキ偶が繁茂しネザサ節なども見られ  

るかなり開けた景観の草原植生が継続されたものと推定される。  

Ⅰ層（現表土）ではイネが検出された。これは比較的最近の稲作に由来するものと考えられる。なお、同層準で  

はシバ属が著しく多いことから、緑肥などとしてシバ属が投入された可能性も考えられる。   

6．ま  と  め  

植物珪酸体分析の結果から、本道跡のローム層の堆横馴吊はクマザサ属を主体とするイネ科植生が継続されたも  

のと推定される。累ボク土層の堆積期世代依然としてクマザサ属が多く見られるが、淡色黒ボク土（Va層）より上  

位ではネザサ節およびススキ属が生育する草原植生に移行したものと推定される。   

群ノ馴詩周辺ではローム層と巣ボク土層との境で大きな植≦巨変化が認められ、この時期を境にクマザサ属主体のイ  

ネ科他生からネザサ節・ススキ属を主体とする草原植生に移行するのが一般的である（杉山ほか， 1992）。今回の結  

架は、このような他生変化の時期や内容に地域性があることを示すものとして注目される。   

なお、本道跡で稲作が開始されたのは比較的帰追のことと考えられる。また、その他のイネ科栽培植物について  
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も、本遺跡で生産されていた可能性は低いと考えられる。  

【参考文献】  
杉山真二・藤原宏志．1987．川亡価赤山睡屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析．赤山一古環境編．川口市遺跡調査会報告，第  

10集，281－298．  

杉山真ニ・前原 豊・大工原 豊．1992．植物珪酸体（プラント・オパール）分析による遺跡周辺の古環境推定．日本文化財科学会第  
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9：15－29．  

藤原宏志．1979．プラント・オパール分析法の基礎的研究（3ト福岡・板付遺跡（夜臼式）水田および群馬・日高遺跡（弥生時代）水田  
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表1－1長岡遺跡におけるプラント・オパール分析結果  

（・～軌一／二：×100憫／g）  

Ⅰ）グリッドIi地ノ∴（   Ⅰ）グリッドC地点  

分 執 群  l ‖ 11】l）Ⅰ＼J＼／こl＼ト1V2 1JIローム  11l2 ⅠⅠⅠ Ⅰ＼7 ＼ト11ト2 Ⅵ ローム   

イネ   77  20   

ヨシ屈   f）  ！）   20   9  18   
ウシクサ族（ススキ属など）  13（）2日lこ；：う52372！）t）2二i：う2車）＋ト‖lこう  

キビ朕（ヒエ捕など）  lナ十  ‡†   

タケ亜科  58（）∠17′11（う95217012∠1こうニミ77二i：う517727   

川柏1：×l（）Of帆／g）  

l；グリッドA地′・さ．（   ⅠニグリッドⅠり也点  

分 有亘 群  Ⅰ1l21‖1ⅠⅠ卜21＼’il－1【＼ー；l－2 ＼J ＼り  V‖  ⅠⅠⅠIl＼7zl’＼J’ ① ② ③ ＼7Ⅰ＼「l【   

イネ   53 19  1   

ヨシ屈   

271J15り1721581こう036308  
キビ族（ヒエ偶など）  

タケ亜科   f）02 5101001111〔）11111557 ご）0∠l‘1！）81129  11鋸 29561306 810 1：う0 651 7∫13 250 178   

（肘、1：×10〔）仙／g）  

Gグリッド■≠跡   （；グリッド畠跡  

分 朝 押  1 11I111川 2  似1畝2 畝間1i鋸り2刷用3   

イネ  ナうト  
ヨシ属  

ウシクサ族（ススキ属など）  

キビ族（ヒエ属など）  

タケ仙骨I   29∠i 2∠1〔） 580 ＝2f）  728 180 7鋸 ・120 ‘15（う   

表1－2 長岡遺跡におけるおもな植物の推定生産量  

（．～帥1：】くg／Ill？・Cm）  

Ⅰ）グリッド1主軸点   Ⅰ）グリッドじ地点  

分 力ri 粁  Ⅰ  ‖ ‖1）IIJ＼7こl＼J－1V －2 Ⅵ ［トム  Ⅰ－1l2 ⅠⅠI117 ＼ト11ト2 ＼7Ⅰ ローム   

イネ   0．26   2．26 0．85   

ヨシ届   0．57  （）．57   1．2（う 0．57  l．トi   

ウシクサ族（ススキ偶など）  1．613．′18（i．（う32．針13．712．H9：i．（）f）l．750．川  

キビ族（ヒエ属など）  2」i21．10   

タケ帥科  2．832．288．‖10．‘12こi．97l．81l．610．850．1ニう   

りii位：1くg／I112・ぐⅠ†l）  

ⅠミグリッドA地点   Ⅰニグリッドlり山点  

分 野皇 群  ⅠlI＝2 川－111卜2Ⅰ＼ril11＼「；l－2 ＼／ ＼7Ⅰ ＼J】【  1IlII＼r；l’＼7’ ① ② ③ ＼rIl－【1   

イネ   1．5（in．5（う 0．12   3．‘11  

ヨシ鳩   0．88   

3∴う65．倶）2．13l．t）61．610．ご150．370．10      ウシクサ族（ススキ偶など）  

キビ族（ヒエJえIiなど）  

タケ亜科   ‘i」う3 2．▲15‘1．糾）5．3：与 5．3：う 7．‘17 2．J12 2∴う9 5．一】2  5．68ト＝〔）6．27：う．8！）0．62 3．12 3．571．20 0．85   

（，附、】／．：履／】11？・川）  

（；グリッド＝跡   （；グリッド王－㍑跡  

分 野亘 群  I lIl】ト1川2  畝一1似2 刷用l刷糀＝洲牒   

イネ  り．2G（）．2′l  

ヨシ屈  

ウシクサ族（ススキ属など）  

キビ族（ヒエ偶など）  

タケ亜科   1．‘111．15 2．7日 6．86  二i．‘1～）0．ボ（；こう．お12．02 2．1（）   
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表2 長岡遺跡における植物王圭酸体分析結果  

（中位：×100榊／g）  

Ⅰ）グリッド西嬬，A地点   Ⅰミグリッド，C地点  

分 野【：押  I llIIlll）Ⅰ＼r ＼トユ＼ト2＼リ】＼り 2 V‖・1＼Jlト2  ⅠⅠ卜1日2 Ⅰ＼7 ＼Jil＼／1＼J2＼ト3   

イネ科   

イネ   

ヨシ偶   ‖  】5   7 13  25  

ウシクサ族（ススキ属など）  17∠1 300 113  9R 121 （51 57 】5  ‖   706 382 227 299 159 】63 2〔）′1   

キビ族（ヒエ属など）   

シバ属   28‘1  2バ  7  （i   

不明Aタイプ（キビ族頬似）   7   8   7  ト1  6  22  21 34   

不明1ミタイプ（ウシクサ酢酎以）  168 172 113 11f）10（；108  71 15  21 58  233 139 192 140 22′i170 17（）   

不明Cタイプ（1うタイプの大王椚  13   7   8   7  ‖   7  ‖  1こう   

表皮毛起沖   32  ′13  二うn  2Ⅰ  8  20  ト1  ト1 1こう  7  21 3‘1 33   7  20  25   

基部起源   15  7  2！）  13   14 13 19   

棒状珪酸休   206 157 263 27！） り1 22′1 3′】2  2！） 21 8√1  313 361‘106 186 217 287  ∠13   

その他   97 279 ‘105 21G 25（） 2小1 ′1‘i2 15 117 129  2：う3 188 351 352 397 268 ニ用9   

タケ舶科  

Alaタイプ（ネザサ節など）  17∫1 236 ′120 ∠105 ‘102  75  8（； 15  82 1（）  298 小‖ 502 971116 307   

1う1タイプ（クマザサ属など）  53  70 182 1（i3 171 15 103 13（；  ごi8  35  27 286 ′177 5ビ12 352  

li2タイプ（メダケ節など）  

その他  110 17（） 225 27！） 3′】1122 J13 15 110  32  2∠17 250 ∠‖9 671166 196  ′13   

樹木起源（広葉樹）   
8  B  

植物珪閻休総数   126513801（う581528150（）10′‖12削 132 ‘i80 ′i98  21こil1854 2193 2（）5217841978119！）   

（申位：×100個／g）  

B－3号土坑   l－いチエ1二机  

分 耕 押  3   ′1  9  10 13  1  2  5  （う  10 11 13  ト1 17 ローム   

イネ科  

イネ  

ヨシ属   22   6   

ウシクサ族（ススキ属など）  ト1 15  73   7  ‖   

キビ族（ヒエ属など）  

シバ属   

不明Aタイプ（キビ族耕似）   7 13   （う  7   

不明Iiタイプ（ウシクサ族類似）  248108ト1153（）り  

不l刑Cタイプ（lミタイプの大型）  15  6  7  7   

表皮毛起源  ∠1：う613217   
茎部起源   6   30  7  7  7   

棒状排便休   85 ト16  77 138 131  1′11 215 2二う1176  ′13  狂1 73 12（；165  71   

その他   18‘1171160 117 1（i5  67  57  56 2日1 50  91131 206 19∠i198   

タケ埴科  

Alこlタイプ（ネザサ節など）  1こう5  89  32  2G  ′11  17ニi8 56こう 189 （う1 （う：i131：う05 136  21   

lう1タイプ（クマザサ属など）  567253‘180（う73∠168  

Ii2タイプ（メダケ節など）  

その他  f）911J170～）5117   

樹木起源（広葉樹）  

植物珪酸体総数   152′11083105011小】1088  3′1鋸167（）（）‘161322ト1（）71168132216001255 69：う   
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表3 長岡遺跡におけるおもな植物の推定生産量  

（iii位：1くg／】117・C川）  

1）グリッド西端，八地点   1ミグリッド，C地点  

分 野亘 群  l IIl 川l）1＼7 ＼ト1＼ト2＼り一1Ⅵ2＼Jl卜11り1－2  ‖l1ⅠⅠ卜2 1＼r ＼J之I V1＼ト2 V←3   

イネ科   

イネ   0．19   

ヨシ属   （）．～）0 0．9ニi   0．‘16 0．821．56  

ウシクサ族（ススキ属など）  2．16：う．721．‘101．211．50 0．76 0．71（）．18 0．17   8．75‘1．7d 2．813．711．97 2．02 2．53   

キビ族（ヒエ偶など）  0．89   

タケ亜科   

八1；lタイプ（ネザサ節など）  0．′12 0．571．010．97 0．96 0．1～i（）．210．0′10．20 0．05  0．721．071．20 2．33 0．28 0．7∠i   

Ⅰミ1タイプ（クマザサ偶など）   0．12 0」5（ト1t）0．36 0」う8 0．0こiO．23 0．30  0．13 0．08 0．06 0．631．05l．19 0．77   

（中位：1くg／】11？・Clll）  

Ⅰうー二う号二1二坑   Ⅰ－′1一号」∴坑  

分 類 粁  3  ∠1  9 10 13  1  2   5   6  10 11 l3 14 17 ローム   

イネ科  

イネ  

ヨシ屈   0．上13  1．′ll（トiO   

ウシクサ族（ススキ属など）  0．17 0．18 0．910．09 0．18   

キビ族（ヒエ属など）   

タケ珊科   

八1；lタイプ（ネザサ節など）  0．32 0．210．OB O．0（iO．10  4．171．35 0．∠15 0．15  0．15 0．32 0．73 0．33 0．05   

lilタイプ（クマザサ属など）  1．25 0．561．061．481．03  0．28 0．56 0∴i2 0．門 2．491．491．010．610．88 0．34   
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長岡遺跡における炭化材固定及び仙物珪酸分析  

パリノ・サーヴェイ株式会社   

は じ め に  

粕川村長岡遺跡（灘り11村深津所在）は、赤城‥＝市部に広がる扇状地の扇火に立地する。この扇状地は、テフロク  

ロノロジーにより後期更新世前半に形成されたと推定されている（」刊≡l≡l，1991）。本遺跡では、奈良時代眞間式期の  

集落が検出された。集落内には、住居址の他に製鉄に関する遺構も検出され、中には製鉄用の燃料材と推定される  

炭化材が検出されているものもある。また、これらのことから集落lノ可で鉄生産が行われていたことが推定される。  

赤城山南麓には製鉄炉址やそれに伴う炭窯が多くみられ、隣接する大胡…丁の上大屋・樋越地区遺跡群（群馬県勢多  

郡大胡町教育委員会，1986）等で報告されている。また、本遺跡のように当時の炭を備甫した遺構もある。   

製鉄を行う際、炭は高温を得るための燃料材としてだけではなく、その還元効果によりそれほど高くない温度で  

も精錬を可能にする（岸本，1984）。また、使川する木材は、江戸時代に書かれた『鉄山秘書』の中では、ナラ（棋）  

の材が最も適しているとされている（掛乱1987）。実際に追跡から出土する木炭の材同定を行うと、地域や時代に  

関わらずナラのイ両用（コナラ属コナラ茹属コナラ節・クヌギ節）が比較的多くJLl土する（例えば、千野，1983；パ  

リノ・サーヴェイ株式会社，1984，1992；山内，1985～l等）。しかし、本選跡をはじめ赤城両親地域では多くの過跡で  

製鉄炉や炭窯が検上t＿lされているが、その材同定を行った例はほとんど無い。そのため、本地域では製鉄の燃料材や  

炭窯で製炭された木材の種耕に関してはl州経ではない。今回の分析調査では、仰備された炭と製鉄との関係も意識  

しながら、4基の炭集積遺構から検出された炭化材について同定を行う。   

また、住居址の中にも炭化材が検出されたものが1抑あった。このように床面漬上から出土する炭化材は、当時  

の住居構築材に由来する可能性がある。今回出土した炭化材は、／Ll土状況から部材を推定することは困難であるが、  

渋川市中筋道跡（群馬県渋川市教育委員会，1988）のように出土状況によっては部材の推定が可能なこともある。  

これら構築部材の材同定を行うと、縄文時代にはクリが、弥生時代～古墳時代にはクヌギ節・コナラ節が、奈良・  

平安崎代にはクヌギ節・コナラ節・クリが多く川いられる傾向がある（千野，1991）。しかし、県内では中筋遺跡で  

オニグルミやムラサキシキブ属が多い結果が得られており（高橋，1988）、関東地方南部とは若干様相が異なる点が  

ある。赤城両虎地域では、住居構築財の調査例は蓄耕偶紺利こあり、使用された郡類がどのような傾向を示すのかは  

今後の課題である。   

ところで、住居を構築する部材は木材だけではなく、中筋遺跡のように草本頗が利川されている例がある。lい筋  

道跡では、扇状地＿との古墳l粋代住居址にヨシやオギなどの湿う閻な場所に生育することの多いイネ科植物を利用した  

上屋構造が検出されている（押馬県渋川市教育委員会，1988）。ただし、屋根材とされる炭化物はイネ科植物と推定  

されるものの、種頬が【州附こならないものも多い。これは、植物珪暇休分析がイネ科葉部に形成される他年勿珪酸休  

を対象としていることに起因すると思われる。すなわち、性情朝二から出土するイネ科植物の葉部が燃焼の際に焼失  

したことや、構築材としてイネ科柚物が利用されたさいに勲部が収り去られ、稗部（茎）のみが利用された可胎l竺l三  

が考えられるのである。   

今回分析対象とした住居址は、構築材に利川されたと考えられる串本類が肉眼では認められていない。しかし、  

住居構築材としてイネ科植物が利JHされれば、覆土中に大揺の植物体が哩概していることが予想される。地場ルた  

植物体が微生物や酸化分解などの要因により消失した場合にも、桝物体の釧胞あるいは組織に形成される植物fI三隈  

休が組織片の形などで残留すると考えられる。  
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そこで今回は、本過跡の奈良時代住居址から検出された炭化材について同定を行い、赤城南濃における住居柄築  

材の情報を得るとともに、住居址内績土を対象として他物J‡‡‡酸体分析を実施し、イネ科植物が住居構築材として利  

川された」犬況について検証する。   

1．試  料   

（1）炭化材同定   

試料は、4基の炭集横遺構（A－Ⅰ・ITl，I卜ⅠⅠ′1、1，L－lpITl，LIⅠ′1、2）と1肝の住居址（E－I－II－I3）から検出され  

た炭化材24点である。このうち集積遺構は、いずれも当払品としての炭を備解した施設と推定され、出土した炭化材  

は備蓄されたものの一部と考えられる。また、住屠址から検出された炭化材は住居構築材の一部と推定されるが、  

どのような部位に川いられたものかは不明である。  

（2）植物珪酸体分析   

試料は、4jtil二の住居址（E－Ⅰ－ⅠⅠIl，E－Ⅰ－ⅠⅠⅠ3，Ⅰシ1m4，ー）寸ⅠⅠIl）の床面臥1二から採取された土壌試料4点である。  

試料が採取された層準は、上屋材が含まれる層準とされているが、床面値上という位慣を考えると敷物も混入して  

いる可能性がある。   

2．方  
法   

（1）炭化村岡定   

試料を乾燃させたのち木l二l（横断耐）・柾目（放射断面）・板目（接線断耐）の割断面を作製、実体顕微鏡と走査  

型絹子跡微鏡（無蒸着・反射電子検～二l摺皇）で観察・同定した。  

（2）植物珪酸体分析   

試料杓5gについて、過酸化水素水と塩俄による有機物と鉄分の除去、超音波処班＝こよる試料の分散、沈降法に  

よる粘土分の除去、重液分離（臭化舶鉛：比重2．3）を順に行い、柑物芳l≧恨体を分離・浪集する。検鎖し易い浪度  

に希釈した後、カバーガラスに滴下し、乾燥させる。これを、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製す  

る。   

検鏡は光学顕微鏡下で、出現するイネ科基部（某身と葉杓）の基部短縮胞に由来した植物珪酸休（以下、短細胞  

珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞にl二1‡J来した柚物排酸休（以下、機動細胞fIj酸休と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（1986）  

の分類を参考にして同定・計数する 

結果は、検出された植物珪酸体の種規と個数を一覧表で示す。また、各榔顆の出現傾向から、生育していたイネ  

科植物を検討するために、植物珪暇体組成図を作成する。出現率は、短細胞扶酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸休毎  

に、それぞれの総数を基数として百分率で∃削二l】ける。   

＿1二屋材や敷物に関する検討では、イネ科の短糾胞fl三椴休列や機勅脚恍錐l三酸休列といった組織片に注目する。   

3．結  果   

（1）炭化相同定   

試料は全てコナラ属コナラ亜属クヌギ節の一柳であった（表1）。クヌギ節の三1三な解剖学的特徴や一般的な性質を  

以下に記す。なお、学名・利摩一等については、「原色】＝1本植物図鑑 木本編＜1Ⅰ＞」にしたがい、一般的性質につい  

ては「木の事典・第2巻～第7巻，」（平凡1979）も参考にした。  
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・コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一柳（伽ピ7′（，～／∫ぶ7／短ピブ7．⊥ゆJ〟〃わ〟衰ブ紺ぶ∫どCJ．Ce門イs少．）  

ブナ科   

喋孔材で孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、潮滅しながら放射状に配列する。大道管は管壁  

は厚く、横断耐では円形、小道管は管壁はl二川トノ厚く、横断面では殉張ったl＝り形、ともに単独。単穿孔を有し、壁  

孔は交互状に配列、放射組織との聞では棚状となる。放射組織は同性、畔列、1～20糾＝抱高のものと複合組織より  

なる。乗組織は周囲状および虹接糾犬。柔糾胞はしばしば結滞－を含む。年輪界は明瞭。  

クヌギ節は、コナラ甜属（落葉ナラ類）の中で、果実（いわ炒るドングリ）が2年目に熟するグループで、クヌ  

ギ（OJ／βプ′川S〟C才／／ね∫オブプ7〟C〟門て′／カe73）とアベマキ（0．〃〟ブイ〟わ／／7sβ／～描7ビ）の2種がある。クヌギは本州（岩手・山  

形県以南）・四国・九州に、アベマキは本州（l圧暢・静岡県以西）・四国・九州（北部）に分布するが、中国地方に  

多い。クヌギは樹高15111になる高木で、材は重刷である。了1丁くから薪炭材として利川され、人見近くに萌芽林とし  

て造林されることも多く、薪炭材としては国雄村中節一の重要材である。このほかに捌員・杭材、相木などの川途  

が知られる。樹皮・果実はタンニン原料となり、果実は染料・飼料ともなった。アベマキはクヌギによく似た高木  

で、樹皮のコルク層が発達して厚くなる。材欝はクヌギに似るが、さらに重しゝ。川途もクヌギと同様であるが、樹  

皮が厚いため新村にはむかず、炭材としてもクヌギ・コナラより劣るとされる。  

衣l 良川遺跡＝土用化〃の■り）jご罵∴黒  長2粧軌．怖州射慄  
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（2）植物珪酸体の産状   

結果を表2と図1に示す0イネ科柚物起源の植物排個体の保刑犬態は、全訳料を通じて良好である。   

・Ⅰミー1号住屈   

試料（5J別の植物珪酸体組成は、タケi岬博多座し、キビ族・ヨシ属・ウシクサ族が随伴する。栽培植物のイ  

ネ属は、機動朝川包珪酸体が2仙休のみ検川される。   

・1ニー3号住居   

試料（3層）の他物珪酸体組成は、タケ鼎科が多産し、キビ族・イチゴツナギ帥科が髄伴する。イネ属は、機動  

紬胞排酸休が1個体のみ検出される0また、機動紬胞・規制椎田瀾体列の組織片は、タケ抑〔・キビ属などが傑か  

に検出される。   

・1）－∠1号住居   

試料（3層）の植物珪酸体組成は、タケ帥科が多産し、キビ族などがl池伴する。イネ属は、機動細胞珪偲体が1  

個体のみ検出される。また、両排酸休列の組織片は、タケ帥科が僅かに検出される。   

・Ⅰ）一1号住居   

試料（∠川別の柚物珪酸休組成は、タケ帥科が多産し、キビ族・ヨシ属・ウシクサ族・シバ属が随伴する。また、  

両排酸休列の組織片は、ネザサ節が僅かに検州される。   

∠1．考  察   

（1）製鉄用燃料材について   

試料は全てクヌギ節であった。クヌギ節の材は、国産材小でも秋く発熱買が大きい木材の一つで、高温をある程  

度維持できる。実際に各地で行われた同定結果をみてもクヌギ節が多く川いられており、クヌギ節の材質を理解し  

た上での適切な利川が推定される。赤城南就では多くの遺跡で今恒一のような製鉄に関連する遺構やそれに伴う炭化  

材がイ剣＝されているが、同定を行った例はほとんど知られていない。今回の結果は、赤城南腰でもクヌギ節の木材  

を逃択的に利川したことを示唆する。しかし、各遺構とも同定した点数が4点～5点であることや、炭化材の出土  

状況は散在的であり、今回の結果が当噂備蓄されていた炭わ組成を反映していたとは断定できない。   

鵬倉（1986）は、クヌギ節・コナラ節の破い材とマツのように軟らかい材を使用する方が熱高率が良いと推定し  

ている。実際に、兵庫県坂遺跡で製鉄炉拙から一括材として取す出された炭化材の同定を行ったところ、クヌギ節  

をし巨心としながら他に3種類の木材が含まれていた（パリノ・サーヴュイ株式会社，1992）。本道跡でも、クヌギ節  

だけでなく他にも木材が使用されていた■叶能牲カミある。このようなことを実証する場合、検出された炭化材から試  

料を選択して同定を行うのではなく、検上上lされた試料全てについて同定を行う必要がある。この調査で当時の組成  

が明らかになるとは断言できないが、より当lに‡の糾脇こ近い結果が得られるものと旭われる。また、今回の調査で  

は遺桝による種頚の速いは認められなかったが、冨山県の両人胤」億跡や勅」1追跡等では炭窯によって種類構成が  

異なる例が報告されている（島地・林，19批l，1〕）。そのため、炭化材を伴う炭窯が複数検出された場合には、それ  

ぞれの炭窯について材同定を行い、その種別制動こついても軋酎－る必要がある0   

なお、今回同定した炭化材の申こは樹皮がついているものが1点（iノ廿1、1C－10）あった0年輪は18本あり、  

最外部の年輪は春材が形成されているが、夏材部が形成小なのか形成後なのかは断定できない（図2）0この結果カ、  

ら、木材の伐採が少なくとも春材形成以後、すなわち夏から冬にかけて行われたことが推定される。製炭は、使川  

する木材の生長が止まっている冬が良いとされ、冬に採取した本朝は製炭しても樹皮が剥がれない（岸本，198∠1）。  
これらの木材は、遺跡近くの低地  

これらのことから、今回同定した炭化材も冬に伐採・製離れた可能怖がある0  
／／7   



図版1 炭化材  
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 1．コナラ屈コナラ亜購クヌギ∬眈－・榔（Ⅰニ‖ⅠⅠ：うC5）   

il：木【】，l〕：附＿才，C：似‡l  
＋  2川）／川1：；1  

2川）／川1：1）．C   

窒＝版2植物珪酸体  

】・イネ届：機棚岨桂附有＝来（lC‖川；H2）  

2・タケ州科：機動紺胞柚晰樟佃l来（Ⅰく川ト1；′12）  

ニit二l＝ビ肱：桝朝川‖胞扶植休出珠（J亡‖圧i；′12）  

十・ネザサmニ峨風脚眈」：上値休‥J粟（∫川廿＝」封  

ご；・タ川村：像帆鮎川鋸撒仙†来（∫亡‖仙；′】2）  
／’∴い   



図版3 植物珪酸休  
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2（〕ノ川1   

6．ウシクサ族：機那欄1川辺上＝闇麦困1】来（Ⅰく－1－IIIl；82）  

7．ウシクサ族：機動紬泡J用帥州1釆（1（Ⅰ‖トl；‘‡2）  

8．ヨシ屈：機動甜＝泡月腰体由来（Ⅰ）‖I11；二i）  

（）．シバ届：機動拙胞丑触体油来（Ⅰく川Ⅰニi；′12）  

10．イネ屈：耕扶植体由来（Ⅰ〈IlI－トl；∠l2）  

11．ネザサ節：如拙胞甘酸体由来（f）Ⅰ＝1；3）  

12．タケ川一料：ク重刷川卸圧酌浦山1来（1二‖ⅠⅠ：i；‘l2）  

1ニi．ニlニビ族：炬細胞井職≠列由来（Ⅰ〈＝Ⅰ：与；′12）  

ト暮．イナゴツナギ■璽l畔上架諏＝胞出潮沖帖！来（Ⅰ工‖ⅠⅠこi；∠12）   
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1 長岡遺跡全景（乗より）  2 長岡遺跡全景  

3 基本士層  4 基本土層   



P L．2  

2 ∧1号古城1号石室   



P L．3  

2 A－1号古墳1号石室正面  

1 A－1号古墳1号石室内部  3 A1号古墳1号石室直刀出土」犬態  

5 A－1号古墳2号石室  

4 A1号古墳2号石室内部  6 ∧1号古墳2号石室正面   



P L．4  

1 B－1号古鳩全景  

■  

2 B－1号古鳩前庭部礫出土状態   3 B－1号古鳩石室正面   



P L．5  

2 B－1号古墳周堀  1 B－1号古墳周堀  

4 B－1号古墳石室  

5 B1号古墳石室羨門  3 B－1号古墳内郡  

7 B2号古墳近景   6 B2号古墳全景  



P L．6  

1 M－1号古墳全景  

2 M－1号古墳主体郡  3 M11号古墳主休部  

5 M1号古墳周堀   4 M－1号古墳前庭付近礫上土1土状態  



1 B－1号住居全景   

2 B－1号住居遺物出土状態  3 B－1号住居土層1佳積状態  

5 B－1号住居カマド   4 B1号住居カマド土層土佳積状態  



1 E1号住居全景  

3 E1号住居遺物出土1犬態  2 E－1号住居遺物出土二状態  

5 E1号住居土層土佳積状態   4 E－1号住居カマド土層埴積状態  



P L．9  

1 E－3号住居全景  

3 E－3号住居カマド土層堆積状態  E－3号住居土層土催積1犬態  

5 E－3号住居遺物出土状態   4 E－3号住居遺物出土状態  



P L．10  

1 E4号住居全景  

頭躍一個、ニ   √舶卯－ ■  

2 E－4号住居遺物出土状態  3 E－4号住居土層埴横紙態  

4 E－4号住居カマド士層土佳積状態  5 E4号住居カマド遺物出土状態   



P L  

1［〕1号住居全景  

3 D←l号住居遺物出土二状態  2 D－1号住居遺物出土状態  

†、  一・・■  
iハ  

5 D4号住居カマド土層土佳積状態   4 D－1号住居遺物出土状態  



1 E2号住居全景  

2 E一捕吏柱建物跡全景   



P L．13  

2 E1号炭窯  1 D－1号炭窯  

4 E3号炭窯  3 E川2号炭窯  

6 」←1号炭窯煙道部  

5 」－1号炭窯  

7 」1号炭窯燃焼部   



P L．14  

1 ∧【1号竪穴遺構  

2  ト3号弊穴遺構  

3 L－1号竪穴遺構   



P L．15   

・・、・－・‥一一■■ ‥ 一 ‥・，、■∴＝ ‥ t■‾■ ■‾‾‾  ■＞ ・ ニヾ・  一  1・  →t  

1 H－1号竪穴遺構  2 H1号竪穴遺構士層埴積状態  

3 1号竪穴遺構  4  ト2号竪穴遺構  

5 L2号竪穴遺構炭化物出土状態  6 L－2号竪穴遺構   



5 E1号土坑  

1 E一土師器・頂恵器集中力所  

7 E－3号土坑  2 G一畝状遺構  

8 L－1号土坑  3 G一畝状遺構  

4 G一畝状遺梢土層堆積状態  9 」2号土坑   



P L．」7  

2 1号満  

1 満検亡＿か状態  3 2・3号満  

4 4・9号潤  

6 7号満   

5 8号満土層土佳桟状態  



2 2号満  

1 満検出状態  
3 3・8号満  

5 9号満土層埴積状態  

7 9号購馬下顎骨出土状態近景   

6 9号満馬下顎骨出土状態  



P L．19  

2 18号満遺物出土状態  118・19号満  

r双㈱明紺   〉   陛無恥慰 叩叩¶野  

4 20号満土層土佐積状態  3 18号満土層霊性積状態  

6 16号満土層稚積状態   

5 15・16号満  



D一靴文竪穴遺構遺物出土状態  

1 D犯文竪穴遺構  

3 A－1号集石  4 ∧2号集石  

5 A－3号集石  6 ∧4号集石   



P L．2l  

2 Bグリツト調査状況  

1 Bグリツト調査区遣物Jil土状態  

4 石橋出土状態  

3 Aグリツト調査区う馴如t1土1大腰  

6 石槍～土1土扶植   

5 ∧グリソト調査区遺物出土状態  



P L．24  

1 B－6号土坑  

2 C－2号土坑  

3 D－1号土坑  

4 C2号士坑土層堆積状使  

D2号土坑  

6 D－3号士坑  

9 D 6号十坑  

10 D 6号士坑」二層川桟状態   



P L．25  

1 D－7号土坑  

2 D－8号土坑  

3 D・9号土坑  

4 D・10号土坑 t  

5 D－11号土坑  

6 D－12号土坑  

7 D－13号土坑  

8 D－14号土坑  

9 D－15号土坑  

10 D16号土坑   



P L．26  

1 D－17号土坑  

2 D18号土坑   

D・－19号土坑  

4 D－19号土坑土層妬積1犬態  

5 D20号土坑  

6 D一21号土坑  

7 D－22号土坑  

9 D・▲24号士坑  

10 D25号土坑・26号土坑   



7
 
 

ク
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P
 
 

1 D27号土坑  

2 E－1号土坑  

3 E－2号土坑  

4 E－3号土坑  

5 E4号土坑  

6 E5号士坑  

7 E－6号土坑  

8 E7号土坑  

9 E8号土坑   



1 E10号土坑  

2 E11号土坑  

3 E12号ニヒ坑  

4 E14号土坑  

5 E－16号士坑  

6 E17号土坑  

7 E18号土坑  

8 E－19号ニヒ坑  

9 E－20号土坑  

10 E20号土坑土層雄積状建   



P L．29  

1 E21号士坑  

2 E【23号土坑  

3 F－1号土坑   

4 E－23号土坑士層土桂根状態  

5 F2号士坑  

6 F－3号土坑  
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2 ト12号土坑  

3 卜1－3号土坑  

4 卜14号士坑  

8 トト7号土坑   

9 トト8号土坑  

10 卜110号土坑   



P L▲32  

1 卜111号土坑  lヽ－ ≠  

2 卜112号土坑  

・’  ∴●■■ヾ坤．－                  Y  
適  

3 H・13号士坑  

4 卜1－14号土坑  

5 卜115号土坑  

6 ト」－16号土坑  

7 H」8号土坑  

ー
 
．
 パ
」
」
錮
＿
「
」
｛
 
 

汁
・
り
 
 
い
 
 8 日－19号土坑  

9 卜120号土坑  

10 トト20号土坑土層堆積状態  



P L．33  

1トト21号土坑  

・
1
J
牒
ハ
！
 
 

／
 
 
 

2 H22号土坑  

3 トト23号土坑  

4 トト24号土」克  

5 トト25号土坑   

6 トト24号土坑士層埴積状態  

7 H－26号土坑  

8 トト27号土坑  

9 日－28号土坑   

10 ト1号土坑  



P L．34  

2 4号土坑  

4 】5号ニヒ坑土層稚積状態  

j 5 －6号土坑  

．    杢●、  

■  7 －9号土坑  

8 10号土坑  

9 11号士坑  

坑
 
 

土
 
 

号
 
 

2
 
 

0
 
 
 



P L．35  
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E－20号土坑  
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E－4号土坑  
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■22乳饗  
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遺構外出土の石器  
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